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プロローグ　規格外の冒険者







　冒険者とは即すなわち、自身の欲を満たす為ためには命すら惜おしまぬ酔すい狂きような連中だ。

　金、地位、名めい誉よ。おおよそそういったものを求めて、あらゆる危険に好んで挑いどむ。

　キッドもまた、その一人だった。

「ようやく見つけたぞ、ヒュドラ……！」

　目の前に居る異形を見上げて、キッドは剣けんを握にぎる手に力を込める。

　九つの頭をもつ巨きよ大だいな蛇へびだった。それぞれが独立した意思を持ち、不規則な動きを見せながら、こちらを睨にらみつけている。

「気を付けて、脅きよう威い度どランクＳ、言うまでもなく強敵よ！」

　後ろに居る仲間の一人が声をかけて来た。

「連れん携けいを取って戦うぜ！」「遅おくれるなよ、キッド！」

　残りの二人が発破をかけてくるのに、キッドは笑えみを浮うかべる。

「誰だれに言ってるんだ。お前達たちこそちゃんとついてこいよ！」

　軽口を叩たたき合あうことで、キッドと仲間達は互たがいに緊きん張ちようを解きほぐした。

（誰もが尻しり込ごみするようなこの高難度ダンジョンで――何度も死にそうな目に遭あいながら、やっとここまできた。絶対にこいつを倒たおして、おれ達の名を上げてやる……！）

　それこそがキッドと仲間達、共通の夢である。誰もが焦こがれる、冒険者としての頂点へ至る為の――これは、大切な一歩なのだ。

　ヒュドラが咆ほう哮こうする。まるでこちらを脅おどしつけるように。

　だがそんなものに臆おくするほど、キッド達も脆ぜい弱じやくではなかった。

「行くぞ、お前達――ッ！」

「ええ！」「おう！」「やるぞ！」

　キッドは仲間達と声を掛かけ合い、覚かく悟ごを決めると、全員でヒュドラへと挑んだ――。

「おい！　そっちに今、スライム見えたよな、スライム！」

　が、その刹せつ那な、キッド達とヒュドラとの間を、一人の男が駆かけ抜ぬけていった。

「待つんじゃ、シオン！　わしには見えんかったぞ!?」

「気のせいですって！　というか、え、強そうな魔ま物ものが居るんですが!?」

　加えてその後を、二人の少女が追いかけて行く。内の一人が驚おどろいたように立ち止まった。

「これ、ヒュドラじゃないですか！　待って下さい、シオンさん！　見識します！」

　少女が両手を広げると、不可思議な現象が起こった。彼かの女じよの目の前に結けつ晶しよう板ばんのようなものが現れたのだ。

「そんなことやってる場合か！　どうでもいいんだよ、ヒュドラなんて！」

　しかし、戻もどって来た男に襟えり首くびを掴つかまれ、少女は凄すさまじい勢いで引きずられていった。

「そ、そんな！　滅めつ多たに出で遭あえない種なのに！　見けん識しき士しとしての矜きよう持じがですね！　ちょ、ちょっと――ッ！」

　そのままあっという間に居なくなる、謎なぞの一行。

　キッド達は思わず呆気あつけにとられて、彼かれらの背中を見送った。

　先さき程ほどまで張りつめていた空気は何処どこへやら。

　ヒュドラですら、困こん惑わくしたかのように黙だまり込んでいた。

「ヒュドラがどうでもいい？……それにあいつ、今、スライムって言ってた？」

　聞きき間ま違ちがいかと思ってキッドは仲間に問いかける。だが、彼らは揃そろって頷うなずいた。

「言ってた」「確かに聞いた」「スライムって」

　再び場に静せい寂じやくが漂ただよった。

　微び妙みような空気が流れる中――やがてキッドは、誰に言うでもなく、呟つぶやく。

「高難度ダンジョンで、わざわざスライム探す奴やつなんている……？」




　冒険者とは即ち、自身の欲を満たす為には命すら惜しまぬ酔狂な連中だ。

　金、地位、名誉。おおよそそういったものを求めて、あらゆる危険に好んで挑む。

　が――中には、とんでもない変わり者もいた。







第一章　スライム







「金に興味のない冒険者ァ？」

　賑にぎわう酒場の店内。テーブルに向かい合った二人の男の内、素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、麦ばく酒しゆの入った杯はいをもつ方である。

「冗じよう談だんはよせよ。そんな奴がいるわきゃない」

　すると彼に対面しているもう一人の男が葡ぶ萄どう酒しゆを飲み干し、赤ら顔で言った。

「いや、本当なんだって。そいつは、ろくな報ほう酬しゆうも出ないような魔物ばっかり追い求めているんだ」

「それこそ笑えない話だ。儲もうけもしないのに、なんであんな危険な奴やつ等らを相手にする？」

　――魔物とは、金が悪意をもった存在である。

　これは稀き代たいの冒険者、グウェイン＝ブロンクスが残した言葉だ。

　実際、一いつ般ぱん人じんにとっては理由もなく牙きばを剥むき、襲おそい掛かってくる異形の化け物も、冒険者にとっては時に巨きよ万まんの富を生む魅み力りよく的てきな生き物でしかない。

　懸けん賞しよう金きんがかかっていれば討とう伐ばつするだけで少なくない金額が支し払はらわれ、体を解体すれば皮、肉、骨、血、全すべてが商品価値をもつ。

　が、逆を言えば冒険者は利益を得る以外に魔物に関かかわることはないということになる。

「分からん。何か理由があるのか、ただの変人かのどっちかだろう」

「おれは後者に賭かけるね。そんなこと、正気でも逸いつしてなきゃやる理由がねえ」

「ただ、その変人がとんでもねえ腕うで前まえの持ち主だってんだからまた妙みような話だ。今じゃ何故なぜか、相手にしてるのは弱い魔物ばかりだそうだが。それでも数が凄まじいから、ついにはギルドから評価されて称しよう号ごうまでもらったって話だ」

「弱い魔物ばかり倒して称号？……与よ太たにしても胡う散さん臭くさすぎるな。で、そいつはどんな奴なんだ？」

「灰色のぼさぼさ髪がみで、目つきが悪くて、襤ぼ褸ろ布ぬのみたいな外がい套とうを羽織ってて……お前も聞けば思い当たるはずだ。そいつの名前は――」

「シオン＝ディターズさんですね」

「そう、それだ！……え？」

　相あい槌づちを打ったところで、男の一人が驚いたような顔でこちらを見た。

　先ほどから隣となりの席にいる男達の会話を聞きながら、杯を傾かたむけていたシオンは、声のした方に視線を向ける。そこには見知らぬ少女が一人、立っていた。

　鮮あざやかな金色の髪を背中の辺りまで伸のばしており、瞳ひとみの色は澄すんだ空のような青。

　年としの頃ころは十五、六程度だと思われた。が、大きな目、ふっくらした頬ほお、ぷっくりした唇くちびるという部位が影えい響きようしているのか、顔の作り自体は幼い。

　ただ、その胸部だけが、年ねん齢れい不相応なほどに身に着けた衣服の布を盛り上げていた。

「そうだが。お前は？」

「お初にお目にかかります。オルクさんの後任としてギルドから派は遣けんされてきました。【見けん識しき士し】のレン＝ヴィーベルと申します」

「……やっときたか。じゃあ行くぞ」

　シオンは麦酒を飲み干して、懐ふところから取り出した硬こう貨かを机の上に置く。

「え？……もうですか？」

　立ち上がったこちらを、レンが意外そうに見てきた。

「お前はオレとここでおしゃべりする為にギルドから派遣されてきたのか？　違ちがうだろ」

「そ、それはそうですが。普ふ通つう、お互いに自己紹しよう介かいくらいはしませんか？」

「後でいい。それよりこっちはオルクが居なくなってから数日、待ちぼうけ喰くらってるんだ。時間がもったいない」

　椅い子すにかけていた外套――男達が言うところの襤褸布のような――を手にとって、背中にかけると、シオンは歩き始める。

「ひとまず相棒を迎むかえにいく。ついてきてくれ」

「は……はい、分かりました」

　納なつ得とくはしていないようだったが、逆らってもどうにもならないと踏ふんだのだろう。レンは素す直なおについてきた。

「おい、じゃあ、まさか、あいつが……？」

　酒場の扉とびらを開けて出て行く寸前、先程の男達の会話が耳に入ってくる。

「ああ。世界でも十数人しかいない、称号持ちの冒険者――【探究者シーカー】のシオンだ」




　魔物が人間にとって脅きよう威いだけでなく利用価値がある存在だと判明してから、長い時が経たった。それと共に、その素材を利用した道具も人々の間で広く使用されるようになる。

　となれば必然、次に求められるのは『大量生産する為の、迅じん速そくかつ安全に魔物を討伐する方法』だ。これを構築するには、魔物に関係するあらゆる情報が必要とされた。

　そこでギルドは魔物情報の提供を広く冒険者に呼びかけ、必要性に応じて報酬を与あたえることとなる。これにより、冒険者には魔物の討伐を目的にする者と、魔物に関係する事こと柄がらを集める者の、二通りが生まれることとなった。
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　つまり、魔物の『情報』にすら金が生まれる時代となったのだ。

　そして、シオンは情報収集に重きを置く冒険者である。

　狩しゆ猟りようを主とする者と違うのは、見識士と呼ばれる者達の存在だ。彼らと組まなければ、情報冒険者の仕事は成り立たないと言ってもいい。

　それは、見識士だけが、まさしく神から与えられたとも言うべき特別な――『見識』と呼ばれる力を扱あつかうことができるからである。彼らは特定の言葉を唱えることで、不可思議な道具を己おのれの意志で顕けん現げんさせることが出来るのだ。

　呼び出された道具は魔物の姿やそれに関係する行動、結果をありのまま写し取ることが出来る。しかも切り取られた物は『情報』として認められれば道具に『登録』され、見識を使える者同士の間で共有され、誰にでも見ることが出来た。

　ギルドは見識士の手によって集められた情報を確かく認にんすることで、彼らに同行する冒険者に対してその功績に応じた報酬を支払っている。

　つまり情報を主として集める冒険者にとって、見識士は必要不可欠な存在なのである。

　だからこそ、見識士と情報冒険者は、親しくしておくに越こしたことはないのだが――。

「…………」

　シオンは酒場を出て、目的地へと続く人の多い通りを進んでいたのだが、隣にいるレンが何やらやたらに不ふ機き嫌げんそうだった。

　そこまで気分を害することをしただろうかとシオンは首を傾かしげつつ、

「おい。自己紹介をしなかったことが気に入らないのか」

　唯ゆい一いつ思い当たる点を尋たずねると、レンは「いいえ」と短く答えた。

　しばらく沈ちん黙もくし――このままでは自分の気持ちがいつまで経っても伝わらないと踏んだのか、彼女は再び口を開く。

「噂うわさは本当だったんだなって、思いまして」

「うわさ？」

「シオン＝ディターズ……かつては若手随ずい一いちと謳うたわれ、誰もが尻込みするような高ランクの魔物情報すら集め続けていたことから、最強の呼び声すらあった冒険者。が、現在では低ランクの魔物ばかりを追い求めている変わり者。そんな噂です」

　酒場に居た男達の話を聞いていたのだろう。ただ別に否定することでもないので、こちらとしては頷く以外に出来ることがない。

「そうだな。オレが探しているのは、ランクの低い魔物ばかりだ」

　依い頼らいの受付から、報ほう奨しよう金きんの支払い、免めん許きよの発行、管理まで。

　冒険者に関係する全てを取り仕切る組織――『冒険者組合ギルド』は、魔物にその危険性や素材の有用性から判断した階級を付けていた。

　当然だが上にいくほどかけられた懸賞金や、売うり払はらった際における素材の価値も高くなる。なれば出来るだけ高ランクの魔物を狙ねらうのが冒険者にとっては常識であり、実力が伴ともなわないから仕方なくというのならともかく、あえて低ランクを求めるというのは一般に理解の出来ないことではあった。

「出来れば真っ赤な嘘うそであることを願ってましたが、正直、がっかりです」

　シオンが顔を後ろに向けると、レンは俯うつむいたままで唇を噛かみ締しめている。今のこの状じよう況きようが、屈くつ辱じよくで仕方ないといった様子に見えた。

「どうしてがっかりする。お前に関係することか？」

「大いに関係あります！」

　憤ふん懣まんやるかたないといったように、レンはきっとこちらを睨みつけてくる。

「冒険者と見識士は一心同体なんです。冒険者の功績はそのまま、見識士の功績にも繋つながる。低ランク魔物ばかり追いかけている人と一いつ緒しよに居たら、わたしまでそういう風にみられてしまいます」

「そういう風って？」

「役立たずということです！」

　シオンは思わず足を止めた。振ふり返かえって、まじまじとレンを見つめてしまう。

「……なんですか？」

「いや。初対面でそこまではっきり言う奴も珍めずらしいなと思ってな」

「変に嘘をついたり、誤ご魔ま化かしたりするのは嫌きらいなので。正直言ってわたし、シオンさんと組んだこと、納得いってません」

「だったら、ギルドに言って相手を代えてもらえばいい」

「わたし、まだ見識士になったばかりなんです。そういう人はまず、上から指定された人と一カ月は強制的に相棒として行動しなければいけません。ギルドの決まりです」

　そういえばそうだったかと、シオンは古い記き憶おくを掘ほり起おこした。右も左も分からない新人に様々な経験を積ませる為とかなんとか。あまりよく覚えていないが。

「なら我が慢まんしろ。嫌いやなら仕事をやめろ」

「それは嫌です。ですが、我慢するのも嫌なので、提案をします。また、昔のように高ランクの魔物を狙っていきましょう！」

「断る」

「なぜですか!?　そもそも、どうして低ランクの情報ばかり集めるんですか！　意味もないのに！」

「どうしてそう思う」

「ど、どうしてって……ギルドが魔物をランク指定する際の条件を知っておられますよね。脅威度と素材価値です」

　つまり、人にとってどれだけ被ひ害がいをもたらすかと、解体して獲とれた素材にどれほどの需じゆ要ようが発生するかということだ。通常これらは二つに区別され、それぞれにランクがつけられる。脅威ランクＡ、素材ランクＢなどといった具合だ。

　しかし、中には強さも大したことがなければ、素材もさほどの価値が無い魔物が居る。

　それらは、纏まとめて低いランクがつけられることが多かった。

「低ランクの魔物なんて、情報に対する報酬も左さ程ほどではありません」

「だから、オレみたいな情報冒険者もわざわざ探さなくてもいいと、そう言うのか」

「その通りです。それとも、何か特別な理由があるんですか？」

「……まあ、単純に興味があるんだよ。低ランクの魔物はほとんどの奴が軽かろんじているから、中にはろくに正体が知られていない奴も居る。そういったものの情報を集めて、じっくり紐ひも解といていくのが面おも白しろいんだ」

「やっぱり変わり者じゃないですか」

　レンは心底から嘆なげくような顔をした。

「シオンさん、今からでも遅おそくありません。考え直しましょう」

　シオンが再び歩き始めると、レンが後ろから服を引っ張ってくる。

「高ランク魔物の情報は沢たく山さんお金が儲かりますよ。将来安あん泰たいになります」

「興味ない。それに高ランクの魔物情報は集め過ぎて、もう飽あきた」

「あ、飽きたって。……まあ、確かにシオンさんの功績はそう言うに値するものかもしれませんが。そ、それにしたってまだ詳しよう細さいが明らかになっていない魔物だっていますし！」

「というか、だな。レンはなんでそこまで高ランクの魔物情報を集めたがる」

「決まっています。認められて、見識士としてもっと上に行きたいからです」

　シオンの前に回ってくると、レンは胸に手を当てて、堂々と主張する。

「せっかく、他の人にはない才能を持てたんです。それを存分に活いかしたいと思うのは、おかしいことですか？」

　ここまで自信たっぷりに言うからには、レンはよほど見識士として優ゆう秀しゆうなのだろう。

　だとすればそういった考えをもつのは別に変ではないし、異を唱えるような問題でもない。なによりシオンは基本的に、人の思想に口を出すような性質たちではなかった。

「そうは思わんが、まあ、だとしてもオレのやることは変わらん」

「そんな！　でも！」

「交代まで一カ月だろ。それくらい耐たえろ。後は好きにすればいい」

　話は終わりだとシオンはレンの体を無理やりどかした。彼女は不服そうにしていたが、それ以上は食い下がることなく従う。

　しばらくすると、ある建物の前を通りかかった。いわく表現し難がたい独特の匂においが漂っている。掲かかげられた看板には、赤い目をした、黒くろ塗ぬりの大きな生き物が描えがかれていた。魔物を意味する絵だ。

「ここは、もしかして……」

「ああ。魔物の食材屋だ」

　扉を開けると、カウンターで話し込んでいる人物がいた。

　見た目は十代前半ほどの少女だ。橙だいだい色いろの髪を左右で別々に括くくっている。背が低いので台の上に乗り、横には、彼女の倍ほど大きな荷物を置いていた。

「銀一枚じゃと。物はロック鳥じゃぞ。しかも卵までついておる。彼奴あいつの卵を運ぶのがどれほど手間か知らぬとは言わせんぞ」

　見た目にそぐわぬ老ろう獪かいな口調で言いながら、少女はカウンターを叩く。

　相手をしている店主は苦く笑しようしながら頭を掻かいて、

「しかしな、クルマ。ロック鳥の卵ってぇのは確かに一昔前まで貴重で知られていたが、何分と大味だってのが分かったから、最近はあんまり食いたがる奴もいねえんだよ」

「それは調理法を知らんからじゃ。きちんとした手順を踏めばまたとない美味に変わる。なんならワシがレシピをつけてやるから、それを含ふくめて売ればいい」

「……ううん。まあ、クルマがそこまでしてくれるなら、俺おれとしても有あり難がたいが。あんた、料理人としても評判良いからな」

　店主は腕うでを組み、しばらく中空を見つめていたが、

「分かった。なら、銀貨三枚でどうだ」

「四枚じゃ」

「……銀貨三枚と銅貨五枚」

「銀貨四枚じゃ。嫌なら次から売る店を変える」

「ぐっ……分かったよ！　俺の負けだ。とっとけ！」

　店主が取り出した革かわ袋ぶくろを、派手な音と共にカウンターに載のせる。クルマと呼ばれた少女はにんまりと笑った。

「毎度ありじゃ。それじゃ、レシピを書くから紙を寄よ越こすが良い」

　渡わたされたペンで紙にさらさらと何かを書くと、クルマは「それではの」と言って台から降りた。

「商談成立か。相変わらず見事だな、クルマ」

　シオンが声をかけると、クルマが振り返って、顔を綻ほころばせる。

「おお、シオン！　なんのなんの、この程度は大したことではない」

　歩み寄って、こちらを見上げると、

「ところで、どうした。お主がこの店までワシを迎えに来るのは珍しいの。ひょっとして、後任の見識士がきたか？」

「ああ。レンっていうんだが――」

「随ずい分ぶんと可愛かわいらしい女の子ですね。シオンさんの娘むすめさんですか？」

　答えようとしたシオンは、レンがいつのまにかクルマの前でしゃがみこんでいるのに気付いた。

「初めまして、お姉ちゃんはレンっていうんだよ。クルマちゃんはいくつかな？」

「百二十三歳さいじゃ」

「…………」

「百二十三歳じゃ」

「……あはは」

　固まった状態のレンにクルマが繰くり返すと、彼女は突とつ然ぜん笑いだしてこちらを見てくる。

「面白い冗談をいう娘さんですね」

「冗談でもないし娘でもない。こいつはクルマ＝エウセン。オレの相棒だ」

「え、こんな小さな子と仕事しているんですか？　危険ですよ！　せめて倫りん理り観かんは持っていて下さい！」

「せめてってなんだおい、せめてって」

「子ども扱いするでない。失礼な奴じゃな」

　ふんす、と鼻息を出してクルマは頬を膨ふくらませた。そうすると益ます々ます可愛らしく、子どもっぽくなっているという事実に、残念ながら本人だけは気付いていない。

「ワシは立派な大人の女性じゃぞ。しかもお主より年上。相応の敬意を払わんか、敬意を」

「え、でも、どう見ても小さな女の子だし……」

「こいつ、ドワーフ族なんだよ。だからこんな見た目でも中身は熟女だ」

　ドワーフ族は世界に幾いくつか存在する、人間以外の種族の一つだ。

　長命であるのに加え、実じつ年ねん齢れいに比べて見た目の老化がひどく遅く、クルマのように百歳を超こえていても子どもにしか見えないことが多い。

「そ、そうなんですか。それは失礼しました」

　立ち上がると、レンは深々と頭を下げた。鼻っ柱の強いところはあるが、礼れい儀ぎは心得ているようだ。

「うむ。分かれば良いのじゃ。これから宜よろしくの、レン。……ところでシオン、言うに事かいて熟女はないじゃろ、熟女は」

「老女の方が良かったか」

「余計に悪いわ！　成熟した妖よう艶えんな美女と言わんか！」

「成熟したまでは良いがそれ以上は口にできん。なぜなら嘘になるから」

　クルマが飛とび蹴げりを放ってくるのを、シオンは軽々と避よけた。

「用事が済んだのなら、とっとと目的地に向かうぞ。今まで浪ろう費ひしてきたんだから、これ以上、時間を無む駄だにして堪たまるか」

「む。そうじゃな。では参るとしようか。ではな、店主。また来るぞ」

　クルマは取って返すと、巨大な荷物を掴んだ。

　そのまま軽々持ち上げて、苦も無く小さな身に背負う。

「……本当だ。ドワーフ族だ」

　未まだ信じ切れないところがあったのか、レンが納得したように零こぼした。

　超ちよう人じん的てきな力を持つのも、ドワーフ族の特とく徴ちようの一つである。

「よし。それじゃ出発といくか！」

　気合を入れて、シオンは店を出た。

「あの。ところでこれからどこに行くんですか？」

　後ろに続くレンが挙手をする。

「決まってるだろ。魔物を探しに行くんだ」

「それは分かっていますが。……何の魔物を？」

「お、言ってなかったな。聞いて驚け」

　シオンはにやりと笑った。

「――スライムだ」




　シオンが拠きよ点てんとしている街を出て、乗合馬車などを使って辿たどり着ついたのは、閑かん散さんとした場所だった。辺りは短い草とやせ細った木が幾つか生えているだけで、全体的に寂せき寞ばくとした空気が漂っている。唯一、目立つものと言えば、目の前にある建築物だった。

　石材を組み合わせて造られた門のようなものであり、重い扉は開け放たれ、淀よどんだ闇やみを覗のぞかせている。

「シオンさん、これって……」

　確かめるように訊きいてきたレンにシオンは答えた。

「ああ。見ての通り。――ダンジョンだ」

　遥はるか昔、今は滅ほろび去さった種族が、現代以上に優すぐれた技術によって造り出したと言われる迷めい宮きゆうである。内部は複雑な構造をしていることはもちろん、侵しん入にゆう者しやを貶おとしめる罠わなやどういう訳か魔物まで溢あふれている為、足を踏み入いれたが最後、命を失う恐おそれすらあった。

　が、元々財産を保護する為に設立されたという説があり、実際として各所には高価な宝石や古代技術によって生み出された不可思議な道具などが眠ねむっている。その為、冒険者の中には最悪の結果を覚悟して尚なお、挑む者も多かった。

「しかもここはただのダンジョンじゃない。数あるダンジョンの中でも特に危険で、凶きよう悪あくで、怪かい奇きで、絶望的なところ。正にダンジョンを超えるダンジョン。新人冒険者がうっかり入ったが最後、五秒でご臨終という話まである究極のダンジョンだ」

「不ふ穏おんな単語を山のように並べて頂いてありがとうございます」

「なに、礼には及およばん」

「嫌いやみも通じないんですか、あなたは……」

　溜ため息いきをついて、レンはダンジョンの入り口を見上げた。

「念のために確認をしておきますが、今回情報を集める魔物はスライムなんですよね？」

「ああ、スライムだ」

「絶対に間違いなく確実にスライムなんですよね？」

「絶対に間違いなく確実にスライムだ」

「なるほど分かりました。わたしは帰ります」

「まあ待て」

　踵きびすを返そうとしたレンの襟首をシオンはむんずと掴んだ。

「放して下さい！　おふざけに付き合ってる暇ひまはありません！」

「なにを言う。オレほどあらゆる物事において真しん剣けんな人間も居ないぞ」

「そこまであからさまに嘘をつかれると、突っ込む気も起きんな」

　クルマが呆あきれ果はてた顔を見せる。

「そうだな。訂てい正せいしよう。少なくとも魔ま物ものに関してオレは適当なことは言わん」

「でしたら、どうしてこのダンジョンでスライムなんですか！」

　シオンの拘こう束そくから強ごう引いんに逃のがれたレンが、荒あらく息をつきながら、

「スライムなんて、冒ぼう険けん者しや免めん許きよをとったばかりの新人冒険者が、戦いに慣れる為に挑む魔物ですよ？　低ランクも低ランク、下手をしたら素人しろうとだって倒せてしまいます！　こんな難易度の高いダンジョンに居るわけないでしょう！」

「さすが見識士。詳くわしいじゃないか」

「馬ば鹿かにしないで下さい、常識です！」

「そいつは悪い。ただ、実際にこのダンジョンを探たん索さくした冒険者の中で幾つか目もく撃げき情報があってな。スライムらしきものを見かけたと」

「そんなの、ただの見み間ま違ちがいか何かじゃないんですか？　だってスライムですよ？」

「ところがそうとも断じることが出来ないんだな。確かにスライムは御ぎよしやすい相手だ。軟なん体たい性をもっている為、刃は物ものが通じにくく、下手に切っても分ぶん裂れつしてしまうが、それさえ気を付ければ容易たやすく討伐することは出来る」

「火が弱点じゃから、そこを突つくのが正せい攻こう法ほうじゃな」

「そうですよ。それがどうしたんですか」

　レンはシオンとクルマの話に同意しつつ、挑むような目を向けてくる。

「だがそいつはあくまでも単純に【スライム】と呼ばれているだけの魔物だ。世界に存在する魔物の中で最も多い種とされている。攻こう撃げき方法としては単純な突とつ進しんと、肉体に付着してから強酸性の体液を放出し、獲え物ものを溶とかすもしくは火傷やけどを負わせるといったもので」

「スライムのことはいいから、そこから先を話して下さい」

　気持ち良く解説していたのに遮さえぎられて、シオンは少々むっとした。が、ひとまず流すことにする。

「分かった。ただスライムっていうのは魔物の中でも特に別種の多い奴でな。というのも環かん境きよう適応能力に極きわめて優れているから、あらゆる状況下において自身の体質を短い時間で変化させることが出来るんだ」

「それも知ってますよ。水辺で活動するアクア・スライム、火山の中で生きるフレイ・スライム、氷河の中で生きるフリーズド・スライムなんかが居ますね」

「そうだ。アクア・スライムは周囲の景色と同化し、知らずに近付いてきた獲物を強きよう襲しゆうする。フレイ・スライムはマグマを取り込み、体内に溜め込んだ高温度のそれを吐はき出だす。フリーズド・スライムは極度に温度が下がった体によって相手に重度の凍とう傷しようを負わせる」

「一口にスライムと言っても様々な特徴を持ち、単純な尺度では測れんというわけじゃな」

「つまり、こういうことですか。環境適応能力に優れたスライムだからこそ、こんなダンジョンにも生息している可能性があると？」

　察しが良いレンにシオンは「その通り」と称しよう賛さんの意味を込めて指を鳴らした。が、彼女は別段嬉うれしそうな気配を見せない。むしろ一層不機嫌になったようだった。

「……まあ、仮にそうだとしても。所しよ詮せん、スライムはスライムです。どれも他の魔物に比べて危険性は低いですし、素材だって価値は無いに等しい。情報を収集する意味なんてないと思いますが」

「どうかな。それにこのダンジョン、入った冒険者が行方ゆくえ不明になるって話もある」

「……亡なくなっただけでは？」

「いつまでも戻ってこない仲間を捜さがしにいった者が居たそうじゃが、荷物だけを残し死体がなかったそうなんじゃ」

「でしたら、他の魔物にやられたんでしょう」

「その可能性もあるが、違う可能性もある。加えて冒険者がおかしくなって仲間に襲い掛かったなんて話もあるようだ。もし、そいつが二つとも――スライムの仕し業わざだとしたら？」

　瞬しゆん間かん。我知れず、シオンは自身の口から笑いが漏もれるのを感じた。レンがクルマの方へ送っていた眼まな差ざしを不ふ審しんなものに変えて、こちらに向けてくる。

「危険度大のダンジョンに生息し、何らかの理由で従来からは考えられないような攻撃方法をもつに至ったスライム。いいじゃないか。面白い。実に興味深い」

「……あの、シオンさん？」

「ここでいつまでもぐだぐだ話していても仕方ない。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずだ。――いくぞお前達たち！　スライム捜そう索さく、開始だ！」

「ちょっと、シオンさん!?　わたしの話聞いてます!?」

「ふふ――ふはははははははははは！　待っていろスライム――ッ！」

　シオンは颯さつ爽そうと駆け出し、ダンジョンの闇の中へと飛び込んだ。

「シオンさんって！　なんかいきなり人格変わってませんかー!?」

「諦あきらめるのじゃ、レン。ああなったシオンは止められん」

　背後で二人の声が聞こえてくるが、今のシオンにはどこか遠くの出来事であるように感じていた。




　暗いダンジョン内を、カンテラで照らしながら、シオン達は進んでいく。

　道は入り組んでいたが、シオンは特に迷うことなく行くべき方向を決めていた。

「あの、シオンさんはこのダンジョンに入ったことがあるんですか？」

　どことなく不安そうに辺りを見回しているレンから訊かれて、シオンは首を傾げる。

「いや、初めてだが。どうしてだ？」

「自信たっぷりな様子で探索しているので。あ、ひょっとして地図とか持ってるんですか」

「そんなもの持ってるわけないだろ」

　断言するとレンは足を止めた。

「ちょっと待って下さい。じゃあ、わたし達はどこに向かっているんですか？」

「そんなもの――知らんッ！」

　躊躇ためらいなく、堂々と、シオンは答える。

「お世話になりました。わたしは一足先に帰き還かんします」

　こちらに背中を向けたレンに、

「帰り道、分かるのかの？」

　クルマが指し摘てきするとレンは「うっ……」と足を止める。既すでにダンジョンに入ってからかなりの時間が経過していた。当然だが入り口からは相当遠ざかっている。

「……ちょっと！　どうするんですか！　戻れなくなりましたよ!?」

「安心せえ。ワシが道を覚えておる」

「本当ですね!?　信用しますよ!?　信用しますからね!?」

　青ざめ切った顔でクルマの服の裾すそを掴んで、激しく揺ゆするレン。

「分かり易やすいほど必死になるでない。ドワーフ族の記き憶おく力りよくは人間よりも優れておるのじゃ」

「そういうことだ。大体、今回はどこにいるか分からないスライムを探しに来たんだぞ。目的地なんてあるわけないだろ」

　シオンの言葉にレンはぐっと押おし黙だまった。その通りだと彼かの女じよも感じたのだろう。

「だとしても危険なダンジョンを考えもなく動き回るなんて、自殺行こう為いですよ」

「そうでもないぞ。実際、今まで特に問題もなく来られたじゃろ？　本来であれば罠の一つや二つ、かかってもおかしくない」

「……そういえば、そうですね」

　クルマが言うと、レンは初めて気づいたというように呟つぶやいた。

「シオンが罠のある場所を回かい避ひして進んでおるからじゃ。実際、何度かレン、お主も注意されたじゃろう」

「そうですね。壁かべに近寄るなとか、道の真ん中を通るなとか」

「ここは初めてじゃが、シオンは魔ま物ものの情報を集めるため、様々なダンジョンに潜っておる。そこで積んだ経験を活かしておるのじゃ。すごい男じゃろう」

　まるで我わがことであるかのように自じ慢まんするクルマ。レンが今までとは違った感情でこちらを見つめてきた。

「……すみません。そうとは知らずに。でも、罠の位置とか、どうやって見分けてるんですか？　なにかコツみたいなものはあるんですか？」

「そんなもの無い」

「では、シオンさんに特別な能力があって、見ただけで判別できるとか」

「そんな便利なもの、ますますあるわけないだろう」

「……だったら、罠があるという根こん拠きよはなんですか？」

　腕を組んで考え込んだ後、シオンは端たん的てきに言った。

「そうだな。強しいて言えば――勘かんだ」

「さっき謝罪したわたしの気持ちを返して下さい！」

「なんで？」

「勘って言いましたよね!?　今、聞きき間ま違ちがいでなければ勘って言いましたよね!?　今までそんな不安定な橋の上に乗って移動していたんですか、わたし達は!?」

「まあまあ。経験者の直感というのも、これはこれで馬鹿に出来る物ではないのじゃ」

「ああ。クルマはいつもいいことを言う」

「いやいや、シオンには敵かなわぬよ、ふふふふ」

「謙けん遜そんするなよ。はははは」

「なにをイチャついているんですか――ッ！」

　シオンとクルマの和なごやかな会話を、レンの一いつ喝かつが断たち切きった。

「別にイチャついてない」

「そ、そうじゃぞ!?　そんな、イチャついてるとか、そんな、なあ!?　シオン!?」

「ああ。全くない」

　同意を求められたから頷うなずいたのに、なぜか顔を赤くしていたクルマは不満げに唇を尖とがらせた。

「そこまではっきり断言せんでもええのに……」

　頬を膨らませている彼女をシオンが不思議に思って眺ながめていると、レンは額に手を当てて、

「ああ、もう、さっき少し見直したのは何だったんですか。シオンさん、そんな適当なやり方で今までよく生きてましたね。勲くん章しよう保持者なのが信じられないです」

「ん？　これのことか」

　シオンは懐から取り出したものを指で弾はじいた。カンテラのおぼろげな灯あかりに照らされて、銀が煌きらめきを放つ。一枚の硬貨だ。裏にはギルドを示す紋もん章しようが、表には巨きよ大だいな体と翼つばさをもつ、蜥蜴とかげに似た生き物が描かれている。

「ぞんざいに扱わないで下さい！　勲くん二に等とう竜りゆう級硬貨ですよ、それ！」

　慌あわてて硬貨を受け止めたレンに対して、シオンは頭を掻いた。

「この硬貨はギルドから特に実績を認められた冒ぼう険けん者しやのみに、称しよう号ごうと一緒に渡されるものです！　しかも勲二等と言えば最高位である勲一等の一つ下！　極めて優れた結果を出したわずかな人しか持てないんですよ!?　そこのところ、分かっていますか!?」

「知ってるよ。でも、オレは好きなことを好きなようにやってただけだしな」

「……それはそうかもしれませんが。低ランク魔物の情報取得だけで勲二等を授じゆ与よされた冒険者なんて、シオンさんしかいませんしね。でも、あなたほどの実力で高ランクを専門にすれば、それこそ勲一等だって夢じゃありませんよ？」

「まっったくもって、どうでもいい」

　即そく答とうで切って捨てると、レンはこの上なく不満そうな顔をした。

「……む。ちょっと待て」

　そこで話を止めると、シオンはその場にしゃがみこむ。道に手を当てて、目を閉じた。

「どうしたんですか？　また罠ですか？」

　立ち上がると、シオンは「これを見ろ」とレンに掌てのひらを翳かざす。

「ん？　いやなにもありませんが」

「え？　分からないのか？　本当に？　本気で分からない？　クルマは分かるよな？」

「うむ、シオン程ほどではないが、なんとなくの」

「ええ!?　ちょっと待って下さい！　今考えますから、そうですね、えーとっ!?」

　矜きよう持じがある為ためか、レンは必死にシオンの手を観察し始めた。その結果、

「……シオンさん」

「おう、なんだ？」

「生命線長いですね」

　やはり見当がつかなかったようで、どうでもいいことを報告してきた。

「分からないなら、分からないと素直に言え」

「くっ……いえ、そうですね。分かりません。なんなんですか？」

「スライムの体液だ。薄うつすらとだがくっついてる」

　シオンは自身の掌に指を当てて滑すべらせた。よく観察すると、粘ねん着ちやく質しつのある物体が付着しているのが分かる。火傷すらしないほどにわずかな量だ。

「ど、どうしてこんなところに!?」

「スライムは手足が無いから、移動する時に地面を擦こするんだ。その痕あとがほんの少し残ることがある。どうやらこのダンジョンにスライムが居るというのは本当らしいな」

「……そんなもの、よく見えましたね」

　感かん嘆たん半分、戦せん慄りつ半分といった表情をするレン。明るい外でも難しいのに、視界が遮られるこの場所で良く、ということなのだろう。

「慣れたら光の反射とかで何となくな」

「それでも並の冒険者には不可能な芸当じゃがな。現にワシは遠目では気づけなかった」

　クルマが苦笑気味に言った。

「ま、それはともかく。痕こん跡せきは続いているようだ。こっちについてこい」

　シオンは道を進むと右に折れた。しばらく行ってから、再度しゃがみこむ。

「……よし。良いものを見つけた」

　白く細い、枝のようなものを、シオンは拾い上げた。

「なんですか？」

　後ろから覗き込んでくるレンに、シオンはそれを手て渡わたした。彼女はカンテラの光に照らしながら確認していたものの、分からなかったのか眉み間けんに皺しわを寄せる。が、

「多分、スライムが食った人間の骨」

「いやああああああああああああああ！」

　シオンの説明に、悲鳴と共に骨を投げつけてきた。

「おいおい、何するんだ、大事な情報の断だん片ぺんを」

「説明してから渡して下さいよ!?　心の準備というものがいるんですから！」

「へえへえ。それより、レン、お前の出番だぞ」

　適当に返事をしながら腰こしを上げて、シオンは告げる。

「――見識して、図ず鑑かんに登録しろ」

　未だ言いたいことはあったようだが、やっと自身の能力を示す時が来たからだろう。レンは全すべてを呑のみこんだように、ただ頷いた。

「……分かりました」

　咳せき払ばらいして、足を少し開く。両手を広げると――静かに言葉を紡つむいだ。

「図鑑開錠ブツクオープン」

　レンの目の前に突とつ如じよとして光の粒りゆう子しが出現し、集結して一つの形を成した。

　やがて現れたのは、長方形の短い柱のような物質である。

　が、レンが両手で持って左右に開くと、真ん中から綺き麗れいに分かれた。

　同時に虫が羽ばたくのにも似た音が短く響ひびき、間もなく柱と柱の間に半はん透とう明めいの四角い結けつ晶しよう板ばんのようなものが浮うかび上あがる。

　丁度、薄うすい硝子ガラスに持ち手がついたような道具だった。

「シオンさん、骨を図鑑の前に出して下さい」

　シオンが言われた通りにすると、レンは結晶の持ち手部分を持ちながら、口を開く。

「見識開始キヤプチヤー・ロード」

　透とう明めいな結晶部分の表面に、四角形の図が浮かび上がる。それは自動的に透すけて見える向こう側の骨に焦しよう点てんを合わせると、その型へと沿うように形を変化させた。

「行きます。――見識実行キヤプチヤー・オン　ッ！」

　いわく表現し難い音が鳴った。同時に洞どう窟くつ内ないを眩まばゆい光が照らす。だがそれは一いつ瞬しゆんのことで、すぐに元の状態へと戻もどった。

「……どうだ？」

　シオンが確かく認にんをとると、しばらく結晶板を眺めていたレンが、その中央に指を添そえた。

　低い音が鳴り、途と端たんに結晶板の表面に何かが出現する。四角く縁ふち取どられた空白部分の横に、四つの項こう目もくが書かれていた。それぞれ【名前】【能力】【攻こう略りやく法ほう】【習性】だ。

　と思うと――突然、道具から奇き妙みようで派手な音が生じた。

　直後、【習性】の項目に文章が浮かび上がる。

『人肉を餌えさとし、体内に取り込むことでこれを消化、吸収する。消化率は極めて速い為、餌を巣に持ち運ぶ等という行為はせず、その場で食事を済ませる』

　思わず、シオンは感嘆の声を漏らした。

「登録成功か！　やっぱり新発見の魔物だった！」

「ええ。恐らく骨に体液が付着していたのでしょう。情報として認められたようです」

　これこそが、見識士がもつ『見識』という力の実体化である。

　見識能力によって集められた情報は、冒険者にとって命を繋つなぐ術であり、同時に効率的に魔物を討とう伐ばつ、素材を収集する為の貴重な手段としても使われており。

　見識士達の生み出す道具は、そういった用よう途とから一いつ般ぱんにこう呼ばれていた。

　――【魔ま物もの図ず鑑かん】と。

「やったの、シオン！　やはりお主の考えは間違ってはいなかったぞ！」

　クルマが上げた手を、シオンは昂こう揚ようする気持ちのままに叩たたいた。

「ただ、名前と姿が未登録なので、このスライムのランクは不明のままですね」

「それは探さぐって行けばいずれ明らかになる。よし、この調子で先に行くぞ！」

　気合を入れ直し、ダンジョンの更さらなる奥おくへと向かうとしたシオン。が、ふとレンが息をついているのに気付いた。今まで引ひき締しめていた顔も、わずかではあるが緩ゆるんでいる。

「どうかしたのか、レン」

「え!?……あ、いえ、なんでもありません」

　変化に気付かれたのを恥はじるように、レンは咳払いする。

「なんでもないということはないじゃろう。胸を撫なで下おろしていたというか、背負っていた重荷をようやく少しだけ降ろせたというか、とにかくそんな感じじゃったぞ」

　クルマにまで指摘されると、レンが複雑な表情を作った。

「いえ、別に……ただ、見識を実行したのは初めてだったもので。練習では何度もやっていましたが、実際に仕事でやるとなるとまた別物でして……その」

　シオンはクルマと顔を見合わせた。互たがいにわずかな笑えみを零し合う。

「なるほど。あれだけ自信満々だったけど、実は結構緊きん張ちようしてたってことか」

「どれほど優秀かは知らんが、新人は新人じゃからな。不安になるのも仕方はあるまい」

「ち、違ちがいます！　別にそういうのではありませんから！　ただ、その、ちょっとだけ！　ちょっとだけ。なんていうか、こう、失敗する可能性も考こう慮りよしていたというか、そういった未来を想像した時に気分が沈しずんでいたというか、それだけでして！」

　顔を真っ赤にして、必死に否定するレン。先ほどまでの泰たい然ぜんとした態度が嘘うそのようだ。

「今、オレ達が言ったのと全く変わらなくないか」

「うむ。要は緊張と不安が同居していたということじゃろう」

「あうぅ……」

　反論の余地がないことを悟さとったらしく、レンは顔を両手で覆おおってしゃがみこんだ。

「気にするな。最初は皆みんな、そんなものだ」

「そうじゃ、そうじゃ。その調子で頼たのむぞ。なにせワシらの仕事はお主の能力がなければ成り立たんのじゃからな」

「……分かってます。分かってますから」

　ようやく平静を取とり戻したのか、レンは立ち上がると、自分の頬ほおを叩いた。

「よし。頑がん張ばりますよ。あ、いえ、わざわざ頑張らなくてもこれくらいは当然ですが!?」

　急いで言い直したが、時は既に遅い。シオンとクルマはにやにやしてレンを見つめた。

「な、なんですか！　言いたいことがあるなら言って下さい！」

「いやー？　別に？」「なんでもないのう、シオン」

　互いに肩かたを竦すくめて、シオンとクルマは歩き始める。

「だったらその嫌いやな笑え顔がおをやめて下さいよ！　やめて下さいってー！」

　レンの懇こん願がんだけが、ダンジョン内に響き渡っていた。




　レンが初めての見識を実行してから少し。彼女はなぜか、無言を保っていた。

　つい先ほどまで滲にじませていた高こう揚よう感めいたものも、今は既に収まってしまっている。

　代わりにその顔にあったのは、どこか不満にも似た感情だった。

「どうした、レン。さっきからかったのをまだ引きずってるのか？」

「やり過ぎたのは謝あやまるから、機き嫌げんを直してくれんかのう」

　シオンとクルマが言うと、レンはぷいと横を向く。

「別に、気にしていません。ただ、冷静になったらちょっと落らく胆たんしてしまっただけです」

「どういうことだ？」

「だって、生まれて初めて仕事で行った見識で、最初に図鑑登録できたのが、よりにもよってスライムですよ？　どうせなら、高ランクの魔物が良かったですね」

「ふうん。たとえばどんな？」

「え。……そう……ですね。たとえば……」

　突然にシオンから振ふられて、やや戸と惑まどっていた様子のレンは、やがて口を開いた。

「こう、有名で、かつ凶悪で、討伐するのに苦労するようなものです。そういった魔物を図鑑に登録してこそ、見識士の華はなというものですから！」

「へー。ああいうのとか？」

　シオンは道を曲がったところで、遠くを指差す。そこには、一匹ぴきの魔物が徘はい徊かいしていた。

　一見すると単なる人間の男だ。しかしその体は、決して低くも狭せまくもないダンジョンの天てん井じようと壁に届かんばかりの大きさを有していた。

　更にただ飛び抜ぬけた巨きよ躯くというだけでなく、肌はだは薄うす緑みどり色をしている。おまけに毛一本も生えていない頭についているのは、一本の角と、たった一つの眼球だ。

　鍛きたえ上げられた鋼のような肉体は下半身だけを襤ぼ褸ろ布ぬののようなもので隠かくしており、巨大な手には頑がん強きようそうな棍こん棒ぼうを握にぎり締めていた。先せん端たんは赤黒く染まっており、肉にく片へんのようなものがこびりついている。

　いや、ようなものではなく、肉片なのだろう。それも恐らくは、人のものだ。

「あれは……！　サイクロプス!?」

　思わず大声を上げてしまった迂う闊かつさを恥じるように、レンは己おのれの口を手で塞ふさいだ。

「ダンジョンや洞どう窟くつなどに生息する凶悪な魔物ですよ。確か脅きよう威い度どランクはＡ……！」

　相手に気付かれないように小声で話しながら、レンが緊張に喉のどを鳴らした。

　一方、シオンは平然としながら「そうだな」と淡たん々たんと返すだけだ。

「どうしてそんなにどうでもよさそうなんですか……!?」

「どうでもいいからな」

「何故なぜですか。あいつはその凶きよう暴ぼう性せいから情報を集めにくい為、図鑑にだって空きがあったはずです。――図鑑開錠」

　呼び出した魔物図鑑に指を触ふれ、レンはサイクロプスのページを浮かび上がらせた。

　彼女の言う通り、判明しているのは【名前】【能力】のみで、【攻略法】と【習性】には何も文章が書きこまれていなかった。

「ここで攻略方法を掴つかめば、大きな功績になります。やりましょう、シオンさん！」

「うむ。嫌だ」

　意気込むレンに素す直なおな気持ちでシオンが答えると、彼女はその場で転びかける。

「ど、どうしてですか……!?」

「ランクがＡだからじゃよ」

　クルマがわずかに笑いを漏らしながら、こちらを見上げて来た。どことなく、わがままを言う子どもを見守る母親のような表情だ。

「理解出来ません。わざわざ追い求めないというのならまだしも、目の前にいるんですよ……!?　冒険者として、好こう奇き心しんが疼うずかないんですか……！」

「欠片かけらも疼かん」

　レンが極めて絶望的な顔になった。人間、これだけ気落ちできるんだなぁとシオンが変に感心してしまうほど、実に絶望的である。

　さすがに少し同情する気持ちになって、こちらの心中を伝えることにした。

「脅威度ランクＡの魔物情報なんて、昔に腐くさるほど集めたからな。今いま更さらなんだよ」

「……じゃあ、シオンさんは、今後どの冒険者も見向きすらしない魔物のことばかり、追いかけるおつもりですか？」

「まあ、そういうことだな」

「分かりました。……もういいです」

　納なつ得とくしてくれたのかと思ったが、どうやら違うようだ。レンはつかつかとサイクロプスに向かって歩き始めた。

「おい、どこに行く。そっちは危険だぞ」

「わたし一人で図鑑を登録します。シオンさんには頼たよりません」

「馬鹿を云いうものではない。魔物情報を収集する際の鉄則を忘れたか」

　クルマの呼びかけにも、レンは耳を貸さない。

　見識士は魔物図鑑の登録をする際に見識を行う必要があるが、その最中は完全に無防備な状態になる。力を使うことに集中しなければ、すぐに図鑑が消えてしまうからだ。

　だからこそ、冒険者の同行が必要になるのだ。見識士が図鑑登録だけに神経を研とぎ澄すますことが出来るよう、魔物からの攻撃を防いだり、足止めしたり、時に情報をわざと引き出す為に囮おとりになったりするわけである。

　だから、見識士が単独で魔物と戦うというのは、自殺行為も甚はなはだしいことであった。

「大だい丈じよう夫ぶです。わたし、優ゆう秀しゆうなので。いくら強いからって、高ランク魔物を前にしても何もしないシオンさんの力なんて借りなくても、やってみせます」

　冷めた眼差しを一瞬、こちらに送った後で、レンは歩みを再開した。

「おい、シオン。あのままでは彼女、本当に一人でサイクロプスに挑いどみかかるぞ」

　焦あせった様子でこちらの服を引っ張るクルマに、シオンは軽く息をつく。

「やらせてやれよ。本人が希望してるんだから」

「し、しかしじゃな！」

「とりあえず気が済むようにさせればいいさ。ただ――」

　シオンはやれやれという気持ちを抱いだきながら、クルマに告げた。

「一応、準備だけしておけ」

　その言葉に、クルマは少しだけ目を見開き、次いでほっとしたように口元を緩ませた。

　そうこうする内に、レンはサイクロプスへと慎しん重ちように近付いていく。

　相手は彼女の接近に気付いていないのか、どこかぼうっとしながら虚こ空くうを眺めていた。

「【攻略法】の項目が空いてるのは、何も難しい話じゃありません。それを見定める前にやられるか、見定めても見識する隙すきがないから逃とう亡ぼうするしかなかったからです」

　呟きながら、レンはサイクロプスに気配を悟られない、一定の距きよ離りを保ったままで両手を翳した。

「破は壊かいの神ディルグよ。汝なんじが力借り受ける。吹ふき荒すさべ翡ひ翠すい、耳をつんざけ嘶いななき――」

　レンのその口から言葉が紡がれると共に、虚空に疾しつ風ぷうが生じ始める。それは周囲の小石等を孕はらみながら、急速に渦うずを巻き始めた。

　シオンは思わず、ほぅ、と感嘆の声を漏らす。

「あいつ、【魔ま法ほう】を使えるのか。確かに優秀だな……」

　魔法とは見識のように、神が人間に与あたえたとする特とく殊しゆな能力の一つだ。

　この世界は二つの神、即すなわち創造の神アルタナと破壊の神ディルグによって生み出され、創つくり、壊こわされながら発展してきたとされており、魔法は後者の力を借りて発現すると言われている。

　神への宣告を意味する言葉で始め、呼び出したい現象を唱えると、森しん羅ら万ばん象しようを自在に操あやつることが出来た。見識同様、限られた人間にしか使えず、魔法を扱あつかう者は『魔道士』と呼ばれて冒険者の間でも珍ちん重ちようされている。

　見識と魔法、双そう方ほうの才能を有しているというのは、確かに滅めつ多たにいない逸いつ材ざいだった。

「空を駆かけて今、顕けん現げんせよ――疾風ッ！」

　レンが素す早ばやく床ゆかに手をつくと、衝しよう撃げきがサイクロプス目め掛がけて走った。直ちよく撃げきすると相手の巨きよ体たいが容易く押されて、ぐらりとよろめく。

　しかも、それだけではなかった。レンは自身が宙に浮かび上がり、突とつ風ぷうに吹かれたままサイクロプスの肩上を通過すると、相手の背後に回る。

　レンが着地すると同時に、気配を察したサイクロプスが即そく座ざに反転、棍棒を振り下ろす。ダンジョンの固い床が土くれのように無む惨ざんに陥かん没ぼつしたが、そこに彼女の姿はなかった。

　レンは攻撃をかわし、死角から、新たな魔法を解き放つ。

「走れ黄金。轟とどろけ咆ほう哮こう。地に落ちて今、ここに顕現せよ、雷らい撃げきッ！」

　紫し電でんが瞬またたき、稲いな光びかりが迸ほとばしる。それが狙ねらうのは、ただ一つ。サイクロプスの眼球だ。

「……なるほど」

　そこが弱点だと見み抜ぬいたのだろう。シオンは腕うでを組んで結果を見守った。

　魔法が相手の目に当たる前に、レンは両手を広げる。

「図鑑開錠！　見識開始！」

　瞬く間に展開された魔物図鑑から、魔物の姿を切り取る結晶が出現した。

　魔物の情報を図鑑に登録するには、されるべき情報の『決定的瞬間』を写し取る必要がある。今の場合であれば、『弱点を衝つかれた一瞬』を確実に捉とらえなければならなかった。

　直後――雷かみなりが、サイクロプスの巨大な眼球を貫つらぬいた。絶ぜつ叫きようが迸る。

「――見識実行！」

　図鑑の発した異音がダンジョン内を支配した。相手が苦しむ様子が登録される。

「よし、成功です！」

　達成感に満みち溢あふれた笑みを零こぼすレン。

　が――次いで起こった出来事に彼女の顔は凍こおり付ついた。

　耳みみ障ざわりな音が鳴り、図鑑の結晶が赤く染まったのだ。

「……登録不可!?　どうして!?」

　眼球は、サイクロプスの弱点とは認められない、ということだ。

　実際として相手は幾いくらかの傷を受けてはいるものの、戦せん闘とう不能というところまでは陥おちいっていない。すぐに体勢を立て直した。しかも動どう揺ようしているレン目掛けて、視界が焼やけ焦こげているというのに正確に――棍棒を落とす。

「シオン、さすがにこれは……！」

「仕方ないか。頼んだぞ、クルマ」

　シオンは駆け出した。ある程度の距離を稼かせいだところで、地を蹴けって跳とぶ。

「クルマ。――【五番】だ！」

　その指示に、クルマが「承知した！」と叫さけんだ。振り返かえると、彼女は大きな荷物を下ろして中から目的の物を取り出したところだ。その小さな手には収まり切らないような巨大な――鉄てつ槌ついが握られている。更にはそれを躊躇いなく、こちらに向かって投とう擲てきしてきた。

　シオンは凄すさまじい速度で迫せまる得物を、慣れた調子で掴み取って頭上に掲かかげる。

　そのまま、サイクロプスに向けて最大の膂りよ力りよくで振り下ろした。

　鈍にぶい音と共に頭ず蓋がいに鉄槌の先端がめりこむと、相手の口から奇妙な声が漏れる。

　さしもの高ランクといえど無視できない衝撃だったらしく、サイクロプスは酔よっぱらったような足取りで下がって、壁に背を預けて蹲うずくまった。

「シ、シオンさん……！」

　レンの前に降り立ち、震ふるえるような彼女の声を背に受けたまま、シオンは答える。

「動きは合格点。だが発想が単純過ぎる。あれだけでかい目玉だ。そりゃ誰だれだって弱みだと思うさ。しかしそんなもの、試ためさなかった奴やつが居ると思うか？」

「で、でも、あそこ以外に目立つところなんて……」

「魔物に限らずどんな生物も、弱みなんて見えないところにあるものさ」

　壁に手をつきながらサイクロプスが立ち上がる。焼かれた眼球の白目部分が血走り、歪ゆがんだ口からは絶えず荒あらい息が漏れていた。獲物を仕留める瞬間を邪じや魔まされて、大層ご立腹のようだ。

「どうして目が潰つぶされていたのに、あいつがお前のことをまるで見えているかのように攻こう撃げきしてきたと思う？」

「え？　あ、え、えっと……」

「それにサイクロプスはダンジョンや洞窟なんかの薄うす暗ぐらい場所に棲すんでる。だったら確実に獲え物ものを捕らえるには『目』だけじゃ不十分だ。そう思わないか」

「そ、そういえばそうですね。でも、だったら、どうやって」

「簡単な話だ。もう一つあるってことだよ。――隠された器官がな！」

　サイクロプスが肉にく薄はくしてくる。腰を捻ひねり、棍棒を真横に薙ないできた。

　シオンは手を伸のばすとレンの襟えり首くびを掴み、クルマの方へ投げる。

「ひゃっ――ッ！」

　悲鳴を上げたが一瞬、レンは無事、クルマに受け止められた。

「そこで準備してろ。今からこいつの弱点を見せてやる！」

　シオンは上げた鉄槌を振り下ろす。それは棍棒を正確に直撃し、強制的に軌き道どうを変えさせた。相手の攻撃が床を砕くだくに止とどまった隙に、そのまま得物をクルマに放ほうり投なげる。

「ちょ、ちょっと!?　なにをしているんですか――!?」

　信じられないといった顔で絶叫するレンだったが、クルマは少しも慌てることなくその手で鉄槌を受け止めた。軽々と肩に担かつぎ、空いた方の指先で荷物の中をまさぐる。常識外れの腕わん力りよくを持つドワーフ族だから出来る芸当だ。

「クルマ、九番！」

　鉄槌の代わりにクルマから投げ渡わたされたのは、弓と矢や筒づつだった。シオンは器用に掴み取ると、弦つるを引いて矢をつがえる。その先は液体で濡ぬれていた。

「レン、矢に火を放て！」

「へ!?　なぜですか!?」

「いいから早く！　それほどでかくなくていい！」

　言うが早いか、シオンは床を転がる。サイクロプスからわずかに離はなれると、矢の方向を相手に定めた。

「わ、分かりました！　破壊の神ディルグよ。汝が力借り受ける。盛れ紅。叫べ爆ばく音おん。地に燃えて今、ここに顕現せよ！　炎えん熱ねつ！」

　虚空に生じた炎ほのおの塊かたまりが、矢に向かって放たれる。

　すると矢の先端が煌こう々こうと燃え盛った。油が塗ぬってあったのだ。

　シオンは即座に引いた弓の弦から指先を離した。ダンジョン内を照らしながら弧こを描えがく矢が、サイクロプスへと迫る。が、それは相手の横を通り過ぎて、床に突つき立った。

「ああ、外しましたよ、シオンさん!?」

「外していない、もっと火を寄よ越こせ」

　シオンが次の矢をつがえると、レンは訳が分からないといった顔をしていたが――門答している場合ではないと思ったのか、素直に言われた通りのことを実行した。

　それから次々に、シオンは火矢をダンジョン内のあちこちに放ち続ける。

　そこかしこで燃え盛る炎が生じ、限られた空間だけが昼間のように明るくなった。

「なにをしているんですか、こんな意味がないことばかりして！」

「いや――そうではないぞ。よく見るのじゃ、レン！」

　クルマが指差したのはサイクロプスだ。視線を向けたレンは、その場で瞠どう目もくした。

「え……どうして？」

　先さき程ほどまで正確無比の動きをしていたサイクロプスが、急にうろたえ始めたのだ。怯おびえているというよりは、混乱しているといった方が正しいだろう。

　更には火のところまで行くと、誰も居ない空間に向けて棍棒を振るい始めた。

「レン、今だ、こいつの姿を図鑑に登録しろ！」

　シオンの指示に、呆ぼう然ぜんとしていたレンは我に返ったような顔をして、手を広げた。魔ま物もの図鑑を召しよう喚かんし、見識の準備を行う。

「――見識実行！」

　サイクロプスが、火矢に向けて攻撃している様子が写し取られた瞬しゆん間かん。

　高らかな音が鳴なり響いた。図鑑登録が認められた証しよう拠こだ。

「よし。だったらお前はもう用済みだ。クルマ、三番！」

　シオンは弓を返す代わりに、クルマから新たな武器を受け取った。長い柄つかと大きな斧おのと槍やりをもつ、ハルバードと呼ばれる武器だ。

　走り出すと、こちらに背中を向けた無防備な状態のサイクロプスの頭へと振り払はらった。

　強きよう靭じんな力によって、肉と骨が断ち切られ――首が吹っ飛とぶ。

　床に頭が転がると、そのまま、残された胴どう体たいも床に突っ伏ぷした。シオンは斧から魔物の血を振り払うと、未いまだ現状を把は握あく出来ていない様子のレンの下もとへと戻る。

「怪我けがはないか？」

「は……はい」

　おずおずとレンが頷くのを見て、シオンはハルバードをクルマへと渡した。

「あ、あの。さっきのはどうしたんですか。サイクロプスはなぜ急に変な動きを？」

「あいつは多分、皆が思ってるより目は良くないんだよ」

「そんな。あれだけ大きいのに!?」

「そう。視覚が優すぐれていると思うと、人間どうしたってそっちを塞げば勝てると思うだろ。そこで目的を達成して油断したところを狙ってるんだ。だから目は弱点じゃない」

「であれば、どうやってこちらの動きを？」

「温度だ。あいつには多分、物が持つ熱を感知する器官がある。それで獲物の場所を捉えてるんだよ」
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「そ、そんなことが出来るんですか!?」

「別に魔物だけに限った話ではない。動物……蛇へびなどにも備わっていると言われておる」

　クルマの説明に、レンは目を丸くしたままで「はあ……」と呟いた。

「ではシオンさんが火矢を放っていたのは、人間だと誤ご認にんさせる為だったんですか？」

「いや。人の温度と火は違うからそれはない。ただ、オレ達は常に携けい帯たいしてるだろ。カンテラを」

　レンが「あ」と短く声を出す。彼女の腰には、炎が灯ともった照明器具が下がっていた。

「サイクロプスは自分の住すみ処かに来る冒険者がカンテラを持ってることを知っていた。だから熱源が幾つも増えたことで、突とつ然ぜん新たな人間が何人もやってきたと思ったんだよ。それなのに肝かん心じんの道具を持つ奴が見当たらないから、慌てて手て当あたり次し第だいに攻撃しようとした。嘘だと思うなら図鑑を確かめてみな」

　シオンから言われて、レンが図鑑を呼び出してサイクロプスのページを呼び出す。

【攻略法】の項目に付け加えられた情報には、シオンが述べた通りのことが書かれていた。熱源を感知する能力に長たける為、火などを使って位置を誤認させて戦うべしと。

「ううん……そういうことですか。わざわざ火矢を使ったのは、魔法だと火種がないと短時間で炎が消えてしまうからでしょうか」

「ま、そんなところだな」

「なるほど……でも図鑑にも載のっていないのに、よく思いつきましたね、シオンさん」

「目がでかいから目が弱点なんてのは分かりやす過ぎると思ったのが一点。だったら寧むしろそっちは囮なんじゃないかと考えて、なら目以外の部分が代わりになってるんじゃないかと思考を発展させた。蝙蝠こうもりみたいに音波で出所を探っている可能性もあったが、まあ、間違ってたら次にそっちを試せばいいと決断してな」

「…………」

「ん。どうした」

　唇くちびるを噛かみ締めて見つめてくるレンに、シオンは眉まゆを顰ひそめた。なにかこみ上げる感情を必死で堪こらえているように思えたからだ。

「――格好良いと思ったんじゃろ、レン」

　そこで彼かの女じよの胸中を見抜いたようにクルマがにやつくと、見て分かるほど体を竦ませた。

「ち、ち、違いますけど!?　全然そんなことないしまったく想像もしてなかったしクルマさんがどうしてそう思ったのか本当に理解できないんですけど!?」

　レンは耳まで真っ赤にしながら、必死に食ってかかる。

「無理をせんでもええぞ。シオンの噂うわさ通りな超ちよう有ゆう能のうっぷりを目まの当あたりにして、ドキがムネムネしてしまったんじゃろう」

「違いますと言ったら違います！　後、その表現古いです！」

「え!?　そうなの!?」

　地味に衝撃を受けたようにクルマがよろめいた。

「なにを言ってるか分からんが、無事ならとっとと先に進むぞ」

　シオンは欠伸あくびを噛み殺ころしながら歩き始める。

「は、はい。……あの、シオンさん」

　後ろからついてきたレンが、遠えん慮りよがちに声をかけて来た。

「えと。なんていうか。その……さっきは……ありがとうございました」

「気にしないでいい。お前の気持ちも分からんでもないからな」

　自分が人に理解できない行動理念をもっているという自覚くらいは、シオンにもある。

「それと……なんていうか、ですね」

「まだあるのか。なんだ」

「い……色々。色々ですね。勝手なことしたり、ひどいこと言ったりして……ご」

「ご？」

「ご、ご、ご、ご……ああ、もう！」

　大声を出した後、何事かと足を止めたシオンに向かって、レンは頭を下げてきた。

「先程は生意気なことを言って、本当にごめんなさい！」

　ゆっくりと上うわ目め遣づかいで見上げてきたその顔は、鈍どん感かんなシオンにも分かるほど、申し訳なさで一いつ杯ぱいになっている。その純じゆん粋すいな態度に、ああこいつは突っ走ぱしるところはあるが、悪い人間ではないのだと、シオンは改めて認にん識しきした。

「……別に構わないさ。新人はあれくらい気き概がいのある方が良い」

　だからこそ、シオンは微笑ほほえみを浮かべる。

「さて、せっかくサイクロプスを倒たおしたのじゃから、解体するか」

「解体？　ああ、クルマさんは魔ま物もの食材屋でしたね……って、食べるんですか!?　サイクロプスを!?」

「見た目の割に美味うまいのじゃぞ。豚ぶた肉にくに似ているが脂あぶら分が少なくあっさりしていてな。他に豚で言うところの心臓に当たる部分が」

「いやあの、豚が食べられなくなりそうなのでその辺りでいいです……」

　耳を塞ぐレンに「つまらんのう」と名残なごり惜おしそうにしつつ、クルマは荷物を探って何かを取り出した。革かわ製せいの鞘さやに包まれた長大な得物だ。柄を掴んで引き抜くと、幅はば広ひろで反りのある刃やいばが見える。

「いつみても見事なもんだな。お前の調理包丁は」

「え？　あ、本当だ。包丁ですねそれ。大きい!?」

「魔物をさばくのに普ふ通つうのものは使えんからな。さて――」

　荷物を降ろし、クルマは口の端はしを上げた。サイクロプスの前まで移動すると、包丁を指先で器用に回転させて、改めて手に握り締める。

「解体開始じゃ！」

　虚空を銀閃が駆け抜けた。魔物特有の紫むらさき色いろの血が流れ、サイクロプスの腹が大きく真一文字に切り開かれる。あまりの早はや業わざに、レンは見み惚とれているようだった。

　クルマはその場にしゃがみこむと、懐ふところから手て袋ぶくろを出して嵌はめ、当たり前のようにサイクロプスの腹へと指先を突っ込んだ。内臓を掻かき出だし始める。

　周囲に凄まじい臭しゆう気きが漂ただよい、レンは「うっ」と鼻と口を押おさえた。

　シオンはもう慣れてしまったが、初めての人間には中々にきついものがあるだろう。

「シオン、サイクロプスの体内構造は知っておるか？」

「そういや、ちゃんとは見たことないな」

　歩み寄ると、シオンもクルマと一いつ緒しよにサイクロプスの腹の中を覗のぞきこんだ。

「骨の形状自体は人に酷こく似じしておるのじゃが、臓器が驚おどろくほど小さいのじゃ。それにこっちの頭を見てみよ」

　クルマは傍そばにある、シオンが撥はね飛ばしたサイクロプスの首を掴んだ。数度、風を切るような音がしてすぐ、見事なまでに綺麗に剥むかれてしまう。

「ここ、ここに熱を感知する器官がある」

「蛇とは違って額の辺りか。だから角が生えているのか？」

「恐おそらくはな。重要な部分じゃから、強固な骨で守っておるのじゃろう」

　高ランクとは言え、魔物の体の中身など滅多に見られるものではない。シオンは興味深く観察した。

「しかし、ことごとく普通の動物とは作りが異なってるな……無条件で人に襲おそい掛かかってくることといい、魔物は人の試練としてディルグが生み出した特殊な存在って説もあながち間ま違ちがいじゃないように思える」

　曰いわく、人は障害を努力して乗のり越こえることであらゆることを学び、成長する。魔物はその為ために破壊の神によって創られたというのだ。

　シオンにとってにわかには信じ難がたいことではあったが、とは言え完全な否定も出来ないのは、魔物にこういうところがあるからだった。

「ふむ。臓器は素材に利用できるかもしれないから、もらってもいいか」

「ワシは肉以外に用はないから構わんよ」

　和わ気き藹あい々あいと解体された魔物の前で会話を繰くり広ひろげていると、レンが不気味なものを前にしたかのような態度で言って来た。

「あの、そろそろいいですか？　先に進みません……？」

「お？　おお、時間をとって悪かったの。そうじゃ、詫わびといってはなんじゃが」

　クルマは腰から小さめのナイフを取り出した。サイクロプスの肉をこそげ取って、レンに差し出す。

「食ってみんか。美味いぞ」

「遠慮しておきます！」

「この魔物は生でも食える貴重な種なのじゃ。量を喰くうと腹を壊すがこれくらいなら問題ない。ほら、ほら、ほら」

「いやそういう意味じゃなくて心理的に勘かん弁べん願いたいというかちょっと近づけないで下さいまだほかほかしてるからいやぁ――顔にくっつきました――ッ!!」

　悲鳴を上げつつも、クルマが笑顔のままで決して引き下がらない為、レンは渋しぶ々しぶ肉の欠片を指先で摘つまみ上あげた。目を瞑つぶり、えいやとばかりに、口の中へ入れる。

　しばらくしかめっ面つらで咀そ嚼しやくしていたが、やがて、「あれ？」と目を丸くした。

「美味おいしい。……本当だ。豚を生で食べたらこんな味だろうなって感じがします」

「じゃろう。ワシとしては軽くでもいいから炙あぶるのがお勧すすめじゃ」

「話には聞いていましたが、魔物を食材として口に入れるのは初めてで……でも、悪くないですね」

「ふふふ。これを機に魔物料理へはまると良いのう」

　満足そうに言った後で、クルマはサイクロプスの肉を革かわ袋ぶくろに詰つめ込んだ。

「さて……んじゃ、出発するか」

　その後、シオンの呼よび掛かけで、一行は再びスライム探たん索さくへと戻ったのだった。




　サイクロプス退治から、しばらく経たった頃ころ――。

「あの……。ところで質問なんですが」

　先ほど自分が仕出かしたことの気まずさからか、沈ちん黙もくを貫いていたレンが、久ひさし振ぶりに口を開いた。

「さっきの戦いでシオンさん、クルマさんに番号を指示してましたよね」

「ああ。あれか。オレは魔物の特性に合わせて武器を変えるからな。ただ全部持つのはさすがに無理なんで、クルマに預けて、必要に応じてもらってるんだ」

「え、でも、重くないですか？」

「これでもドワーフ族じゃからな。体力には自信があるわい」

　自身の体の倍以上もある荷物を揺ゆすりながら、クルマが気軽に笑う。

「はあ……ただ、気になるんですが、クルマさんはどうしてそこまでしてシオンさんと一緒に行動してるんです？　魔物の食材を扱っているということでしたが、力があるなら、一人でも戦えそうな気もしますが」

「ワシは食材屋であり、料理人じゃ。戦闘はあまり得意ではない」

「ドワーフ族ってのは元々、平和的で戦いを好まない傾けい向こうにあってな。中には自らに掟おきてを課してそういった行いを禁じている奴すら居る」

「ああ、少し聞いたことがありますね。確かドワーフ族特有の性質に因よるものでしたか」

　頷うなずいたレンに、クルマが説明を始めた。

「そう。ワシらドワーフ族は生来、何かを【生み出す】ことを好む傾向にある。武器や防具はもちろん、工芸品や絵画などの芸術にのめりこむ者もいてな。ワシの場合は『料理』、それも魔物食材を使ったものとなるわけじゃが……そういったことから、創造の神を強く信しん仰こうする者もおる」

　創造の神アルタナは人々に『進化』をもたらすとされている。あらゆる文化の発展や世界を変容させるような革命を起こせるよう、手を差さし伸べるのだ。

　そのため、ドワーフ族だけでなく鍛冶かじ師や調理人などの職人達は、アルタナを主神とする者が多かった。

「故ゆえにこそ、『何かを傷つけ、破壊する』という行こう為いを禁じておる者がおるのじゃよ。アルタナの主義に背そむくということじゃな。……まあ、アルタナの力も破壊の神ディルグによる『破壊』があってこそだというのが、世の二神信仰の考え方ではあるのじゃが」

　見識の魔ま物もの図ず鑑かんを呼び出す能力もアルタナより与えられた能力で、かつては初めからあらゆる魔物の情報が掲けい載さいされていたらしい。

　ただ、ディルグがページの全すべてを消してしまったと言われていた。

『過ぎた導きは自己確立性を失わせる』というのがその理り屈くつで、要は甘あまやかすと人は努力を忘れて怠なまけるということである。

「なるほど。そういうことですか」

「とは言え、ワシはそこまでアルタナ信仰が強いわけではない。単に戦いが苦手だから、シオンと組んでいるというだけのことじゃ。こやつとの付き合いも、長くなったの」

　二人の話を熱心に聞き入っていたレンに、クルマはしみじみと言った。

「でも、まだちょっと不思議なんですが。どうしてその相手がシオンさんなんですか？」

「……どういうことじゃ？」

　目を瞬かせるクルマに、レンが「いやだって」と不思議そうに続ける。

「わたしも良く知っているわけではありませんが、魔物の食材だって高ランクの方がそれだけ需じゆ要ようが多くなるのではないですか？　低ランクだと手に入れてもあまり儲もうけにならないような」

「そこが素人しろうとのあさはかさじゃな。世の中には低ランクの魔物を好んで欲ほしがるもの好きな連中もいる。が、世の魔物食材屋は高ランクばかり求めるから中々世に出回らない。そこでワシが供給を請うけ負おうと、市場をほぼ独どく占せん出来るというわけじゃ。シオンは正にその手伝いをしてもらうのにうってつけなのじゃよ」

「ああ、なるほど！　頭良いですね、クルマさん！」

　まるで幼い子供を褒ほめるような口調だが、クルマは気付いていないのか、得意げに鼻の下を擦こするだけだった。

「でも、だったら低ランクの魔物が欲しい時だけオレと組めばいいんじゃないかって思うんだけどな。なぜかクルマはずっとオレと一緒にいる」

「あれ。本当だ。どうしてですか？」

「…………」

「クルマさん？」

「……企き業ぎよう秘密じゃ」

　レンの問いかけに、クルマはなぜか頬ほおを赤らめ、顔を背けた。

「とにかく！　ワシはシオンと相棒関係になって長い。その分、絆きずなも強いのじゃ。理解したかの？　レン」

「え？　あ、はい。しましたが」

「ということはじゃ。なんていうかこう、信しん頼らい？　みたいなものが？　お主とは違ちがっていての？　そこのところを踏ふまえて今後もこやつと付き合った方が？　いいのじゃよ？　なあ、シオン？」

「なんでオレに訊きくんだ。どっちでもいい」

「どっちでもよくない！　重要な問題じゃ！」

　いきなり怒おこられたので、シオンは大いに当とう惑わくする。

「突然必死になってどうした」

「はっ!?　あ、いや、なんでもない」

　うぉっほん、といかにもわざとらしい咳せき払ばらいをして、クルマは俯うつむいた。

「いかんいかん。しかし新しい見識士が女だとは知らんかったからな。さっき、こやつの格好良いところを見せてしまったから、ここらで牽けん制せいしておかんと……」

「なにをぶつぶつ言ってるんですか、クルマさん」

　レンに顔を覗き込まれて、クルマが「ふわおっ!?」と体を竦すくませる。

「ななななな、なんでもないわい！　おお、お主には負けんからな!?」

「は？　なにがですか？」

「気にせんでよい！　ほら、行くぞシオン！」

　クルマに腰こしの辺りを叩たたかれたシオンは、妙みような奴だなと思いつつも歩き始めた。

　半刻ばかり、罠わなを避よけながら道を進んでいく。途と中ちゆうで何度か高ランク魔物と遭そう遇ぐうしたが、反省してレンが単独行動をとることはなかった。

「いませんね、スライム……」

　やがてレンが少し疲つかれた口調で零す。随ずい分ぶんと長い間、探しているが、食事をした痕こん跡せきが見つかるばかりだった。

「欠片でもいいから手に入れられれば、何とかなるかもしれないんですが」

「どういうことだ？　何か考えでもあるのか？」

「ええ、わたしの『見識』には人と違った能力が一つあるので」

「ほう。どんなものだ。教えてくれ」

　興味を惹ひかれたシオンが言って、レンは答えようとしたが、

「……あれ、誰か来ましたよ？」

　不意に彼女が会話を止めて視線を道の奥おくへと向けたので、シオンはそちらを見て、目を細めた。暗がりから、ふらふらとした足取りで近付いてくるものが居る。

　魔物かと思ったが――カンテラの明かりが照らす範はん囲いに相手が足を踏み入いれたところで、違うと気付いた。男だ。その体には鉄製の胸当てを装備し、腰からは剣けんを下げている。

「なんだ、同業者ですよ、シオンさん」

　警けい戒かいしていた様子のレンが、ほっとしたように息をついた。

　確かに、明らかな冒ぼう険けん者しや風の格好だ。

「でもなんか、変じゃないか、こいつ」

「失礼ですよ！　もしかしたらスライムのことを知っているかもしれません。訊いてみましょう。……すみません、少しおかしなことをお尋たずねしますが」

　レンが近付いて、男を見上げた。

「このダンジョンで、スライムを見かけませんでしたか？」

　が、男は答えない。いや、それどころか聞こえているのかどうかも疑わしかった。どこか虚うつろな眼まな差ざしを宙へと向けて、落ち着きなく左右に揺れているだけだ。

「あの。スライムなんですが……」

「……あー」

　質問したレンに対して男は口元から涎よだれを垂らしながら、か細い声で答えた。

「……す……」

「す？　なんですか？」

「……ころす……」

　予想外の言葉が飛び出て来て、レンは「……へ？」と硬こう直ちよくした。

　男はゆっくりと手を腰の剣へと伸ばし、柄を掴つかみ取とると――。

「ころすううううううううううううううううううううっ！」

　躊ちゆう躇ちよなく刃を抜ぬき払って、レンに振ふり下おろした。

「きゃああああああああああああああああっ!?」

　絶叫がダンジョン内に響ひびき渡る。シオンは駆け出すと手を伸ばし、レンの首根っこを掴んで抱き寄よせてから、クルマに告げた。

「一番！」

　抜き身の長ちよう剣けんが飛んで来るのを気配だけで察して受け止め、男の攻撃を防ぐ。

「おい、なんのつもりだ!?」

「ころすうううううううううううううう！」

　会話がまるで通じていない。シオンは「もういい！」と片手で剣を弾はじくと、レンをクルマに任せて、男の腹を蹴った。

　吹き飛んで倒れる相手に飛びかかり、その顔面に拳こぶしを叩きつける。

　くぐもった声を最後に、男は沈黙した。

「な、なんなんですか、その人！　殺すって言われましたよ!?　初対面で！」

「オレも聞いてたよ。礼れい儀ぎを知らん奴だな」

「そういう問題ではないと思いますが!?」

　レンの声を背に、シオンは男の体を調べ始めた。先ほどの様子は明らかに正気ではない。それに歩き方も、どこか不自然だった。

「……なんだこれは」

　首筋に妙なものを見つけて、シオンは指でつまんだ。毒々しい紫色の、ぐにゃぐにゃした感かん触しよくをした物体だ。引ひっこ抜こうとしたが、どうやら肌はだの内部深くまで食い込んでいるようだった。仕方なく力を込めて、半分ほどをもぎ取る。

「こいつはもしかして……」

　己おのれの知識に照らし合わせて呟つぶやき、シオンはレン達のところへと戻もどった。

「これが男の首にくっついてた。多分、スライムの破は片へんだ」

「スライムの破片？　そんなものが、どうして？」

　怪け訝げんな顔のレンにシオンは肩かたを竦める。

「分からんが、さっきの男がああなった原因がこいつにあるとすれば……相当に魅み力りよく的てきな仮説が成り立つな」

　高こう揚よう感のままににやりと笑うと、レンは明らかに引いた様子を見せた。

「あの、シオンさんが恐こわいんですけど」

「こやつがこういう態度をとるということは、目もく論ろ見みはおおよそ間違っていないということじゃな。図ず鑑かん登録するに相応ふさわしい魔物……ということじゃ」

　クルマは至って平静に告げる。

「その通り！　こいつはいいぞ！」

「は、はあ。でも、結局は、低ランク魔物なんですよね」

　がっかりしている様子のレンを置いて、シオンはスライムの破片を片手に、考え込む。

「しかし問題はこいつがどこで男に付着したかだ。そう遠くない場所と信じたいものだが」

「……あの。分かるかもしれないです。欠片かけらを貸してもらえますか？」

　そこでレンが手を挙げたので、シオンはどういうことかと思いつつも、スライムの破片を彼女に渡した。

　レンは図鑑を召喚し、結けつ晶しよう板ばんの上にスライムの欠片を載せると、静かに唱える。

「――検索実行ルート・デイテイクテイヴ」

　すると、結晶板に図が浮うかび上がった。円を四等分するように十字が走っており、中央部分に赤く点てん滅めつする印が刻まれている。そこから少し離れた場所に、今度は緑の点があった。

「当たりました。ここから北西にスライムが居ます」

「おお、なんだこれは!?」

　初めて目にする現象に、シオンは興奮する。

「魔物の素材があれば、それがどこにいるか図鑑を使って調べることが出来るんです。ただし一部でも情報が登録されていることが条件ですが。後、半径数百メートル圏けん内ないでなければ分かりません」

「他の見識士にはない能力じゃな。少なくともオルクにはなかったぞ！」

　興味深そうに結晶板を見つめるクルマに対して、レンは頷いた。

「ええ、今のところわたしだけが使えるもののようです。どうしてかは分かりませんが」

「……そういえば聞いたことがあるな。見識士の中にはこうやって、本来とは別の能力が芽生える奴もいるって。滅めつ多たに現れないらしいが」

「だから優ゆう秀しゆうだと言ったでしょう」

　ふふん、と誇ほこらしげに顎あごを反らすレン。が、シオンが彼女の肩を強く叩き、

「ああ、その通りだな。お前が相棒になって良かったよ、レン！」

　素す直なおに褒めると、レンは途と端たんに頬を赤らめた。

「そ、そう率そつ直ちよくな物言いをされると、少しなんていうか……照れますが」

「しかしこいつは便利なものじゃな。よし、向かおう！」

　クルマの号令に異を唱える者がいるわけもなく。

　シオン達は一路、北西へと移動を開始した。そして――更さらに半刻ほどが経ち。

「ん？　なんか……こう、騒さわがしくありませんか？」

　レンの発言にシオンが耳を澄すませると、確かに前方から声が聞こえてきた。

　誰かが喋しやべっているというよりは、まるで動物が一いつ斉せいに鳴いているかのようだ。

　三人で顔を見合わせつつも、奥へと足を急がせると、急に広まった場所に出た。

　しかし、敷しき地ちの規模はあっても、動き回る隙すきはほとんどない。

　なぜなら――無数の魔物が、ひしめき合っていたからだ。

　いや、魔物だけではない。中には冒険者らしき者達もいた。

　彼かれらは口々に意味のない唸うなり声ごえのようなものを上げながら、空間内で蠢うごめき合っている。

「なんじゃ……これは!?」

　クルマが、全員の気持ちを代弁するように叫んだ。

「ああ！　ああ！　ああああああひああああ！」

「やめろ！　やめてくれ！　ひいいいいいいいいいいいい！」

　そこで、絶ぜつ叫きようと共にまともな言葉が聞こえてきたので、シオンはそちらを見た。

　数人の武器防具を身に着けた者達が、必死の形相で自分達に迫りくるモノを追おい払っている。彼らを襲っているのは魔物だけではなかった。同業者であるはずの冒険者ですら、殺意を剥き出しにして得物を振り回まわしている。

「シ、シオンさん、これは一体!?」

　焦あせった様子でレンが訊いてくるのに、シオンは自然と口元が上がってくるのを感じつつ、

「なるほど。ここが巣ってわけか。随分と厳重に警備してるじゃないか」

「巣!?　これだけ多くの魔物が同じところに棲んでるなんてこと、あります!?」

「いや、棲みついてるのは一匹ぴきだけだ。後の奴やつ等らは皆みんな、警護役さ。……それよりレン、クルマ、スライムが居るはずだ。スライムを探せ！」

　言ってシオンは視線をあちこちに向けた。

「こんな時にスライムなんて気にしている場合ですか！　魔ま物ものをなんとかしないと！」

「無む駄だだ！　恐らく殺したところで復活してくる！　スライムを優先しろ！」

「どういう意味ですか!?」

「レン、ひとまずシオンの言うことに従え！　それが事を解決する一番の近道じゃ！」

　クルマが魔物からの攻撃を避けながら大声を上げる。

「くっ……ああ！　もう！　分かりましたよ！」

　レンが魔ま法ほうを唱えた。疾しつ風ぷうが周囲を薙ぎ払い、魔物数すう匹ひきを纏まとめて弾はじき飛ばす。

「クルマ、三番だ！」

　投げ渡されたハルバードを掴み取り、シオンは手当たり次第に魔物を切きり伏ふせ始めた。この状じよう況きようにおいては、攻こう撃げき範はん囲いの広い武器を選せん択たくするのが正解だ。

「全部Ｂ級以上か図鑑に載ってる奴やつばかりか！　まあ、今の状況じゃ好都合だけどな！」

　魔物から吐はかれる火を、氷の礫つぶてを、振り下ろされる爪つめや喰らいついてくる牙きばを、柄や刃で防ぎながら、倒し、シオンは周囲を観察し続ける。

「た、助けてくれえええええ！」

　その間にも他の冒ぼう険けん者しや達たちは追い詰められ、必死の形相で懇こん願がんしてきた。

「シオンさん！　あの人達が危ないです！」

「このダンジョンに来る時点である程度の覚かく悟ごはしてる連中だ、完全に追い詰められた状況になるまで放っておけ！」

「そ、そんなわけにはいきませんよ！　わ、わたし、行ってきます！」

　レンが魔法を準備しながら、冒険者達を取り囲む魔物達の群れへと飛び込んでいく。

　彼女は魔物達に対して火か炎えんを撒まき散ちらし、道を作ると、冒険者達の前に立った。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　隙を作るから逃にげて下さい！」

　呼びかけるレンではあったが――死角から、巨きよ大だいな蛙かえるが高く跳ちよう躍やくして飛びかかった。

　振り返かえり、魔物の存在に気付いたレンが目を見開いて硬直する。

　ただ次の瞬間、相手の体は真っ二つに裂さけて、地面に不快な音を立ててへばりついた。

「また単独で行動しやがって、お前は！」

　巨きよ大だい蛙がえる――デスフロッグを倒したシオンがハルバードを振り回し、新たに向かってきた魔物を膂りよ力りよくで両断する。

「シオンさん！　すみません、でも！」

「まあいい。そんなことよりスライムだ！」

　魔物の傍を潜くぐり抜けながら、クルマも近くに寄って来た。三人で辺りを見ていると、

「シオン？　あ、あんた、あのシオン＝ディターズか!?」

「今は低級ランクばっかり探してるって聞いたけど、ここにきてスライムなの!?」

「やっぱり変人じゃねえか！　くそ、よりによって助けに来たのがこんな奴とは……頼たよりにしてられるか！　なんとか入り口まで行くぞ！」

　冒険者達が口々に言って立ち上がると、脇わき目めも振らずに駆かけ出した。

「あ、ダメです、違うんです！　シオンさんは強いから一緒に居た方が……！」

　追いかけるように、レンが走り出した瞬間。冒険者の一人、その首筋に何かが付着した。

「がっ……!?」

　直後、冒険者の男は足を止め、膝ひざをついた。

「ね、ねえ、どうしたの!?　なにがあったの!?」

　様子を確かめようとする仲間に対し、彼はやがてよろめくように立ち上がると、

「ここ……ここ……ころすうううううううううううううっ！」

　手にもった武器を手当たり次第に振り回し始めた。白目を剥き、涎を垂れ流す様は、先さき程ほどシオン達が出で遭あった輩やからとまるで同じだ。

　仲間達は慌あわてたように離はなれ、レンは呆ぼう然ぜんとなった。

「いたぞ、スライムじゃ！」

　そこで、クルマが鋭するどい声を発する。シオンが視線を傾かたむけると、少し離れた場所に、魔物や冒険者に紛まぎれて紫色をした半液体のような奇き妙みような生き物がいた。間違いなくスライムだ。

　更にスライムは、体半分を持ち上げるようにすると――何かを飛ばした。直線状に立っているのは、レンだ。

「危ない、どけ！」

　シオンは体当たりしてレンを無理やり移動させ、代わりにそれを受けた。

　首筋に何かが当たる感触。違い和わ感かんは、すぐに訪おとずれた。

　――体が言うことを聞かない。まるで全身が強固な鎖くさりで縛しばられてしまったかのようだ。

　かと思えば、次第に意識が薄うすれて行く。まるで頭の中に別の『何か』が入り込んで、支配権を乗っ取っていくかのようだった。

「シオンさん！　大丈夫ですか!?」

　こちらの不ふ穏おんな様子を案じてレンが駆け寄ってくるも、シオンは気にせず、

「……そうか。増ぞう殖しよく。いや、分ぶん裂れつ？　接せつ触しよくすることで内部に……それで……だったらあの説は……くくく……」

　ぶつぶつと呟き、

「はは……ハーッハッハッハッハッハッハッ！」

　次いで、高笑いを上げた。

「やっぱり、そういうことか！　実感に勝まさる体験はないとはこのことだ！」

　シオンは指先に力を込めた。抑おさえつけようとする何かの意志へ強ごう引いんに抗あらがい、手を上げて行く。腰に差してあるナイフを抜くと、刃は先さきを首筋に突つきつけ。

「スライムの能力が分かったぞ、レン、クルマ！」

　歯を食くい縛り――躊躇ためらいなく、周囲の肉を抉えぐりとった。

「なにをしておる、シオン!?」

　愕がく然ぜんとするクルマに、シオンは傷口に指を突っ込んで強引に『それ』を引っ張り出す。激しい痛みは生じたが、それ以上の成果に口元を歪ゆがめた。思っていた通り、急に体が自由を取り戻し、意識も明確になった。

「こいつはな、クルマ。いわば――【寄生スライム】なんだよ！」

　シオンの掌てのひらには大量の血と首の肉に紛れて、毒々しい紫色の欠片がある。ここへ来る前に出遭った冒険者についていたものと同じものだ。だらりと伸のびきっていたそれは、やがて縮んで小さくなった。

「相手の首筋に自らの体の一部を付着させて動きを乗っ取る、そういう魔物だ！」

「馬ば鹿かな、スライム如ごときがそんな恐ろしい力を!?　ではここにいる冒険者や魔物は！」

「全部そのスライムに操あやつられてるってことだ！　『凶きよう悪あくな魔物と渡わたり合あう冒険者がひしめくダンジョン』って環かん境きように『適応』した種なんだろうよ。実に興味深い！」

　血を流しながらも、シオンは獰どう猛もうな目をスライムに向けた。

「レン、さっきオレにスライムの一部が取り付いた時、見識を使ったか!?」

　シオンから訊かれたレンが、戸と惑まどうような声で答える。

「つ、使えるわけないじゃないですか、あんな一いつ瞬しゆんで！」

「見識士だったら、いついかなる時でも魔物の動きに反応出来るようにしておけ！　仕方ない――もう一度だ！」

「え!?　もう一度って!?」

　別の魔物の攻こう撃げきをかわし、ハルバードを振り回して退けながら、シオンは発破をかけた。

「惚ほうけてる場合か！　見識の用意をしろと言っている！　それがお前の仕事だろうが！」

「……は、はい！」

　我に返ったのかいつも通り真ま面じ目めな顔で頷き、レンは両手を広げる。

「図鑑開錠！　見識開始！」

　光と共に魔物図鑑が現れ、『見識状態』へと移行した。

「クルマ、九番だ！」

　シオンが投とう擲てきされる弓を受け取ると、クルマが近付いて火打石を取り出した。レンは今、図鑑を展開中だ。彼女の魔法に頼ることは出来ない。

　石によって矢先に炎ほのおが灯ともると、スライムに狙ねらいを定めて打ち放はなった。

　火矢は真まっ直すぐ飛ぶが、スライムは跳躍してかわす。だが今回はこれでいい。

　案の定、自分を狙ったシオンを邪じや魔まな存在だと認識し、相手は体半分を持ち上げた。

　目にも留まらぬ速度で――何かが飛んで来る。常人には視し認にんするのさえ不可能に近いそれを、しかしシオンは捉とらえていた。

　首に当たる寸前に、声を上げる。

「今だッ、レンッ！」

「見識実行！」

　こちらの合図を疑いもしない刹せつ那なの能力開始。

　閃せん光こうが発生し――独特の音が鳴った。

「登録成功です！　シオンさん！」

「上出来だ！」

　左手でナイフを振り払はらい、シオンは欠片を弾き飛とばした。

「習性と攻撃方法は終しゆう了りようしました。後は、姿と名前を……！」

　レンが魔物図鑑をスライムに向ける。しかし、相手はすぐにその範はん囲い内ないから逃のがれた。

　予想以上の速度で空間内を動き回り、目で捉えることも難しい。

「ああ、もう！　どうしてスライムがこんなに速いんですか！」

　レンは苛いら立だったように唇くちびるを噛かみ締しめた。通常、スライムの動きは鈍にぶく、だからこそ新人冒険者でもどうにか戦うことが出来るのだ。

「自分の能力を補う為に備わったんだろうな。素す早ばやく動いて獲え物ものを捕とらえる。そうして生き残って来たってわけか。よし、オレに任せろ。――クルマ、七番だ！」

　シオンは、弓をクルマに投げる代わりに、別の物を要求した。

　渡された武器を手に掴む。長い鎖の先に巨大な分銅がついた物だ。

「そんな武器で、どうするんですか!?」

「見ていれば分かる！　お前は見識をやることだけに集中しろ。クルマ、レンを頼たのんだぞ。他の魔物から守ってやれ！」

　クルマは頷いて走り出すと、レンを担かついだ。そのまま、スライムに操られた魔物の攻撃を掻い潜りながら逃げる。彼かの女じよは戦いを不得手としているが、身のこなしは軽い。心配はいらないだろう。

　二人の姿を横目に、シオンはスライムに向かって駆け抜けた。道中を邪魔する魔物や冒険者は、振り回した分銅を当てて排はい除じよしていく。

　そうして目標に接近すると、鎖を伸ばして分銅を投げた。

　しかし、スライムは驚くべき速さで真横にかわし、そのまま跳とんだ。

　分銅がダンジョンの床ゆかに当たり、わずかに陥かん没ぼつさせる。ただ――これこそが狙いだった。

「レン、準備をしてろよ！」

　シオンは持ち手の部分にある小さな突とつ起きを指で押す。鈍い音と共に分銅が四方に開いた。

　直後、内部から勢いよく飛び出した網あみが、スライムに覆おおい被かぶさる。

「こ、こんな物を仕込んでたんですか!?」

　クルマから降ろされたレンが呆気あつけにとられた。

「見識をする為には魔物を拘こう束そくする必要があるからな。色々考えてるのさ、こっちも！」

　情報収集を主とする冒険者は戦って魔物を討とう伐ばつする必要がない。その為、シオンだけでなく通常の武器以外にこうして魔物を拘束する仕し掛かけを持ち歩く者が多かった。

「捕らえたぞ！」

　シオンは鎖を引っ張る。網が引かれて上がり、スライムを包み込んだまま宙に浮かんだ。

「さあ、レン。――登録だ！」

　レンは頷き、スライムを見み据すえる。魔物図鑑を対象に向けて、高らかに宣言した。

「見識――実行ッ！」

　ダンジョン内に立ち込めた闇やみを、輝かがやかしい光が払ふつ拭しよくする。

　直後に、待ち望んでいた音が響き渡った。

「登録成功です、シオンさん！　正式名【パラサイティ・スライム】！　し、しかも！」

　図鑑が音もなく浮かび上がる。かと思うと、結けつ晶しよう板ばん一いつ杯ぱいに青い不可思議な紋もん章しようが浮かび上がった。同時に、高らかな音楽が奏かなでられる。

【名前：パラサイティ・スライム】

【能力：高速移動及および自らの体の一部を射出することによって、相手の体に取り付き、意識を乗っ取ることで、支配下に置くことが可能】

【攻こう略りやく法ほう：鎧よろいなど肌を露ろ出しゆつしない装備で身を固め、飛来する破片に注意しながら動きを捕ほ縛ばく道具等で拘束し、速すみやかに火の魔法や武器等で排除する】

　少し前まで空白だった部分に、数々の文章が浮かび上がっていた。

「名前と姿、攻略法、習性、登録済み。ページ――完全制せい覇はです！」

　そう、魔物のページにある項こう目もくを全て埋うめた時のみ、先程のような現象が起こるのだ。

「よっしゃあああああああああああっ！」

　シオンは両拳を握にぎって喝かつ采さいを上げた。と、そこで、

「あ、ああ!?　しかも、このスライム、【貴重種】ページ該がい当とうです……！」

　レンが更に、驚きよう愕がくの声を上げる。貴重種とは名の通り、滅多に遭遇しない魔物のことだ。一国を滅ほろぼすような力を持つ種もいれば、素材を売ると使いきれないほどの金を生み出す種もいる。

　ただその特性上、正体がろくに明らかになっておらず、図鑑のページも空白部分が多い。よってギルドでは貴重種を【ランクⅩ】として、種族を問わず多額の報ほう酬しゆうを出していた。

「まさか、スライムが貴重種だなんて……！」

　愕然としている様子のレンに、シオンは声をかける。

「しっかりしろ、レン。まだ終わっちゃいないんだ。クルマ、九番だ！」

　シオンの指示に、クルマはこの上なく嬉うれしそうな顔で弓を投げて来た。

「は、はい、分かっています！　シオンさん、火、行きますよ！」

　矢をつがえていると、レンが素早く魔法を唱えた。呼吸は完かん璧ぺきだ。

　シオンは炎の宿る矢を、最大の膂力で解き放つ。

　矢が直ちよく撃げきし、胴どう体たいを貫つらぬかれたスライムは奇妙な鳴き声を上げた。そのまま炎えん上じようし、周囲に嫌いやな臭においを立てる。やがて体はどろどろに溶とけて蒸発した。

　すると、次々に鈍い音が鳴り始める。辺りに居た魔物や冒険者達が、バタバタと倒たおれているのだ。全員、気を失っているようだった。本体が急に消えた為ためだろうか。

「や、やった……」

　レンが信じられないように呟いていたが、次し第だいにその顔に、喜びが満ちてくる。

「やりました――ッ！」

　更には両手を振り上げて跳び上がると、シオンの方を向いて走って来た。

「見識士として、初めてページを完成させました！　しかも相手は貴重種です！　やりました、やりましたよ、シオンさん！」

　あまつさえ、こちらを抱だき締めてくる。

「ああ、良くやった！　確かにお前は優秀な見識士だ！」

「いえ、シオンさんがすごかったからです！　わ、わたし、感激しました！」

「こ、こら、レン！　お主の気持ちは分かったが、少しは慎つつしみを持たんか！」

　何故なぜか焦った様子のクルマから服を引っ張られて、レンは我に返った。自分のしていることを再さい確かく認にんした途端、顔が赤くなっていく。

「わ、わあ!?　なな、なにをするんですか、シオンさん!?」

　こちらから急いで離れると、鋭く睨にらみつけて来た。

「いや、どっちかというとお前がしてきたんだが」

「そ、そうでした!?　いいから忘れて下さい！　今のは忘れて下さい、いいですね!?」

　なにやら必死な様子に、シオンは戸惑いつつ「ああ、まあ、了りよう解かい」と答える。

「まったく、ワシですらあんなことをしたことはないというのに。若い者は感情に任せてとんでもないことをやりおる……」

　ぶつぶつ呟いているクルマはクルマで、不思議ではあったが、とりあえずは気にしないことにした。

「それより、シオン、傷を治すからこっちに来い」

　シオンが言われた通りに近付き、しゃがみこむと、クルマはこちらの首に手を当ててきた。温かな光が溢あふれ、痛みが少しずつ引いていく。

「あれ。クルマさん、【治ち癒ゆ術じゆつ】も使えるんですね」

　魔法が破は壊かいであれば、治癒は創造の神から与あたえられたものだ。対象の傷や毒を消す力をもつ。

「それほど才能があるわけではないがの。多少のものなら治すことは可能じゃ」

　レンは感心したように頷いて、ふと、スライムの跡あとを見つめた。

「で、ですが、何かに寄生して操る魔物がいるとは思いませんでした……」

「別に珍めずらしいことじゃないさ」シオンは説明する。「蟻ありや寄生虫にも同じようなことをする奴はいる。子を守る為だったり、生産力として使う為であったり、理由は様々だがな」

「へええ。……魔物だけでなく、生き物全ぜん般ぱんに博識ですね、シオンさん」

「魔物を知るには命そのものを知れ。ある奴に教わった言葉さ」

　シオンは答えながら、腰を抜かしている他の冒険者に声をかけた。

「おい、お前達たち。問題ないか」

　彼らは大量の魔物による襲しゆう撃げきが突とつ然ぜん終わった為か、現状を把は握あくしきれていない様子だったが、やがてそれぞれに頷いた。

「今みたいなスライムが他のダンジョンにも居る可能性は高い。図鑑に登録されたからその内に周知されるだろうが、お前らも帰ったら同業者に伝えとけ」

「あ、ああ、分かった」

「助けてくれてすまない。ありがとう……」

　どうにか体を起こすと、冒険者達は、仲間同士で支え合いながら去っていく。

「これでこの先、あのスライムによる被ひ害がい者しやが減ることじゃろう。……どうじゃ、レン。これでもまだ、低ランク魔物を追い求めるなど、無駄なことだと思うかの？」

　クルマから問われ、冒険者達の背を眺ながめていたレンは、わずかに体を竦ませた。

「あ……そ、その。でも、今回は特別な例だったんじゃ……？」

「確かに頻ひん繁ぱんにあるわけじゃない。低ランクはあくまでも低ランク。取るに足らない魔物ばかりだ。だが、稀まれだとしても被害は出るし、傷つく奴はいる。そこに違いはない」

　シオンの言葉に、レンは気付きを得た顔をして、わずかに顎を引いた。

「そう、ですね。その通りです。……もしかしてシオンさんは、単に好こう奇き心しんにかられただけではなく、このことを知っていて、低ランクを？」

「……ま、それもある」

「そうだったんですか……でも、どうしてそこまでするんですか？」

「どういう意味だ？」

「低ランクばかり追い求めても、何の得もありません。周囲からバカにだってされるでしょう。それなのに、どうしてそこまで出来るんですか？」

「言ったろ。低ランク魔物の生態に興味を抱いているっていうのもあるんだよ。それに……いいじゃないか。大勢冒険者が居るんだ。中にはオレみたいな奴が居てもよ」

　肩を竦めるシオンを、レンはじっと見つめてきた。

　何かを想おもい、考え、噛み締めるような間。

　しかし、やがて――彼女は微かすかに笑った。

「……本当に変わり者ですね、あなたは」

　言葉は同じでも、そこに今までのような揶や揄ゆする含ふくみはなかった。

　それどころか、好意すら混じっているように、シオンは感じる。

「へえ。いい顔出来るじゃないか」

　だから、正直に告げた。

「元から整ってはいるが、笑うと可愛かわいいな、お前」

「……へっ!?」

　自分でも意識していなかったのだろう。レンは見る見るうちに赤面していった。凄すさまじい勢いでこちらから距きよ離りをとる。

「か、か、からかわないでくださいよっ!?」

「別にからかってない。思ったまま言っただけだ」

「くっ……！　も、もういいです！　目的は果たしましたし、帰りますよ！」

　腕うでを組んで、悔くやしそうにそっぽを向く。

「なんだよお前。褒ほめたのに。変な奴だな……」

「……お主、そういうところがあるから危あやういのじゃよ」

　クルマがため息交じりに複雑な顔を見せる。

「なにがだよ」

「なんでもないわい。倒れてる奴を拾って、ダンジョンから出るぞ」

　頭を振って、クルマは気絶している冒険者達を片手で持ち上げては、荷物の上に乗せ始めた。その姿には何かを諦あきらめているフシすらある。

「……了解」

　腑ふに落ちないものを感じながらも、シオンは行動を開始するのだった。
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第二章　ゴブリン







　限度を超こえた寒さに耐たえていると、人は何故か眠ねむ気けを覚えるようになるという。

　これは著いちじるしく下がった体温を復活させるために、全身の血流を増やして熱を生産しようとする働きが起こることが原因だと言われていた。つまりはその分、脳への血の巡めぐりがおろそかになるのだ。よってこれは限界を迎むかえていることを体が訴うつたえている、警告のようなものでもあり、眠気に身を委ゆだねると命を失う危険性すらあった。

　だから、

「寝ねると死ぬぞ、レン」

　シオンが忠告すると、今にも瞼まぶたが落ちそうだったレンは、はっと我に返った。

「す、すみません。眠ねむりません。眠りませんから」

　自分の頬ほおを強めに叩たたいて、どうにか意識を保とうとする。が、しばらくするとまた、こくり、こくりと舟ふねをこぎ始めた。

「だからレン。死ぬって」

「わ!?……変な夢を見ました。綺き麗れいなお花畑がありまして、その向こうで亡なくなったはずの祖母が手を振っていたんです」

「死にかけとるじゃろそれ」

　いわゆる臨死体験というやつだ。心配そうな顔のクルマにレンは強く目を瞑つぶり、次いで勢いよく開いた。

「はい。もう大丈夫です！」

　元気の良い返事とは裏腹にその顔は真っ白だ。体も小刻みに震ふるえている。限界が近いのかもしれなかった。

「まあ、そうなるのも無理もあるまい。かれこれ籠こもって十数時間になるわけじゃからな」

　クルマが苦く笑しようして、目の前で燃える焚たき火びに薪たきぎを追加する。

　シオン達が今居るのは、拠きよ点てんとしている街から離れたところにある山の頂上付近だった。

　麓ふもとでは春を迎えているものの、ここまで来るとさすがにまだ冬の色合いが濃こい。

　地面は厚い雪に覆われている上、天候も荒あれ始めていた。雪交じりの真白い風が、絶え間なく吹ふき続けている。当然ながら全員が厚着をして、周囲が岩がん壁ぺきに囲まれた洞どう窟くつ内ないに居るのだが、それでも完全に寒さを防ぐことが出来るわけでもなかった。

「……しかし、シオンさん、目的の魔物は本当にここに来るんですか？　ええと……ウェンディゴ、でしたよね」

　レンが白い息を吐きながら確認してくるのに、シオンは頷うなずいた。

「オレが信用している筋からの情報だ。数日前、この辺りで見かけられたそうでな」

「信用している筋というと、ギルドからではないんですか？」

「ああ。場合によってはギルドに集まらないような話まで知っている奴だ」

　へえ、とレンが興味深そうに相あい槌づちを打ったところで、

「しかし、シオン、ひとまずは街に帰らんか。このままじゃと、レンが持たんぞ」

　そう、クルマが提案した。しかし、レンは慌てたように首を横に振ふる。

「そんなことありませんよ。まだ頑がん張ばれます」

「とは言うが、お主は新人でこのような過か酷こくな状況にはまだ慣れていないじゃろう」

「いえ！　シオンさんの相棒として、この程度のことに耐えられないのであれば、この先もやっていけませんから」

　奮起するように、両手を握り締めるレン。

「妙みようにやる気に満ちておるな。ひょっとして、先のスライムの件でシオンを見直したか」

「へっ!?　え、い、いや、まあ、わたしの印象が誤解であったことは認めましたが」

「……もしかして、男として好意のようなものを持つようになったのではあるまいな」

「ちょっ……な、なにを言いだすんですか！　そんなことあるわけないでしょう！」

「本当じゃろうな？　もしそうなら、ワシとしても色々と手段を講じなければならなくなるのじゃぞ？」

「本当ですって！　というか、手段を講じるってなんですか、どうしてわたしがシオンさんを、す、好きになったら、クルマさんがそんなことをしなければならないんですか？」

「え!?　その、それはじゃな。ええと。まあ。ワシにはワシの事情があって」

「どんな事情ですか。僭せん越えつながらお聞かせ願えると幸いです」

「嫌じゃ」

「どうしてですか！」

「嫌なものは嫌なんじゃー！」

「お前達、ちょっと静かにしろ」

　何やらわめき合っているクルマとレンに、シオンは注意した。

「言っただろ。ウェンディゴってのは警けい戒かい心しんの強い魔ま物ものなんだ。こっちの存在に気付かれたらすぐに居なくなるぞ」

「……申し訳ありません」「面めん目ぼくない」

　レンとクルマは自分の口を手で塞ふさいで、揃そろって頭を下げる。

「確か、気配を消して背後から近づく魔物……でしたよね」

　その後、レンが小さな声で喋り掛かけて来た。

「ああ。初めはな。が、振り返っても誰だれも居ない。それを繰くり返していく内に、耳元で何かを呟つぶやかれ始める。でも詳しよう細さいは聞こえない。やがて獲物と定められた人間は、不気味な囁ささやきに精神をやられていき、終しまいには心を壊こわしてその場に蹲うずくまってしまう。そこを襲おそわれるんだ」

「なんというか、随ずい分ぶんと陰いん湿しつなやり口ですよね」

「だからこそ、討伐することが難しいんじゃ。攻略法としては近付かれた時点で走って逃げ出だして隠かくれ、追ってきたところを遠くから迎え撃うつこと。しかしそれとて、奴は察知すればすぐに逃げてしまう。力としては大したことはないが、非常に厄やつ介かいな相手と言えるな」

　クルマの解説に、魔物図ず鑑かんを呼び出していたレンは「なるほど」と答え、

「だからこそ、情報を集めるのにも苦労したんでしょうね。姿、名前、能力、攻略法は判明……習性に抜ぬけがあります」

「何せ見つけること自体が難しい魔物だからな。手間のかかる項目は後回しにされる」

　ウェンディゴに限らず、数多あまたいる魔物の中で【習性】の項目が埋められている種は少ない。姿や名前、能力、攻略法は討伐する際における必要事じ項こうであるのに比べ、習性は優先度が低く、支し払はらわれる報酬も少ないというのが原因だ。

　また、今回のように魔物の行動を調べる為の『待ち』が強制されることが多いのも理由の一つだった。つまり労力がかかる割に見返りが少ないということである。

「それでもシオンさんは、習性の情報を集めようとしているんですね」

「うむ。実はな、レン。ウェンディゴの毛皮というのは、耐たい寒かん効果が高いんじゃ。ただ、外がい套とうにすると色合いや肌はだ触ざわりが悪く人気があまりないから、基本的には安値で売るしかないわけじゃな。その上、さっきも言ったように素材を手に入れるのが難しいので、商人もあまり取とり扱あつかわない」

「それほど良いところがないように思えますが……」

「じゃが金のない者にとってウェンディゴの毛皮で作る外套は、冬を乗のり越こえるのに必要なものなんじゃよ。もしそれを大量に作る手段が見つかれば、数をさばくことで儲もうけも出るから、手を出す商売人も出てくるかもしれん」

　教え導くように言ったクルマに対して、レンは「ああ」と手を打った。

「もし習性の項目により、ウェンディゴの能力外の行動や食べている餌えさが見つかれば、こちらから罠わなを仕掛けて捕らえることも可能になると」

「そういうことじゃ。素材を定期的に確保出来るようになれば、少なくとも以前よりはずっと流通しやすくなる。ただ……まあ、ウェンディゴは遭そう遇ぐうすること自体が稀な魔物である上、素材自体の価値もそれほどないから、ランクは低い。冒ぼう険けん者しやにとって得はないから、やろうとする者はおらんじゃろうがな」

「それでもシオンさんは、どこかで救われる人が居るというだけで、こんなにも厳しい環境の中で魔物の情報を……」

　レンが何やら熱い眼まな差ざしを向けてくるのを、シオンは感じた。

「わたしも見けん識しき士しとして、あなたの想いを支えます。一いつ緒しよに頑張りましょう、シオンさん！」

「あ？　そんなもの、どうでもいいよ」

「へ!?」

　きょとんとしているレンに対して、シオンが低い笑いを漏もらした。

「数ある冒険者でもその姿を見た者が少ないウェンディゴ。そいつが何を食い、どんなことをして生きているのか。実に興味深いって話だ。目にすることが出来るっていうなら、寒かろうが暑かろうが知ったことじゃない。記き憶おくに刻みつけるまでは、意地でもここに居る」

「あ、あの、シオンさん？　高い志があってのことなのでは？」

「そんなものはおまけだ。オレが知りたいのは、ウェンディゴのことだけ！」

「……あの、クルマさん？」

　話が違ちがうじゃないかというようにレンがクルマの方を向くと、彼女は苦笑いしていた。

「照てれ隠しじゃよ。相変わらず素す直なおでないのう、シオンは」

「そんなことはない。……と、静かに」

　シオンは唇に指を当てた。視線を洞どう窟くつの外に向ける。

「来たぞ。――ウェンディゴだ」

　吹雪ふぶきが世界を白く染め上げる中、目的とする魔物が、のっそりと姿を見せていた。

　二本足で立ち、シオンより頭二つ分ほど高い身長を持つ体は、銀色の鋭い毛で覆われている。太い腕と裸足はだしには濁にごった色の爪が生えていて、顔面は猿さるに似ていた。

　ウェンディゴは寒さなどまるで感じていないように雪山を歩き、鼻をひくつかせている。

　が、やがて足を止めると、どこかに視線を向けた。

　周囲には針葉樹林が広がっていたのだが、その内の一つに向かって近付いていく。

（餌でも獲とる気か……？）

　シオンは昂たかぶり始めた感情を、抑えつける。

　魔物の大半は人を食う。が、中には木の実や草、魚や虫などを口にするモノも居た。

「よし。レン、見識の準備を」

「はい。図鑑開錠ブツクオープン。……見識開始キヤプチヤー・ロード」

　シオンが指示すると、レンは声量を抑えながら、能力を発動した。

　目の前に現れる結けつ晶しよう板ばんを、ウェンディゴへと向ける。

　相手は一本の木の前で立ち止まると、幹を掴つかみ、揺ゆらし始めた。明らかに何か目的があってやっている行動だ。

　すると間もなく何かが落ちた。大きな木の実だ。ウェンディゴはそれを掴んで匂いを嗅かぐと、目を細めて小さく吼ほえた。まるで歓かん喜きしているかのようだ。

「あれがあいつの餌か。いいか、食べる瞬しゆん間かんを狙うぞ。見み逃のがすなよ、レン」

　シオンが言って、レンが頷き、固かた唾ずを呑のんで見守っていると――。

「……いかん」

　傍そばでクルマが真しん剣けんな顔をした。彼女はそのまま、厳おごそかな口調で告げる。

「ワシ――くしゃみ出そう」

　シオンはぎょっとしてクルマの方を向いた。

「いや、クルマ、待て……！　後ほんのちょっとだから！」

「クルマさん、ここだけ。ここだけ耐えて下さい……あっ、今ウェンディゴが餌を。行きますよ、見識実――」

「ふぇっくしょいしゃーっ！」

　次の瞬間、クルマの口から、滅め茶ちや苦く茶ちや大きなくしゃみが放たれる。

「――行」

　見識能力が発動し、閃光が瞬またたく。

　が……既すでにそこに、ウェンディゴの姿はなかった。

「…………」「…………」「…………」

　重苦しい沈ちん黙もくが漂ただよった後で、クルマは片目を瞑り、可愛らしく舌を出す。

「ご、ごめーんじゃ」

「お前なああああああああああ！」

「シ、シオンさん落ち着いて下さい！　クルマさんに悪気はないんです――ッ!!」

　激情のままに飛びかかろうとするシオンは、レンに必死に止められた。

　……結局、ウェンディゴの習性項目を埋める為に、シオン達はそれから更さらに一日を費やすことになったのだった。




「はああ。今回は中々に辛つらかったのう」

　山から下りてようやく街に辿たどり着ついたシオン達が、広場のベンチに腰こし掛かけると、クルマが深く項うな垂だれた。

「誰のせいだよ誰の」

　シオンが呆あきれて言うと、クルマは申し訳なさそうにこちらを見上げてくる。

「本当にすまんかったのう。まさかあんな失敗をしてしまうとは」

「ま、まあまあ。結果的に図ず鑑かんの登録は出来ましたし、良かったじゃないですか」

　レンから取りなされて、シオンも「そりゃそうなんだけどな」と怒いかりの矛ほこ先さきを納めることにした。

「しかし予定より時間を食ったのは事実だ。よし。早さつ速そく次の用事を済ませに行くか」

「え、もうですか？　帰って来たばっかりですよ？」

「帰って来たばっかりで行っちゃいけないなんて法はないだろ」

「法律の話にまでもっていくとそうですが、少し休んでからの方が良くないですか……？」

「オレは全く問題がない。ということで、向かうぞ！」

　シオンは勢いよくベンチから立ち上がった。そのまま大きく一歩を踏ふみ出す。

　――直後、前に向かってぶっ倒れた。

　硬かたい石いし畳だたみに額を思い切り打ち付けたが、その痛さを上回るくらいの倦けん怠たい感かんが襲ってくる。

　起き上がらなければならないとは分かっているのに、体が言うことを聞かなかった。

　目の前がくらくらとして、頭の中も靄もやがかかっているかのようだ。

「シ、シオンさん!?　どうされたんですか!?　やはり無理をし過ぎたのでは!?」

　レンが傍にしゃがみこんで、焦あせったようにこちらの様子を確かめてくる。

「それともご病気でしょうか。あんな無む茶ちやばかりするからですよ。ひとまずはお医者さんに連れていって……！」

「いや、その必要はないぞ、レン。……シオン、今回は何日じゃ？」

　クルマは動こうとするレンを制止して、冷静に訊きいてきた。

　シオンは曖あい昧まいになっていく意識の中で、懸けん命めいに過去を遡さかのぼり、該当する数字を答えた。

「三日……いや、四日か」

　次の瞬間、辺りに異音が響ひびき渡る。

　ぎゅおぐぐぐぐるるるるるるる。

「ま、魔物の襲しゆう来らい!?」

　咄とつ嗟さに身構える辺りさすが見識士といったところのレンだが、残念ながら違っていた。

「単なる腹の音じゃよ、レン」

　大きなため息を一つついて、クルマは続ける。

「シオンは四日ほど、何も食べていないそうじゃ」

「ええ!?　どうしてですか!?」

「こやつは魔物のことになると、他のことに構わなくなる。大方、資料でも当たっていて忘れていたんじゃろう」

　仲間といえど、シオン達は常に一緒に居るわけではない。それぞれがそれぞれの目的の為、別行動することもあった。そうなると、当然だが食事等も個人の裁量に任せられる。要は抜こうと思えば幾いくらでも抜くことが出来るのだ。

「ウェンディゴのことと、後、パラサイティ・スライムが生息するダンジョンに何か法則性があるのかと気になって、色々調べてて、つい……な」

　かろうじて喉のどの奥おくから声を絞しぼり出すと、レンが眉まゆをつり上げた。

「もっとご自身の体を大事にして下さい！　空腹で死んだら、魔物図鑑の更こう新しんも何もなくなってしまいますよ!?」

　尤もつともな話だ。反論の余地はない。

「……いや、でも」

「でも、なんですか!?」

「……いけるかと思って」

　ぶちり、という音が聞こえた気がした。レンの額に血管が浮うかび上あがる。

「いけるわけないでしょ――！　いい加減にして下さいッ！」

　鼓こ膜まくが張はり裂さけんばかりの怒ど声せいに、さしものシオンも頷くしかなかった。

「どこかのお店に行きましょう！　シオンさんに食事をさせます！」

　レンは、シオンの肩かたを担いで、よろめきながら立ち上がる。

「う……いや、しかし、次を……」

「ダメです！　なにも食べないなら、今後わたしはシオンさんに同行しません！　見識士が居なくて図鑑の更新が成り立ちますか!?」

　痛いところを衝つかれてしまった。シオンは呻うめき、か細い声で答える。

「……了解」

「よろしい！　クルマさん、この辺りに良いお店はありませんか。空腹状態でいきなり重たいものはダメだと思うので、胃に優やさしい食事が出来るようなところを！」

「あ、ああ、任せておくがよい。というかシオンはワシが背負うから渡わたすと良いぞ」

　レンからクルマの方に移動させられて、シオンは彼女の背にもたれかかった。

「……見かけによらず強いのう、あの子は」

「まったくだ。頼たよりになる相棒だよ……」

　クルマとシオンはお互たがいに言い合って、近くの酒場へと向かうことにする。

　そして、一時間後――。

「……ああ！　生き返った！」

　酒場のテーブルについていたシオンは、器うつわに残った最後の具を食べて、心からの感想を述べた。

「あっさりしてるけど、旨うま味みが濃くて美味うまいな、この粥かゆは」

「そうじゃろう。ワシお薦すすめの店じゃからな。出汁だしにアスピドケロンを使っておる」

「……あ、魔物料理なんですね、これ」

　自身も食べていた料理の残りを見て、レンはなんとも言えない顔をする。

「うむ。大洋を漂う巨きよ大だいな魔物じゃな。亀かめに似ておるんじゃが、その肉には強力な疲ひ労ろう回復効果がある」

「へえ。癖くせがありますけど美味おいしいですね。さっぱりしているのに濃のう厚こうというか」

「そう、そうなんじゃよ！　今回は粥にしたが、煮に込こみや揚あげ物ものにしても良くての。特に首の部分の肉に薄うす目めの衣ころもをつけて揚げると、塩だけで極ごく上じようの味になるんじゃよ……ああ、食べたくなってきた……」

　今にも涎よだれを垂らさんばかりの顔になるクルマ。しばらく彼女の様子を生暖かく見守っていたレンは、ふと気づいたようにシオンに言って来た。

「そういえば……クルマさんの場合は単純に魔物料理が好きで食材を集めにいっているというのは分かるんですが。シオンさんって、低ランク魔物を追い求めるようになったきっかけみたいなものはあるんですか？」

「ん？　なんだ急に」

「いえ。大したことではないんですが。冒険者としてはなんというか、こう……かなり個性的じゃないですか」

　相当に気を遣つかって迂う遠えんな言い回しをしてくれているのが、シオンにも分かった。

「まあ、そうだな。普ふ通つうの奴やつならやらんだろう」

「え、ええ。ですから、今回みたいに、食べるのを忘れてしまうくらい低ランク魔物を探し求めることになった理由が、何かあるのかと……」

「……まあ、あるにはあるが。大したことじゃない。ちょっとした縁えんがあったというか、ある奴の影えい響きようでな」

「ある奴、ですか……？」

「昔、世話になった奴さ。……さて、腹も満たしたし、店を出るか。会計はオレが持つぞ、クルマ」

　シオンは頭を掻かいて、席から立つ。

　取り出した財さい布ふから硬こう貨かを抜くと、テーブルに置いて、歩き始めた。

「は、はい。……あの、わたし、何か余計なことを聞いてしまったでしょうか」

　後ろでレンが、心配そうにクルマへ尋たずねている。

「気にすることではない。話すと長くなるだけのことじゃよ」

　答えたクルマに同意するよう、シオンは頷いた。次いで、店の扉とびらを開きながら言う。

「その内に機会があれば話すさ。……つまらない昔語りになるかもしれないけどな」




　酒場を出たシオンが次に向かったのは、街外れにある地区である。中心地と違って全体的に華はなやかさや豪ごう華かさはない。どちらかと言えば、うらぶれてじめついたところだった。

「ここって……どんなところなんですか？」

　レンが辺りを見回しながら訊いてくる。眼差しに幾らかの警けい戒かいが含まれているのは致いたし方かたないことだろう。雰ふん囲い気きからして、安心安全が保証できないのは明らかだ。

「見ての通り、吹ふき溜だまりさ。金のない奴、後ろ暗いことのある奴、他人と関かかわりを持ちたくない奴が住みついている」

「はあ。シオンさんはどのようなご用事でここに？」

「ウェンディゴの時に、オレに情報をくれる奴がいるって言ったろ。そいつのところへな」

「あ、ああ、そういえば。どんな人なんですか？」

「魔物研究者じゃよ」

　端たん的てきなクルマの説明に、レンは「へえ」と意外そうに相槌を打った。

　魔物研究者とは名の通り、魔物に関する研究を行う者である。

　冒険者が集めてきた魔物素材を元に、魔物の詳くわしい生態や利用価値等を、様々な角度で調査する。彼かれらのおかげで有用性の認められた素材は枚挙に暇いとまがなく、今でも年間、様々な研究結果が上がっていた。冒険者にとっても、決して無視できない存在だ。

「オレも魔物に関しては幾らか自分で調べるんだけどな。さすがに専門家には敵かなわないから、こうしてたまに頼る。今回は、パラサイティ・スライムに関する見解を聞きに来た。以前素材を渡していてな」

「なるほど。それでクルマさんは利害の一いつ致ちで協力関係にあると仰おつしやったんですね」

「そういうことだ。……と、着いたな」

　シオンは一いつ軒けんの建物の前で足を止める。今にも崩くずれ落おちそうなボロ屋だ。

「ですが魔物研究者と言えば、年間成果の差で変わるものの、ある程度は国から費用が出ているはずでしょう。何もこんなところに住まなくても」

「言ったろ。この辺りにいるのは、金のない奴ばっかりじゃないって」

　レンに答えながら、シオンが扉をノックする。乾かわいた音が数回、辺りに響いた。

　数秒後――薄うすい扉の向こうから、ほとんど消えかかっているかのようなか細い声が聞こえてくる。

「……誰かしら」

「オレだ。シオンだ」

　名乗ってから間もなく、扉のノブが回された。ゆっくりと開かれていく。

　シオン達が足を踏み入いれた室内は、それほど広くない。古ぼけたベッドに、最低限の家具、ゴミと間ま違ちがえそうなほど汚よごれた大きな机が一つあるだけだった。

「うっ……」

　レンが思わずといった感じで、自分の鼻と口を押おさえた。

　それもそのはず。机の上には、異い臭しゆうを発する肉の塊かたまりのようなものが載のっていたのだ。その横には様々な金属製の器具が置いてあった。

「久ひさし振ぶりね。シオン君、クルマちゃん」

　机の傍に立った人物が、ぶつぶつと呟くような言い方で話しかけてくる。

　女だ。年ねん齢れいはシオンより幾つか上に見える。というか、実際にそうだった。

　色素の薄い長い髪かみを無造作に伸のばしており、恐おそろしいほど血の気のない肌はだをしていた。

　目は垂れ気味で唇くちびるは　薄うす紫むらさき。膝ひざ辺りまである白衣を身に纏まとい、下には色気のない簡素な服を着ていた。顔の造作自体は、薄はつ幸こうそうという点を除けば整っているというのに、どこか全体的に陰いん気きさがある。常に漂わせている暗い空気のせいだろう。

「ティコ、元気にしてたか」

　声をかけると、ティコは、かくん、と糸の切れた人形みたいに急角度で首を傾かしげた。

「元気という表現が溌はつ剌らつという意味をもっているのであれば、否ね。ただ平常通りかという意味で言えば肯こう定ていよ」

「相変わらず回りくどい言い方だな。まあ、問題ないならいいけど。……と、そうだ。お前に紹しよう介かいしとく。オレの新しい相棒だ」

　シオンは隣となりに居たレンの肩を叩いた。

「初めまして、レン＝ヴィーベルです。この度、シオンさんの見識士として着任しました。何なに卒とぞ、宜よろしくお願いします」

　レンは一礼してから、こちらに視線を送ってくる。

「ところでシオンさん、この方が魔物研究者の……？」

「ああそうだ。オレの知り合いだ。ちょっと変わってるけど腕は確かで――」

「ぎゃあああああああああああああああああああ！」

　突とつ如じよとして発生した悲鳴が、シオンとレンの会話を断たち切きった。

　ティコが凄まじい勢いで後ろに跳はねると、そのまま驚おどろくべき速度で近くにあった家具の陰かげに隠れる。

「知らない人がいる知らない人がいる知らない人がいるうううううう！」

　凶きよう悪あくな魔物でも目もく撃げきしたかのように、完全に怯おびえ切っている。

「……それはまあ、確かに初対面ではありますが」

　大げさすぎる反応に、レンはいささか衝しよう撃げきを受けたような顔をした。

「あー。すまん。忘れてた」

　大事なことだったのにと反省しつつ、シオンは説明する。

「ティコは人見知りでな。初めて会う奴には大たい抵ていこういう反応になるんだ」

「人見知りとかそういう段階を超えている気がしますが!?」

「慣れれば普通に喋しやべることが出来るんじゃが、ワシもシオンも同じようなことになった。別にお主が悪いわけではない」

　慰なぐさめるようなクルマの言葉に、レンは「はあ」と少し面めん倒どうくさそうな顔で頬を掻いた。

「なるほど。人と関わりたくないからこんなところに住んでるんですね。……えーと。ティコさん、とお呼びしてもいいでしょうか」
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「いやあああああああ！　知らない人が突とつ然ぜん名前呼びで距離を縮めて来たああああ！」

「え、ダメですか!?　じゃあ、苗みよう字じをお訊きしても？」

「ひやあああああああ！　個人情報を聞き出そうとしてくるううううう！」

「どうすればいいっていうんですか!?」

　レンが憤いきどおる気持ちは痛い程ほど分かった。シオンはティコに近付くと声をかける。

「別に噛かみつきはしない。オレの仲間だ。悪い奴じゃない。ちょっと無茶はするが、基本的には真ま面じ目めで扱いやすい」

「今なんか途中で引っかかること言いませんでした？」

　気のせいだとレンに手を振って、シオンはティコの前にしゃがみこむ。

「この間渡したスライムの素材があっただろ。あの研究結果を知りたい」

　ティコはしばらくレンのことを見つめていたものの、やがてはこちらに視線を戻もどして頷いた。

「分かったわ。大体は調べ終わってるから」

　ゆっくりと立ち上がると、顎あご先さきに指を当て、口を開く。

「そうね……この間素材を貰もらった寄生スライム……正式名パラサイティ・スライムだけど。攻こう撃げき方法としてはまず、千切った本体の一部を相手の体に付着させることで、酸性をもつ体液によってわずかな傷をつけ、そこから内部に少しずつ入り込むのよね。恐らくその後、体長を伸ばしながら体内を移動することで、やがては頭部に到とう達たつし、脳組織を完全に支配しているんだわ。自在な伸しん縮しゆく性せいをもつスライムならではのやり方ね」

「ああ。オレの推察した通りだな」

「そう。加えて解体した結果、パラサイティ・スライムは一個の生命体ではなく、複数の小さな生き物が寄り集まって群体として活動していることが明らかになったわ」

「ふむ。……確か、他のスライムもそうだって言われてるんだよな」

　己おのれの知識に照らし合わせてシオンが告げると、ティコは深く頷いた。

「ええ。スライムに関しての研究はそれなりに進んでいて、最近では種族を問わず群体活動をしているということは研究者の間ではほぼ共通認にん識しきになっているのだけど、ただこのパラサイティに関して言えばその数が異常なの。これは恐らく自身の体を千切って相手の体に付着することを前提として活動する為ためだと思うわ。つまるところ分ぶん裂れつした部分それ自体も個体であるわけだけど、これは少し面おも白しろいわね。何故なぜなら分裂した時点で元の体に戻れずそのまま死亡する可能性もあるわけで、にも拘かかわらず抵てい抗こうもなく寄生目的による射出を受け入れているということは、全を活いかす為に一が犠ぎ牲せいになっているということ。いうなれば彼らは群でありながら個でもあるというわけなのよ分かるかしらシオン君？」

「まあ、大体はな」

「そうね、そうなのね、さすがだわシオン君。それなのに本体が死亡すると分裂した方も同時に活動を停止するというのも興味深いわね。ひょっとすれば群体ではあるけれど生命活動を継けい続ぞくする部位は共有していてワタシ達たちの目に見えない何かで繫つながり合っているのかしら、それとも本体の死を感知する能力とその場合において単独での生存を諦め即そく座ざに自殺する習性が備わっているのかしらうふふふ、面白い魔物。さすが希少種。とても興奮するわこれからもっと色んなことが分かるかも、うふふふふ」

　喋りながら悦えつに入り、不気味な笑いを漏らし始めるティコ。

「あの人、魔物のことになると急に早口になりますね」

「いわゆる偏へん執しゆう狂きようというやつじゃな」

　後ろでレンとクルマが囁き合っているが、ティコには聞こえていないようだ。

「ダンジョンに生息していることは話したが、何か条件みたいなものはあるのか？」

「そうね、生存本能的に低ランク魔物が集まっているところには生息していないと思うわ。後これは他のスライムの何種かと同じで、水分を多く必要とする構造をしているみたいなの。加えてパラサイティに関しては群れている数が多い以上、通常よりも大量の水が必要になる。ダンジョンの場合は冒険者を襲って血液で補ほ充じゆうしている可能性が高いけど、それ以外で冒険者や凶悪な魔物が密集してそうな、たとえば水場のある洞窟などにも居るかもしれないわ」

「分かった。その辺は今後の調査次し第だいってところだな。オレの方でも調べてみる」

「ええお願いね。私はこれからもっと色々やってみるから。うふふふふ」

「すごいですね、ティコさん。わたし達がパラサイティ・スライムの居るダンジョンから帰って来てそれほど経たっていないのに、もうそんなに色々と分かってるなんて」

「ひやあああああああああああああああ！　知らない人おおおおおおお！」

　感心したようにレンが近付いていくと、ティコは再び蛙かえるのように跳とんだ。

「……まだダメですか」

「今日中には無理だな」

　能力は優ゆう秀しゆうなので、この点だけどうにか出来ないだろうかとシオンは思った。

「シオンさんはティコさんとどういう縁で知り合ったんですか？」

「以前情報を集めた魔物について少し気になることがあったから、素材を見てもらおうと思ったんだが、低ランクだったからか誰も興味を示してくれなくてな」

　魔物研究者が自身の仕事を進める為には、様々な面で費用が必要になる。それ自体は国から支給されるのだが、当然ながら無限に湧わくわけではない上、誰にでも同じ額をというわけにはいかなかった。となればどうしても研究対象は投資する価値のあるものに絞られていき、研究者もそちらに傾けい倒とうせざるをえなくなる。

　要するに、魔物研究業界内では、将来的に金を生み出すような研究以外は無む駄だと断じられているのだ。

　低ランク魔物の素材も、やり方によっては良い結果を出すこともある。だが、他に比べると可能性としては著いちじるしく低い上、手間がかかる場合も多い。

　であれば初めから高ランクを選せん択たくした方がいいという理り屈くつであり、シオンがすげなくあしらわれるのも、無理からぬ話ではあった。

「ただどこにでも変わり者ってのはいる。ちょっとした筋から、ティコがランクに関係なく、面白そうな魔物素材があれば飛びつくって奴だって聞いてな。そこからの付き合いだ」

「へえ……ティコさんは他の人と違うんですね」

「金より、魔物自体に興味を持っている奴じゃからな。節操がないんじゃよ」

「……だって、そっちの方が楽しいじゃない」

　クルマの言葉にティコは含ふくみ笑わらいをしながら、

「低ランクだの高ランクだの。魔物は魔物よ。通常の動物とは明らかに違う構造と能力。破は壊かいの神の産物だと言われても頷ける話だわ。それを解体して調べて詳細を明らかにする。こんなに心震ふるえることはないわそうでしょうシオン君？　うふふふふ」

「ああ、まったくもって、その通りだな！」

　同意するシオンを見て、レンが納なつ得とくしたように頷く。

「なるほど。シオンさんと気が合いそうですね」

「うむ。その証しよう拠こに仲を深めるのは異常に早かったんじゃぞ」

　クルマがさもありなんというように言った。

「それじゃあ、スライムに関しては引き続き頼たのんだ。……ちなみにティコ、それ以外で何か他に、面白い魔物の話はないか？」

　シオンが尋ねると、ティコは腕うでを組んで「そうね……」と考え始める。

「ティコさんは魔物情報についても詳しいんですか？」

　レンが小首を傾げるのに、シオンは顎を引いた。

「職しよく業ぎよう柄がらってのもあるだろうが、色んな魔物の情報をどこからともなく入手するのが得意でな。精度は確かなものから噂うわさ話ばなし程度まで様々だが、範はん囲いが広い分、ギルドでは聞けないようなものまで含まれていたりして、結構、参考になるんだよ」

「へえ。……人ひと嫌ぎらいなのに、意外ですね。情報収集が出来るなんて」

「こやつ、気配を殺すのは得意じゃからな」

「つまり盗ぬすみ聞ぎきですか」

　呆れたような、そこまでする執しゆう念ねんに感心したような、複雑そうな顔をするレン。

「ああ……そうだ。前にちょっと妙みような話を聞いたかも」

　そうこうする内に、ティコが思い出したように口を開いた。

「どこかの冒険者が、正体不明の魔物に襲われたらしいわ」

「正体不明の魔物？　なんだそれは」

「なんでも翼つばさが生えていて、物もの凄すごい速さで飛んで、おまけに火まで吹ふくそうよ」

「グリフォン、竜種の類たぐい、もしくはアンフィスバエナか……」

「いえ。もっと小さかったみたい。あまりに素す早ばやくて、強いから、逃にげるしかなかったらしいわ。加えて討とう伐ばつを専門とする冒険者だったから、見識士も連れていなくて、図鑑登録もしていない。今、他の冒険者が探してるけど、見つかってないらしいわね」

　確かに気になる情報だ。とは言えどんな奴かを掴めないのであれば、探しようがない。

　第一、それほどの能力を持っている輩やからが、低ランク魔物である可能性は低かった。

「分かった。興味深い話だ。感謝するよ」

「いいの。私がまともに話出来るの、シオン君やクルマちゃんくらいだから。また来てね」

「……わたしもいいですか？」

「ひやあああああああへあああああ!?」

　不意打ちで接近したレンから、ティコは逃げだしたが、

「……レ、レンちゃんもそんなに恐こわくないのが分かったから、いいわよ」

　物もの陰かげに隠れつつも、ようやくそれだけを言った。

「良かったな、認められたみたいだぞ」

「え、ええ、そうですね。でもなんだか、こう、腑ふに落ちないようなものを感じるのはどうしてでしょうね……」

　レンは困こん惑わくしたように答える。

「それじゃあ、そろそろ行くか。今度はウェンディゴに関しての報ほう酬しゆうと、他の魔物の情報を聞きに、ギルドに向かうぞ」

　手を振ふってティコに別れを告げると、シオン達は彼かの女じよの研究室を出るのだった。




「はい、ウェンディゴの【習性】項こう目もくの完成を確かく認にんしました。こちらが報酬です」

　ギルドを訪おとずれたシオン達に、職員の女性が事務的な口調でカウンターに布ぬの袋ぶくろを置く。

　シオンが手にとって中身を開くと、硬貨が数枚あるだけだった。

「うっ……あれだけ苦労して、こんなものですか……」

　横から袋ふくろを覗き込んでいたレンが、悲鳴に近い声を上げる。

「ウェンディゴは素材、脅きよう威い度ど共にランクＤですから」

　何か文句でもあるのか、というように、ギルド職員が掛かけた眼鏡を指先で押し上げる。

「そ、それは分かっていますが……わたし達、死ぬような思いをしてようやく情報を手に入れまして。どうか、その辺りの努力を組んで頂けると……」

「まいど。また何かあったら宜しく」

　必死に訴うつたえかけるレンを尻しり目めに、シオンは布袋を懐ふところに仕し舞まって用事を終わらせた。

「ちょっと、シオンさん、いいんですか!?」

「いいもなにも」理り不ふ尽じん極きわまりないといった様子のレンに、シオンはあっさりと答える。「ランクがＤだから仕方ない。苦労したのはオレ達の勝手だ」

「……そ、それはまあ、そうですけど」

　正論だと感じたのか、レンは渋しぶ々しぶ、納得した。

「はよう慣れることじゃ、レン。シオンと共に居れば、こんなことはしょっちゅうじゃよ」

　クルマから諭さとされて、レンは「……そうですね」とがっくり項垂れる。

「ところで、何か新しい魔物の依い頼らいは無いか」

　慰めるつもりでレンの肩を軽く叩たたきながら、シオンはギルド職員に尋ねた。

「そうですね。今ですと……ゴブリン退治の依頼が来ています。街から二日ほど歩いたところにある村が被ひ害がいに遭あっているとか。情報によると、一度に現れたのが数十匹ぴき単位ですから、巣に生息している物となると、それ以上かと思われます」

　書類をめくりながら、ギルド職員が告げてくる。

「ゴブリンと言えば、スライムと並んで新人冒ぼう険けん者しや御ご用よう達たしの魔物として有名ですよね」

　レンが話しながら、魔ま物もの図ず鑑かんを召しよう喚かんした。情報を呼び出して確認する。

「……あれ。他は全すべて埋うまってるのに、習性の項目が完全じゃありませんね」

「低ランク魔物じゃからな。ウェンディゴの時にも言ったが、習性は情報を埋めるのに時間がかかることが多いので、嫌いやがる冒険者が多いんじゃ」

「んー……それはそうだとは思うんですが、変だと思いませんか。ゴブリンなんて、数は多いし、今まで色んな冒険者が討伐したり、情報を集めたりしているはずでしょう。それなのに、未いまだに習性項目が空いたままというのは、不自然です」

「いいところに目をつけたな、レン」

　シオンはにやりと笑った。

「その通り。ゴブリンに関してはかなり早い段階で情報が集まり、魔物図鑑が更新され続けた。オレだって何度となく調査している。にも拘わらず、未だに習性の項目だけが埋まっていないんだ。オレはそこに――何かがあるんだと思っている」

「なにか、ですか」

「ああ。これだけ有名にも拘わらず、誰だれにも知られていないゴブリンの秘密がな」

　シオンはギルド職員に向かって手を差し出した。

「それだけ数が多ければ、今までと違った結果が得られるかもしれない。決まりだ。――依い頼らい書しよをくれ。今回はゴブリンの【習性】項目を埋める」

「……分かりました。ただ、以前のスライムといい、ゴブリンといい、なんだか獲え物ものが地味ですね……」

「じゃがそこに隙すきがあることは、先に証明済みじゃろう？」

　そう言ったクルマに、レンは深く頷うなずく。

「ええ。その通りです。行きましょう、シオンさん！」

「ああ。ゴブリンのページ、完全制せい覇はだ！」

　自らの口角が上がってくるのを感じながら、シオンは景気よく答えた。




　シオン達は依頼をした村に到とう着ちやくして事情を聞くなり、近くにある森へと向かった。ゴブリン達はいつもそちらの方からやってきているとのことだったからだ。

　現場は鬱うつ蒼そうと茂しげる木々が陽光を遮さえぎっている為か、昼とは思えぬほどに薄うす暗ぐらい。

「村の人達、畑を荒あらされたり、家か畜ちくを襲おそわれたり、困っていましたね。わたし達の目的は図鑑の登録ですけど、あの方達を放ってはおけません。討伐も考こう慮りよに入れましょう！」

　レンは熱意の籠こもった口調で、強く拳こぶしを握にぎり締しめた。

「そうか。頑がん張ばれ」

　が、シオンが全くやる気のない返答をすると、がくん、と転びそうになる。

「他人事ですか!?　あんなに悲しそうだった村の人達を救いたいと思いません!?」

「思わない！」

「まさかとは思っていましたが本当に断言しましたね!?　それも力ちから一いつ杯ぱいに！」

　愕がく然ぜんとするレンの背に、背せ伸のびしたクルマが手を置いた。

「諦あきらめよ。シオンは魔物の情報にしか関心がないんじゃ」

「そ、それにしたって、限度というものが……」

　はあ、と重いため息をつくレンの背を、クルマが慰めるように撫なでながら、

「そういえばシオン。ここへ来る前にティコから聞いた未み確かく認にんの魔物がおるじゃろ」

「ああ。なんかやたら強いっていう」

「ギルドから依頼を受けて出発するまでの間に、ワシなりの伝つ手てを使って情報を集めてみたんじゃがな」

「クルマさんがですか？　一体どうして？」

　レンが小首を傾げる。

「ワシは魔物食材屋じゃぞ。いついかなる時でも未知の食材を求めておるのじゃ。そこにきて見たことも無い魔物が居たとあっては、行動せん理由がないじゃろう！」

　誇ほこらしげに胸を叩くクルマに、レンは「な、なるほど、そうですか」とやや押されながらも頷いた。

「どうも発見されたのはこの近辺らしいの。ゴブリンとは関係ないだろうと思うんじゃが」

「……へえ」

　少し引っかかるものを感じるシオン。が、具体的な形にはならなかった。

「ま、ともかく、今はゴブリンだ。確かにここは、奴らが棲すみたがりそうな場所だな」

　周りの様子を眺ながめながら、シオンは呟つぶやいた。

　レンはぴんとこないのか、「そうなんですか？」と目を瞬またたかせている。

「ああ。ちなみにゴブリンはどんな魔物か知ってるか」

「それはまあ。特別な能力はないものの、幾らか知能は優すぐれており、人間のように武器や道具を使う。ただ体格は小さく、身体能力もそれほど優れていない為、対処は容易である……でしたか」

　さすが見識士というべきか、レンが図鑑の内容をさらりとそらんじた。

「じゃあ、そういう奴やつ等らが住すみ処かにするのはどんなところがいいと思う？」

「え？　えーと。そうですね。すぐに見つかってしまっては狩かられてしまいますから、なるべく人目のつかないところとか」

「そうだ。加えて言えば奴らは自分が弱いのを知っているから、なるべく真正面からの戦いは避さけて、陰かげから様子を窺うかがって奇き襲しゆうを仕し掛かけてくることが多い。となれば、森や洞どう窟くつなんかの視界が利きにくく、隠かくれる場所の多いところを好むのが普通だ」

「そういうことですか。理に適かなってますね。だからここが住処としては適当だと」

「そういうことだ。で、更さらに言っておくことがあるんだが」

「はい？」

「――すでに狙ねらわれてるな」

　瞬しゆん間かん、すぐ傍そばで物音がした。草むらから飛び出した何かがレンにぶつかって、押し倒たおす。

「きゃあ!?」

　その正体は、小さく、醜しゆう悪あくな外見をした生き物だった。

　肌の色は深い緑色。細長い顔にはイボのようなものが大量に生えており、異常なほど長い鼻は二度ほど折れ曲がっている。分厚い唇はナメクジのようで、そこから涎と一いつ緒しよに欠けた歯を覗かせていた。襤ぼ褸ろ布ぬののようなものでかろうじて体を覆おおい隠し、枝のような細い腕と脚あしで、レンを押さえ込んでいる。

「図ず鑑かんに姿は載っているが、実物を見たことあるか？　それがゴブリンだ」

「ちょっと!?　た、助けて下さいよ!?」

　じたばたと暴れるレンだったが、見た目にそぐわずそれなりに力はあるのか、ゴブリンは微び動どうだにしない。

「魔物や動物にとって自らが脆ぜい弱じやくであるということは恥はじではなく、単なる客観的事実でしかない。だから人間のように自己満足の為に虚きよ勢せいを張るということはなく、寧むしろ弱さを受け止めた上で生き残る術を模も索さくすることで、時に絶対的強者にも抗あらがう技わざを身に付け――」

「シオン、楽しそうに喋っているところ申し訳ないが、そろそろレンを助けてやらんと取り返しのつかないことになるぞ」

　クルマが剣けんを投げてきたので、シオンは受け止めた。ゴブリンは荒あらい息を漏もらしながら、濁にごった黄色い目を充じゆう血けつさせ、腰こしを動かし始める。

「あの!?　なにかしようとしてますよ、この魔物！　シオンさん――ッ！」

　レンが必死の呼びかけをした直後、鈍にぶい音がした。シオンの突き出だした剣の切っ先が、ゴブリンの頭部を貫つらぬいたのだ。

　相手は目を大きく見開き、紫むらさき色いろの血を流しながら、その場で絶命した。

「あ、ありがとうございます。……ただ、出来ればもう少し早く助けてもらえると」

「すまん。話に夢中になっていた」

「でしょうね。ところでこのゴブリン、わたしに何をしようとしていたんでしょうか？」

　死体になったゴブリンを気味悪く見つめているレンへ、シオンは端的に言った。

「繁はん殖しよくしようとしてたんだろ」

「はんしょく？」

「子を産む行こう為いじゃ。性交とも言うのう」

　鸚おう鵡む返がえしに呟いていたレンの顔が、クルマの補足で完全に固まる。

「おい、どうかしたか」

　シオンがレンの顔の前で手を振ると、彼女は一いつ拍ぱく遅おくれて我に返った。

「――って!?　わたし、ゴブリンに、お、お、犯おかされそうになっていたんですか!?」

「知らんのか。ゴブリンは雌し雄ゆうの区別がなく、弱小故ゆえ数を増やさなければならないという特性上、異様なほどに性欲が強いのじゃ。しかも相手は同種族とは限らん。人間もそうじゃし、牛や馬などの家畜、他の魔物も平気でヤるぞ」

「もちろん、知識としてはありましたけど、まさかあんなに積極的に異種姦を狙ってくるとは思わなくて……というか！　だったら尚なお更さら早く、助けて下さいよ！」

「悪い、悪い。ちなみに補足だが、異種性交で生まれたゴブリンには、親の特とく徴ちようを受うけ継つぐ奴もいるんだぞ」

　軽く謝あやまるシオンに、レンはふて腐くされつつ返してきた。

「知ってますよ。【ハイ・ゴブリン】のことでしょう。確か、普通のゴブリンより強いとか。生まれる確率はかなり低いらしいですが」

「ああ。ついでに言うと、魔物図鑑に於おけるゴブリンの習性項目の空白部分は、ハイ・ゴブリンの説明後だ。だからオレは、知られざる情報があるとすれば、その辺りだと思っているんだが……まあ、それはいいとして。少しおかしいな」

「シオンさんならずっとおかしいですけどね」

「嫌いやみを言うなよ。オレじゃなくてゴブリンだ、ゴブリン。なんで一匹しかいないんだ？」

　シオンが疑問を呈ていすると、レンも見識士とあってか、事のおかしさに気付いたようだ。

「……あれ。そういえば、そうですね。確か図鑑に依よればゴブリンって、基本的に集団行動するんですよね？」

　シオンは頷いた。ゴブリンは単体では、下手をすればスライムよりも御ぎよしやすい相手だ。しかし奴らは通常、常に数匹、もしくは十数匹程度で行動する。それで個の弱さを補っているわけである。故に、ゴブリンが一匹で現れるというのは考えにくい話ではあった。

「ん。シオン。この先から何か聞こえるぞ」

　と、そこでクルマが耳に手を当てる。言われてシオンが聴ちよう覚かくに意識を集中させると、確かに音がしていた。なにか硬かたい物同士がぶつかり合っているようなものだ。その中に微かすかではあるが、声も紛まぎれている。

「誰かいるみたいだな。行ってみるか」

　シオンはレン達に呼びかけると、歩き始めた。それから数分ほど経った頃ころ――音の発生源を突つき止とめる。少し開けたような場所で、大だい乱らん闘とうが繰くり広ひろげられていた。

　一方はゴブリン。十数すう匹ひきほどで散らばり、手にぼろぼろの斧おのや剣を持って甲かん高だかい鳴き声を上げている。もう一方は、彼らと戦っている、数人の男達だった。

　冒ぼう険けん者しやだろう。軽けい鎧よろいなどで武装し、手に持った武器でゴブリン達に応戦していた。

　中でも特に目覚ましい活かつ躍やくをしている、一人の青年がいる。

　黒い髪は短く刈かられ、棘とげのように頭上で尖とがっていた。顔立ちは整っているものの、目が鋭するどく厳いかめしい作りをしている為、武骨な印象をこちらに与あたえてくる。薄うす手での服に鉄製の胸当てだけをつけ、その手には分厚い刃やいばを持つ大剣が握られていた。

「うおおおおおおおおおっ！」

　男は襲いかかってくるゴブリンを、片かたっ端ぱしから大剣で薙なぎ倒している。その動きは素早くはないものの、力強さに満ちていた。たとえるならば空から降る巨きよ岩がんの如し。次々と相手を弾はじき飛とばし、押し潰つぶし、打うち倒してしまう。

　が、彼が行っているのはそれだけではなかった。時折、ゴブリン達の攻こう勢せいが衰おとろえたと見ては跳ちよう躍やくして後ろへと下がり、仲間の冒険者らしき者達の体に手を触ふれている。何をしているのかと思えば、蒼あお白じろい光の粒りゆう子しが飛び散っていた。

「あれ、ひょっとして、治ち癒ゆ術じゆつ……？　あの人、戦いながら仲間を治ち療りようしてるんですか!?」

「【癒剣ルドラ】のゼクト――その戦いぶりからギルドより称しよう号ごうを授さずけられた、治癒術の使い手にして一流の剣けん士しじゃよ」

「あ……ああ！　聞いたことがあります！　まさか、あの人が……!?」

「うむ。冒険者の間では有名な男じゃよ。まさかこんなところで会うとはのう」

　クルマからゼクトと呼ばれた男は、ゴブリン達を退けながらも、時折仲間の傍に寄っては傷を治療する――その繰くり返かえしを苦もなくやってのけていた。

　ただ、一方のゴブリン達もただやられてばかりいるわけではない。

　前方に位置する剣や斧を持つゴブリンが絶えずして四方からゼクト達に襲い掛かり、その後方には弓を構えた別動隊が待機している。前がやられれば後ろから矢を放ち、後ろを狙われれば背後から前が攻撃を仕掛ける。その連係によって隙をなくしていた。
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「話には聞いていましたが、本当に人間みたいな戦い方をしますね……」

「あれがゴブリンの恐ろしいところだ。単体じゃ大したことはないが、組めば頭を使ってこちらを圧あつ倒とうしてくる。初心者冒険者が嘗なめてかかって返かえり討うちに遭うことも多い」

　シオンの解説に、レンは「……なるほど」とぞっとしたように顔を青ざめさせる。

「おまけにここは恐らくゴブリンの巣だ。とすれば」

「あれだけでは済まんじゃろうな」

　クルマの予想は当たった。ゼクトが大部分の数を減らしたところで、奥おくから新しいゴブリンがやってきたのだ。

「まだ増えるんですか!?」

「ああ。ゴブリンの中には稀まれに、百匹単位で共同生活を送る奴やつもいるからな」

　とは言え――シオンは眉まゆを顰ひそめた。

（通常より数が多いな。増ぞう援えんがまるで途と切ぎれない）

　これでは百匹以上が居てもおかしくはないように思える。倒しても倒しても現れるゴブリンに、さしものゼクトもやや焦あせりの表情が窺えた。

　まだ体力的には余よ裕ゆうを見せていたが、いずれそれも尽つきるだろう。

　他の仲間達も、防戦一方になってしまっていた。

「シオンさん、助けましょう！　このままだと危ないですよ！」

　レンがシオンの服を掴つかんで呼びかけてきた。

「ワシもそう思う。さすがに単独では無理じゃ」

「……分かったよ」

　助ける義理はないが、見捨てたところでどの道、ゼクト達がやられれば今度はこちらが敵の標的になるだろう。ならば初めから対処するのが正解だった。

「クルマ、十二番だ」

　シオンは渡わたされた得物を受け取って、構える。

　弓だ。ただしいつも使っているようなものではない。こちらの身みの丈たけほどもある大きさがあり、弦つるも普ふ通つうでは考えられないほどの強度を持っていた。

　それに、矢をつがえる。矢先は石や骨ではなく、鉄だ。当然だが弓と合わせて、重さは一いつ般ぱん的てきに使用されているものとは比べものにならない。引くのにも相当の力を必要とするが、シオンにとっては慣れたものだった。

　同時に、シオンは敵の集団をざっと観察する。

　徒党を組むゴブリン達は外見のわずかな違ちがいを別にすれば、全て同じに思えた。

　だが人間もそうだが生き物が集団で行動する時、大体の場合はある特別な位置に座する存在が居る。

「ゼクト、どけ！　オレが始末する！」

　シオンが指示をすると、ゼクトがこちらを向いた。

「おお、シオン！……了りよう解かいした！　数が多くて参っていたところだ！」

　体勢を低くすると、ゼクトは後方に跳んだ。すかさずシオンは、矢をつがえ、弓の弦を引くと、一匹のゴブリンに狙いを定める。

　するとこちらの動きに気付いたそいつは、ぎょっとしたように目を見開いた。直後に、別のゴブリン達が列になってその前に並ぶ。まるで決して触れさせてはならぬものを、必死で守っているかのように。

（少し壁かべが厚いが……何とかやってみるか！）

　シオンは膂りよ力りよくを振り絞しぼって引いた矢を、瞬しゆん時じに解き放った。

　攻撃の意志を纏った矢や尻じりがゴブリンに向かって、虚こ空くうを貫いていく――。

　刹せつ那な、衝しよう撃げき波はが起こった。

　それは追い風となって矢に勢いを追加し、驚くべき速度とそれに伴ともなう威い力りよくを実現させる。

　矢は一匹目を貫かん通つうし、そのまま、並んだゴブリン達を次々と射い殺ころしていった。

　そして、最後に控ひかえていたゴブリンを捉とらえ、胸を突き破やぶると、背後にあった木の幹に深く抉えぐり込んでようやく止まる。

　わずかな間。直後――ゴブリン達は、揃そろって、倒れ込んだ。

　集まっている数にすれば極ごく々ごく一部。取るに足らないものだ。

　しかし、一連の光景を見ていたゴブリンの群れには明らかに動どう揺ようが広がった。先ほどまで統制が取れていたにも拘かかわらず、急に狼ろう狽ばいし始め、互たがいに顔を見合わせる。

　更には、手にもっていた武器を放ほうり出すと、一いつ斉せいに逃げ出してしまった。

「はっ。指示待ち族が多いのは、人間もゴブリンも同じか」

　皮肉な言い回しをした後で、シオンは振り返る。

「さっき魔ま法ほうで風を送ってくれたのはレンだな。助かった」

「あ……いえ。シオンさんがやろうとしていることが分かったので、手助け出来ればと。それだけです」

　レンは殊しゆ勝しような態度で手を横に振るが、実際としては大したものだった。考える間もあまり無かっただろうに、あの矢でゴブリンの列を一気に突き破るのは少し難しいと悟さとり、すぐに対処法を編み出したのだ。新人見識士とは思えないほどの判断力だった。

「有能な相棒を持って幸運だよ、オレは」

「な、なんですか急に!?　褒ほめてもなにも出ませんよ!?」

　シオンとしては世辞のつもりはなく、思ったままを伝えただけだったのだが、何故なぜかレンは慌あわて始めた。

「助かったぞ、シオン。感謝する」

　と、そこでゼクトが笑え顔がおで言ってくるのに、シオンは返す。

「群れで行動するゴブリンには、必ず隊長格の種が存在する。そいつが全ての動きを指示しているから、倒してさえしまえば一気に形勢は逆転できる。集団で襲ってきたゴブリンを倒す常じよう套とう手しゆ段だんだ。無駄に戦せん闘とうを長引かせるなんて、お前らしくもない」

「はは、こいつは手厳しいな。しかし何分、あの数だ。見定めようがなかったんだ。お前こそ、よくあんな一いつ瞬しゆんで群れの頭を見み抜ぬいたな」

　頭を掻かいて、ゼクトは感かん嘆たんしたように告げて来た。周りにいる冒ぼう険けん者しや達たちも、信じられないというようにこちらを見つめている。

「別に難しい話じゃない。要は目の動きだ。他のゴブリン達は真まっ直すぐお前らを見ていたのに、オレが狙った奴だけは時折、仲間の様子を観察していた。あれは集団を纏まとめる奴の視線だよ」

「……お前、あの混乱の中で、そんな細かなことを……」

　ぽかんとしたように口を開けていたゼクトだったが、やがてその顔は、緩ゆるみ始めた。かと思うと、

「……ははは……はーっはっはっは！」

　突然呵か々か大たい笑しようする。

「相変わらず魔ま物ものに関しては異常なほどに目め端はしが利きく男だ。さすがだな！」

　次いで、ゼクトはこちらに近付くと、肩かたをばしばし叩いてきた。

　シオンは顔をしかめて「いちいちうるさいんだよ、お前は」と耳を塞ふさいだ。

「……ゼクトさんってシオンさんとお友達なんですか？」

　後ろの方でレンがこっそりとクルマに訊きいている。

「いや、うーん、どうじゃろうな。ある縁えんで知り合ったんじゃが、どちらかというとゼクトがシオンを何かと気にかけているという方が正しいじゃろう」

　その通り、とシオンは胸中で同意した。何が面白いのか、やたらと絡からんでくるのである。声が大きいことと、やたら馴なれ馴れしいところを除けばそれほど鬱うつ陶とうしい相手でもないので、基本的には適当に相手をしているのだが。

「あの、ゼクトさん、シオンって、あのシオン＝ディターズですか」

　そこで冒険者の一人がゼクトに話しかけた。

「うむ？　ああ、その通りだ。あのシオン＝ディターズだ！」

　ゼクトが答えると、冒険者達は急にざわめき出した。互いに顔を見合わせて囁ささやき始める。

「あいつがシオンか。噂うわさには聞いていたが、初めて見る」

「……数年前は若手冒険者の中でも一、二を争う実力者だって言われていたんだよな。オレの周りでも憧あこがれてる奴は沢たく山さんいた」

「ああ。しかも少し前にギルドから【探究士】って称号を授かって……」

　しかし、最初こそ驚おどろいていた様子の彼かれらだったが、間もなく表情を変えた。

「……でも、今は確か、低ランクの魔物情報ばかり追い求めてるんだよな。ギルドから評価されたのも、そっちが大きく影えい響きようした結果だっていうし」

「ああ。そうだった。金にもならないのによくやるよな」

「何があったかは知らないが、変人ってやつだな」

　侮ぶ蔑べつが混じり、浮うかんだ笑いは嘲あざけりを孕はらんだいやらしいものとなる。

「ちょっと！　シオンさんはそう噂されていますけど、本当は違います！」

　レンが眉をつり上げて、つかつかと冒険者達に歩み寄った。その迫はく力りよくに彼らは最初戸と惑まどっていたが、やがては居い丈たけ高だかな態度を取り始める。

「なにが違うんだよ。あんた、シオンの仲間か？」

「シオンさんの見識士です！　あのですね、シオンさんが低ランク魔物の情報を収集しているのは事実ですが、そこには意義深い物がありまして……」

「低ランク魔物を相手にすることに、意義深いもクソもあるかよ」

「そんな奴らの情報を山ほど集めて勲くん二に等とうをもらっても、ちっとも自じ慢まんにならないよな」

「同じ冒険者として情けない気すらするよ」

　完全に馬ば鹿かにした様子で好き放題言っている冒険者達に、レンの顔が紅潮し始めた。

「いい加減にして下さいっ！　あなた達は何も分かっていません、シオンさんは……！」

「レン、その辺にしとけ」

　このままだと何を仕出かすか分からないと思い、シオンは止めに入る。レンの腕を掴んで強ごう引いんに冒険者達から引ひき離はなした。

「放して下さい、シオンさん！　わたしは、この人達の過あやまちを正そうと……！」

「別に間ま違ちがってない。オレが低ランク魔物ばっかりに夢中になってるのは本当のことだ」

「で、ですが、それは単に興味本位だけではなく、ちゃんとした意味もあって！」

「別に他人に評価される為ために冒険者をやってるわけじゃない。お前やクルマが居ればそれで十分だ」

「……そんな」

　シオンの言葉に、レンが悲しそうに眉まゆ尻じりを下げる。

「お前達。シオンへの評価はともかく、助けてもらったことに感謝はないのか？」

　ゼクトが叱しかるように言うと、冒険者達はようやく、渋々といった感じに頭を下げて来た。

　そのいかにも無理にやらされましたという体も気にせず――というよりは無視して、シオンはゼクトに話を振る。

「ところで、お前、こんなところに何しに来た。ゴブリンの討とう伐ばつ依い頼らいか？」

　ゼクトはシオンと違って、討伐を専門にする冒険者だ。自然とギルドで請うけ負おう仕事もそれに沿ったものとなる。

「正確には奪だつ還かんだな。数日前、さる貴族がこの森の近くを通りかかったところ、奥から現れたゴブリンの群れから襲しゆう撃げきを受けたらしい。怪我けが自体は大したことがなかったんだが、その際に貴金属等を奪うばわれたらしくてな。取り返して欲ほしいとのことだ」

「なるほど。ゴブリンは人間の持つ宝石や首くび飾かざりを欲しがるからな」

　冒険者の間では周知の事実であり、魔物図鑑にも掲けい載さいされていた。

「シオンこそ何をしにきた？」

「オレはゴブリンの情報を集めにきた。図鑑の【習性】がまだ完成してないからな」

　シオンが答えた途と端たん、下げ卑びた笑い声が弾はじけた。

「おい、聞いたかよ、ゴブリンの情報収集だってよ」

「今いま更さら、誰も見向きすらしないぜ。だから中ちゆう途と半はん端ぱに空いたままになってるんだろ」

「情報冒険者は、ただでさえ魔物を倒しもせずに尻尾しつぽを巻いて逃げ出す奴等って言われてるのに、こんな奴が居たらますます馬鹿にされるだろうな」

「……お主ら、さすがに言い過ぎじゃぞ」

　それまで静観していたクルマが低い声を出した。さすがに聞き流すことが出来なくなったようだ。

「そうですよ。シオンさんだけじゃありません。討伐冒険者はいつもそうやって情報冒険者を下に見ますが、わたし達が居なければ魔物図鑑のページだって完成しないんですよ。そうなったら困るでしょう」

　レンも抗こう議ぎしたが、冒険者達は意に介かいさずに、にやにやと笑い合った。

　情報を主にする冒険者と討伐を主にする冒険者の間にある確かく執しつは、今に始まった話ではない。目的が違うのだから魔物に対する対処も違って当然なのだが、双そう方ほうはどちらがより優れているかをずっと争い続けていた。

「ゼクトさん、こんな変人に構っていないで、早く依頼を達成しましょう。数が予想以上に多いのは分かりましたから、注意さえしていれば、今度は大だい丈じよう夫ぶなはずです」

「いつまでもこいつらに関わっていると、陽が落ちますよ。急がないと」

　冒険者達から請こわれて、ゼクトは少々当とう惑わくしながらも頷く。

「……そうだな。行くか。ではな、シオン」

　ゼクトはこちらに手を上げると、冒険者達と共に森の奥へと向かっていった。

「不ふ愉ゆ快かいな人達ですね、本当に」

　レンは腕を組んで立腹しつつ、

「……でも、シオンさんと違ってゼクトさんは随ずい分ぶんと慕したわれていますね」

「あいつは分かり易やすいからな。冒険者になった理由は地位と名めい誉よと金の為。おまけに実力もあって面めん倒どう見みもいい。そりゃ好かれるさ」

「へえ。確かにシオンさんと全然違いますね」

「ああ。まったくだな！」

「……そこは怒おこって下さいよ。全然とはなんだ全然とは、とか」

「事実違うんだから、怒っても仕方ないだろ」

「それはそうですけど……そうですけど！　納なつ得とくされたらわたしが何か悪いことを言ったような気持ちになってしまうんですが!?」

　なぜレンに噛かみつかれているか分からず、シオンは瞬きを繰り返した。

「まあまあ。ひとまずワシらも先に進もうではないか。ぼやぼやしていると、連中にゴブリンを根こそぎ倒されてしまうかもしれんぞ」

　クルマから間に入られ、それもそうだとシオン達は足を進める。

　そうして、しばらくすると――急に開けた場所に出た。目の前には、簡易的ではあるが木材を組み合わせて造られた大きな建物のようなものが聳そびえている。

「こ、これは、もしかして」

「ああ。ゴブリンの拠きよ点てんだ。あいつら、手先が器用だからな。これくらいのことは出来る。しかし……今まで見たことが無いくらいの規模だな」

　建物を見上げながら、シオンは腕うでを組んだ。

「さっきの大量のゴブリンと言い、どうも普通とは違うようだ」

「シオン、ゴブリンの数は頭の実力で決まるんじゃったな」

　クルマが思い出したように告げるのに、シオンは頷いた。

「ゴブリンはある程度数が増えると、集団で行動し、別の巣へ移動する。その後、そこにいる別のゴブリンの群れ同士でぶつかり合い、勝利すれば合流してより大きな群れとなる。つまり頭が強ければ強いほど、軍団の数も増加していくってことだ」

「それでは、今回の頭領はよほどの実力者ということですか」

　恐おそらくはそうだろう、とシオンはレンに言った。

「さっきのゴブリン達が頭を倒されても散り散りにならず、奥へ逃にげたのは、そこに本当の指導者がいるからだ。オレが倒したのは、人間の軍で言えば分隊長に過ぎないんだろう」

「つまりあの建物に総隊長が居ると……」

　緊きん張ちようにレンが顔を強こわ張ばらせているのを見ていたクルマは、こちらを向いて、

「どうする、シオン。乗り込むか？」

「……いや。ゴブリンの【習性】を調べる以上、少し観察しておきたいが」

　しかし、餌えさも行動も嗜し好こうも巣にしている場所の特徴も判明している。

　仮に項目の空白部分がハイ・ゴブリンに関することだとしても、これ以上、なにを知ればいいというのか。そう、シオンが考えあぐねていた瞬間だった。

　あまりにも唐とう突とつに、建物内から巨きよ大だいな異音が鳴なり響ひびいた。

　森中を震ふるわせるようなそれに、何事かと眉を顰めた直後。

　ゴブリン達の拠点の壁の一部が、前まえ触ぶれなく吹ふき飛んだ。

　空中に放り出されたのは――ゼクトだ。彼は、受け身をとることすら出来ずに地面へ落下した。くぐもった声を上げて、ぐったりと横たわる。

「ゼクトさん!?　シ、シオンさん！」

　レンが指示を求めて来た。以前のように飛び出さなくなったのは成長の証だろう。

「様子を確かめたいっていうんだろ。まあ、放っておいていいとはオレも思わん。行くか」

　待機していた場所から走り、シオン達はゼクトの傍に膝ひざをつく。

「しっかりせんか、ゼクト。一体なにがあった!?」

　クルマの声に彼は薄うつすらと目を開けた。いつもとは全く違う、消え入りそうな声で答える。

「まさか……あんな奴がいるとは……気を付けろ、シオン……」

　見れば服は焼やけ焦こげ、垣かい間ま見みえる肌はだにも火傷やけどや多くの傷があった。

　ゼクト程ほどの男をこれほどまでに痛めつけるとは、尋じん常じようの相手ではない。

「あああああああああ！」

　せめてもの応急処置として、クルマがゼクトの体に治癒術を使っていると、絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。建物の中から、ゼクトの仲間である冒険者達が飛び出してくる。

「た、助けてくれ……！　化け物だ！」

　必死の形相をする彼らの背が、突とつ如じよとして爆ばく発はつした。

　いや、建物に大きく開いた穴から、巨大な炎えん球きゆうが幾いくつも飛来して直ちよく撃げきしたのだ。

　冒険者達は、地面に倒れたまま微動だにしなくなった。

「一体何が……!?」

　レンの疑問に答えられる者はこの場にいない。だが、やがて、明らかになった。

　ゼクトを壁ごと吹き飛ばした際に生じた薄うす煙けむりが晴れていくに従い、建物の奥から何かが姿を見せる。それは――無数の部下を連れたゴブリンだった。

　いや、正確にはそれに似た別の何かである。

　ゴブリンにあんな鋭い角は生えていないはずだ。蝙蝠こうもりにも似た巨大な翼つばさもなければ、短剣のように鋭い爪つめもない。加えて言うなら体長が通常の倍以上もあった。

　そのゴブリンに似た何かは、建物からこちらを睥へい睨げいしながら、不意に口元を歪ゆがめた。

　尖った牙きばを覗のぞかせながら、体を仰のけ反ぞらして、高らかな鳴き声を上げる。

　すると後ろに控えていた別のゴブリン達も同じように鳴き始めた。

　哄こう笑しようだ。こちらを見下し、矮わい小しような存在だと断じ、嘲あざ笑わらっているのである。

「シオンさん、あの魔物は一体……!?」

　強張った顔でこちらを見てくるレン。彼かの女じよだけではない。ここにいる全員が、目の前に居る化け物が発する異様な迫力に圧あつ倒とうされ、恐きよう怖ふを感じているのだ。恐らく――。

「……あいつは、ゴブリンだ。間違いない」

　こみ上げる高こう揚よう感のままに笑う、シオン以外は。

「で、でも、あんなゴブリンは図鑑にだって載のっていなくて……！」

「ただのゴブリンじゃない。――ハイ・ゴブリンだ！」

「ええ!?　で、でも、なんていうか、色んなものがごちゃ混ぜになったような……」

「……そうか。そういうことか、シオン」

　驚いていたクルマは、そこで合が点てんがいったように頷いた。

「理り屈くつでは納得がいく。じゃが、そんなことがありえるのか!?」

「ありえるもなにも、目の前にいるだろうが」

　腹の底から熱いものが込み上がってくる。喜びが全身を支配する。

（抜ぬけていた【習性】を埋うめる最後の情報っていうのは……これか！）

　堪たまらない興奮に、シオンは酔よいしれた。

「どういうことですか、教えて下さい、シオンさん！」

　せがんでくるレンにシオンは言った。ゆっくりと余裕を見せてこちらに近付いてくる、ハイ・ゴブリンを見つめながら。

「あいつはな。あらゆる生き物との交配を繰り返すことでその特徴や能力を受け継ぎ、本来ならありえないほどの力を得るに至ったゴブリンと他の魔物との混合種――つまりは、カオス・ゴブリンとも呼べる存在だ！」

　恐らくは異種交配したハイ・ゴブリンから生まれた子どもが、また同じことをし、その子どもが更に――といった具合に、少しずつ様々な魔物の特徴を取り込んでいったのだろう。が、簡単な話ではない。そもそもハイ・ゴブリンの出産率そのものが低いのだ。それが生まれ続ける可能性など、ほとんど無きに等しかった。

　レンは対面している存在の持つ異常性に気付いたのだろう。血の気の引いた顔で大きな声を上げた。

「そんな……そんな物が、存在するんですか!?」

「まさに、悪夢と呼ぶに相応ふさわしい奇き跡せきだな」

　が、恐れは毛ほども感じない。寧ろ確かめたいという欲求がシオンを酷ひどく急せかし始めていた。こいつがどんな魔物で、どのような戦い方をするのか。それを見定めてみたいと。

　だがその前に、

「レン。見識の準備だ。【習性】項こう目もくに該がい当とうする情報なら、こいつの姿を撮とればいいだけだから簡単だ！」

　レンの行動は素す早ばやかった。頷うなずいてからすぐに図鑑を召しよう喚かんし、結けつ晶しよう板ばんの照準をカオス・ゴブリンに合わせる。

「見識開始。いきます、シオンさん！」

　レンは意識を集中させ、口を開こうとした。

　だが、その瞬間。――カオス・ゴブリンの体が、レンの目の前にあった。

「クルマ！　一番だ！」

　咄とつ嗟さに指示をして、シオンはクルマから長ちよう剣けんを受け取りながら走り出し、レンの前へ。

　響き渡る甲高い金属音。――シオンが刃を振ふり上あげたのと、カオス・ゴブリンが爪を振り下おろしてきたのは、ほぼ同時だった。

「あ、あの一瞬でこの距きよ離りを!?」

　シオンの背後でレンが息を呑のんだ。確かに、それほど離れていなかったとはいえ、幾らなんでも速過ぎる。

「こいつは見識するのが難しそうだな……」

　カオス・ゴブリンと拮きつ抗こうしながら、シオンは舌打ちした。

　しかも先さき程ほどの動きは、明らかにレンだけを狙ったものだ。見識を阻そ害がいしようとしていたのだろう。彼女の行為が自らにとって不都合になると認にん識しきしているとしか思えなかった。

「見識実行キヤプチヤー・オン……！」

　その証しよう拠こに、レンが再び能力を使おうとした時、カオス・ゴブリンはその射程から逃げた。眩まばゆい光が放たれるも、結晶板は赤く染まる。見識失敗だった。

「図鑑登録を意識して避ける魔物なんて、聞いたことありませんよ……!?」

　レンが歯は噛がみする。シオンも同じ気持ちだった。それだけカオス・ゴブリンの知能が高いということの証左かもしれない。

（こうなったら、逃げられないように足止めするべきなんだろうが……前のスライムみたいな方法を使うわけにはいかないか）

　あれは手足や武器のない相手だったからこそ成功した技だ。加えてカオス・ゴブリンは反応速度がパラサイティ・スライムを遥はるかに凌りよう駕がしている。仕し掛かけても逃げられてしまう可能性が高かった。

「だったら他の方法で、動けなくしてやるよ……！」

　シオンが呟つぶやくと、部下達のところまで戻もどっていたカオス・ゴブリンが、鳴き声を上げた。

　すると控えていた部下達が、素早く陣じんを組んで壁となる。

「面めん倒どうだ。雑魚ざこは纏めて倒す。クルマ――十四番だ！」

　シオンが剣を放り投なげて指示すると、クルマが荷物の中に手を突っ込んだ。巨大な得物を取り出して、こちらに投げ渡してくる。

　受け止めたシオンは、それを片手で構え、ゴブリン達に向けた。

「な、なんですかそれ、シオンさん！」

　レンが目を見開く。それはそうだろう、とシオンは口元を緩めた。市場に流通しているような武器ではなかったからだ。

　見た目は台座に横よこ倒だおしにされた弓のついた武器――クロスボウと呼ばれる物に似ている。

　ただ、全体的に巨大である上、弓を支える土台部分が異常なほど縦に長く、加えて真横にハンドルのようなものがついていた。

「今回の依い頼らいの為に持ってきた、対ゴブリン用兵器――名付けて『多弾射出大弓装置ガトリング・ボウ』だ」

「どこで手に入れたんですかそんなとんでも武器！」

「クルマの友人にこの手のやつを造るのが得意な奴が居てな。頼たのんだんだよ」

　ガトリング・ボウのハンドルに手をかけて、シオンはハンドルを回し始めた。

　すると連動して本体に備え付けられた弓の弦が自動的に引かれる。次いで土台部分の表面が左右に開くと、内部の闇やみから矢がせり上がって弦につがえられた。

　――そして。

「喰くらええええええええええええええ！」

　シオンがハンドルを回し続けるのに呼応して、矢が凄すさまじい勢いで射出される。しかも一発だけでなく、次々と弦が引かれては矢が装そう填てんされ、間かん髪はつを容いれず連射され始めた。

　無数の矢がゴブリン達に牙を剥むく。さながら横向きに降る殺意の驟しゆう雨うだ。

　矢はゴブリン達の体を易やす々やすと貫き、前衛も後衛もまとめて撃うち貫いていった。

　たった一人の攻こう撃げきによって、百匹ぴき以上居たゴブリン達がばたばたと倒たおれて行く。

「……よし、終しゆう了りようだ」

　やがてシオンは息をつき、ハンドルを回す手を止めた。時間にして恐らくは十数秒――たったそれだけで、カオス・ゴブリンの部下達は軒のき並なみやられていた。

「す、すご過ぎる……」

　レンは唖あ然ぜんとした様子で、棒立ちになっている。

「クロスボウは威力がある代わりに射出に時間がかかるのが弱点なんだが、こいつはその辺を自動、高速化することで解決している。まさに天才的技術の結けつ晶しようだな」

「ど、どういう絡から繰くりになってるんですか、それ!?　色々疑問なんですが！」

「知らん。クルマの友人に会ったら聞けばいい」

「偏へん屈くつじゃが優すぐれた腕を持つ奴じゃよ。ま、機会があれば紹しよう介かいしよう」

　後ろからのクルマの声に、レンは「は、はあ」と当惑しきったように答えた。

「難を言えば大量に矢を消費するから、金がかかって仕方ない。だから滅めつ多たに使えないんだが……まあいい。今はそれよりも、だ」

　シオンは目の前を睨にらみつける。そこには、平然と立つカオス・ゴブリンが居た。翼で全身を覆おおい隠かくすことで、こちらの攻撃を防いだのだろう。

　だが、そうでなくてはいけない。面おも白しろい相手に出で遭あえたと、シオンは口元を歪ませた。

　対してカオス・ゴブリンはひと際大きな鳴き声を上げる。威い嚇かくというよりは、明らかに憤ふん怒どしていた。

「部下を根こそぎやられておかんむりか。そりゃそうだよな」

　戦いは寧むしろここからが本番だ。シオンは呼吸を整えた。

「とは言え、あっという間に二対一だ。頭を下げて二度と悪いことをしないっていうなら、見識を使うだけで許してやるが？」

　こちらの問いかけに対する返答は――鼓こ膜まくを揺ゆさぶるような、咆ほう哮こうだった。瞬しゆん間かん、カオス・ゴブリンの姿が掻き消きえてシオンの眼前に現れる。

　だが既すでにシオンは反応していた。地面に落ちていた剣けんを拾って、相手の爪を防ぐ。

「……ま、収まりがつかないよな。レン、いつでも見識を使えるようにしておけよ！」

　シオンが声をかけた途端、カオス・ゴブリンによる猛もう烈れつな連撃が始まった。

　次々と爪を振るってくるのを、シオンは的確に防いでいった。ただ攻撃する余裕がまるでない。一いち撃げきでも喰らえば重傷を負うような攻撃が、残像を刻む勢いで繰り出だされるのだ。

（この爪の鋭さと形、覚えがある。ガルムの物だ）

　犬に似た魔物であり、獲え物ものを瞬時に捕らえる素早さが脅きよう威いとされている。

　ならば、とシオンは剣を引っ込め、あえて相手の攻撃を喰らった。ただし、上手うまく動いて腕の薄うす皮かわ一枚を裂さく程度に止とどめる。その上で滴したたる血を、明後日あさつての方向へと飛ばした。

　直後、カオス・ゴブリンの意識が逸それた。視線が虚空を舞まう血へと向く。

（……やっぱりか！）

　ガルムは人の血を何よりの好物としており、少しでも匂においがすれば反応する習性をもっていた。シオンは生じた隙すきを逃のがさず、カオス・ゴブリンの胸に向かって刺突を繰くり出す。

　しかし、切っ先は相手の肌に食い込むことすらせずに止まった。衝しよう撃げきに手が痺しびれる。鋼の如ごとき強度だった。

「この硬かたさ、取り込んでいるのはトロールか。大したゴブリンもいたもんだ！」

　とてもではないが斬きりつけられるような相手ではない。振り下ろされる爪を弾いて、シオンは剣を放り投げる。

「クルマ、十三番だ！」

　すかさず飛来してきたのは小さな球だ。

「レン、目を閉じてろよ！」

　シオンは言って、球を勢いよくカオス・ゴブリンに向かって投げつけた。ぶつかって弾け跳とぶ瞬間、自分も目元を腕で隠す。

　直後、眩いばかりの閃せん光こうが辺りを支配した。カオス・ゴブリンが絶叫する。

「シオンさん、今のは!?」

　世界を真っ白に染め上げた現象に、レンが驚きよう愕がくしつつ尋たずねて来た。

「太陽光を吸収する特とく殊しゆな鉱石があってな。衝撃を受けて割れると、内部に閉じ込めていた光を一気に解き放つ。それを利用した閃光球だ」

　間もなく光が消えた後、カオス・ゴブリンが呻うめくような鳴き声を上げた。

　体中が焼けただれており、薄うすい煙けむりを上げている。

「トロールは頑がん丈じようだが強い光に弱く、当てられると火傷のような症しよう状じようが出る。さっきのガルムと言い、魔物の能力と同時に弱点も取り込んでしまったみたいだな」

　だとすれば対処の仕様はあった。シオンは何があってもいいように、魔物の知識においては高低のランク関係なく全すべてを網もう羅らしている。

　と――そこでカオス・ゴブリンは憎ぞう悪おの感情を孕んだ目でこちらを睨みつけると、急に上体を反らした。その口が息を吸い込むようにすぼめられるのを見て、シオンは嫌いやな予感を覚え、瞬しゆん間かん的てきに判断して横に転がる。

　結果的にそれは正解だった。先ほどまで自分の居た場所へ、強きよう烈れつな熱波が放たれる。

　カオス・ゴブリンが大量の火を吐はいたのだ。

「まったく、有能だなお前は！　部下が多いのも納得だ！」

　横に転がって炎をかわしながら、シオンは素早く立ち上がる。

「……にしても、ティコから聞いた噂の魔物ってのは、こいつのことだったか」

　素早く、空を飛び、火を吐く。どう考えても、カオス・ゴブリンのことに違いなかった。

「最高だ。これだから低ランク魔物は興味深い！」

「興奮している場合じゃないですよ、シオンさん！　飛びました！」

　レンの注意に空を仰あおぐと、そこには翼をはためかせたカオス・ゴブリンの姿があった。

　全身に負った火傷のせいか、動き自体は鈍にぶくなっているものの、まだ油断できるものではない。間もなく、相手はこちらに向かって真っ直ぐ突っ込んでくる。

「あの翼と火の量――キマイラだな」

　獅し子しの頭と山羊やぎの胴どう体たいを持つ魔物であり、自在に空を飛ひ翔しようし、極きわめて高温度の火か焔えんを吐くことで知られていた。

　カオス・ゴブリンの体がこちらに当たる寸前、シオンは地面に手をついてかわす。

　すぐ真横で衝撃が生じ、土が抉れ、大量の砂すな煙けむりを噴ふき上げた。

　まともに喰らっていたら、とてもではないが無事では済まなかっただろう。

　トロールの硬い体とキマイラの尋常ならざる飛行速度によってのみ実現する、驚きよう異い的てきな攻撃だ。カオス・ゴブリンは再び浮かび上がると、流星の如き速度で次々と突とつ撃げきしてくる。

　それらはとてもではないが防ぼう御ぎよできるものではなく、シオンは回かい避ひに専念せざるを得なかった。

　そのまま、何度目かの攻撃が行われた直後――。

　シオンがかわす為に後ろへ飛とび退のくと、それを待っていたようにカオス・ゴブリンは上体を反らした。口をすぼめている。空中で完全に無防備な状態になっているこちらに、火を浴びせるつもりだ。

　が――その前に、シオンは叫さけんでいた。

「クルマ。十番だ！」

　素早く投げ渡された槍やりを掴つかみ取とって、落下しながら腕を引く。

　次いで、ゴブリンが、大量の火球を放った正にその瞬間。

「いいものやるよ。たっぷり食べろ！」

　シオンは火球をかわしながら、勢いよく槍を投とう擲てきした。得物が炎を突つき抜け、カオス・ゴブリンの口内へと向かう。

　ただ相手は鋭するどい歯によって矛ほこ先さきを止め、柄えを食い千切ることで、攻撃を無効化した。

「ああ！　あれでは……！」

　レンが絶望的な声を上げるも、シオンは余よ裕ゆうを崩くずさない。

「大丈夫だ。問題ない」

　その言葉の正しさを証明するように――口の中にある槍の矛先を吐き出そうとしたカオス・ゴブリンは、目を見開いた。同時に喉のどを押おさえ、悶もだえると、やがては地上に落下して派手に暴れ始める。

「え、一体なにが……？」

　意味が分からないのか怪け訝げんな顔をするレン。

「キマイラの出す炎は恐ろしい熱量を誇ほこる。鉄をも瞬時に溶とかす程にな。だが逆にそれが己おのれを苦しめる原因にもなるんだ。火で炙あぶられたせいで、槍の矛先が急速に溶けたんだよ。で、どろどろになった鉄の塊かたまりが喉の奥おくに流れ込んで、気道を塞いだ」

「自分の能力が優れているが故ゆえに追おい詰つめられたわけじゃ。皮肉な話じゃな」

　クルマが告げるのに、全くだとシオンは頷きつつ、

「それより、見識だ、レン。今を逃す手はないぞ！」

「はい！　では見識――」

　力を発動しようとレンが唱えようとした時、カオス・ゴブリンはくぐもった声を上げた。

　驚くべきことに、口の中に手を突っ込んで、鉄の塊を無理やり掴み出している。その後、激しく咳せき込みながらも跳ちよう躍やくし、カオス・ゴブリンはこちらから離れた。

「……まったく、しぶとい奴やつだな」

　なにがなんでも生き抜こうとする意志を感じた。何代にも亘わたって受うけ継ついできた奇跡を、ここで途と絶だえさせまいとする強烈な本能か。

「さすがにこのままじゃ埒らちが明かないな……。だったらそろそろ、動きを止めさせてもらう。クルマ、八番だ！」

　ゴブリンが再び接近してきたところで、シオンは左に移動。走りながら、クルマから投げ渡された物を受け止めた。巨大な盾たてだ。表面には交差する剣の模様が描えがかれている。

「こい！　お前が勝つかこっちの防具が勝つか、勝負だ！」

　地面に置いて挑ちよう発はつすると、カオス・ゴブリンがにやりと笑った。よほど自分の強さに自信があるのだろう。躊躇ためらうことなく翼をはためかせると、一気に突とつ進しんしてきた。

　間もなく――尋常ならざる衝撃が盾たて越ごしに伝わってくる。更さらに驚くべきことに、カオス・ゴブリンはそのまま盾にしがみつくと、強引にこちらから引き剥はがそうとしてきた。

「シオンさん！　待っていて下さい、今、魔法を！」

「いいからお前は見識を用意してろ！」

　動こうとしたレンを止めて、シオンは既に勝利を確信している様子のカオス・ゴブリンに告げる。

「お山の大将気取って良い気分か。でも気を付けろよ。そういう時が――一番、足を掬すくわれやすいんだよ！」

　シオンは盾からわずかに離れると、裏側を蹴けった。そこには出っ張りがあり、シオンの行動によって奥へと引っ込んだ。

　鈍い音が鳴る。その時、カオス・ゴブリンの顔色が変わった。

　かと思うと――相手は、凄まじい速度でこちらから遠ざかっていく。自分の意志ではないのは明らかだ。その証拠に、建物の壁かべに派手な音を立てて叩たたきつけられた。

　苦鳴を上げるカオス・ゴブリンの体には――交差する形の、鉄製の拘こう束そく具ぐのようなものが取り付いている。四つある端はしが壁に深く食い込んで、相手の動きを完全に止めていた。

　カオス・ゴブリンが暴れて離れようとするが、微び動どうだにしない。

「無む駄だだ。幾らお前でもそいつは簡単に剥がせない。レン、見識だ！」

　レンは頷いて、両手を広げた。既に図ず鑑かんは呼び出してある。

「見識――」

　結晶板をカオス・ゴブリンへと向けて、レンが唱えた。
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「実行ッ!!」

　光が瞬またたく。わずかな静せい寂じやく。――そして図鑑が浮かび上がった。結けつ晶しよう板ばんに紋もん様ようが浮かび、高らかな音が鳴り響く。

【習性：異種交配によって生まれた者の中には親の特とく徴ちようを持つハイ・ゴブリンと呼ばれる種もいるが、稀まれにそれが受け継がれていき、様々な部位や能力を兼かね備そなえた特異種が誕生することがある。その場合、本来のゴブリンとは比ひ較かくにならない強さをもつ為、注意】

　新たに追加された文章を確かく認にんし、レンが跳び上がった。

「と、登録成功です！　ゴブリンのページが完成しましたよ、シオンさん！」

「良くやったッ!!　後はオレが終わらせる！　クルマ、五番だ！」

「うむ。決めてくれ、シオン！」

　シオンはクルマが投擲した鉄てつ槌ついを受け止め、握にぎり締しめると、疾しつ走そうした。どうにか拘束から逃れようとしているカオス・ゴブリンの頭上で得物を振り上げ、

「そのまま――眠ねむってろ！」

　渾こん身しんの力で、叩きつけた。鈍い音が鳴り、カオス・ゴブリンは白目を剥いて、沈ちん黙もくする。

　シオンは口端を上げて、大きく叫んだ。

「よしッ！　ゴブリン――完全制せい覇はだ！」

　歓かん声せいが上がった。クルマとレンが両手を上げて喜びを表現する。

「すごい攻こう防ぼうでしたね……！　それにしても、あの拘束具は？」

　レンの質問に、シオンは先ほどまで使っていた盾を見せた。その表面からは剣の模様が失われ、代わりにへこみが出来ている。

「こいつの仕掛けだ。出っ張りを押すとあの拘束具が飛び出して相手を捕つかまえる」

「……まさか、これも」

「察しの通り。ドワーフ技術の賜たま物ものだ」

　シオンの返答に、レンは「やっぱり、そうですか」と苦く笑しようした。よくやるよ、と思ったのだろう。

「速い魔ま物ものを止めるには、こっちから仕掛けるより向こうに来てもらった方がいいからな。あいつの知能が普ふ通つうのゴブリンより優れているのは、部下達の統とう率そつされた動きを見れば明らかだ。こっちの考えや言葉を理解できているところもあった。だから、それを逆に利用させてもらったんだよ。普通は魔物に言葉での挑発なんて意味を成さないから、助かった」

「能力同様、高い知能を持つが故、罠わなにはまってしまったんですね……」

　そういうことだ、と答えつつ、シオンは気絶しているカオス・ゴブリンを見つめた。

「この場で討とう伐ばつしてもいいんだが、あいつは色々と調べることが多そうだからな。簡単に逃げられないようにしてから、ティコのところにでも持っていくか」

　きっと喜々として協力してくれるだろう。その場が目に浮かぶようだった。

「……さすがだな、シオン」

　苦しそうな声がしたので振り返かえると、ゼクトが立っている。

「大丈夫なのか、お前」

「ああ。さっきよりはマシだ。治ち癒ゆ術じゆつとこの薬のおかげだな」

　懐ふところから取り出した瓶びんを見せながら、ゼクトは傍そばに居る冒ぼう険けん者しや達たちに声をかけた。

「……お前達も無事か？」

　冒険者達は、呆気あつけに取られていた様子を見せていたが、やがてはそれぞれが頷く。

「そうか。だが無理をするな。今、治ち療りようしてやる」

　ゼクトは冒険者達の前で跪ひざまずくと、体に手を触ふれ、治癒術を開始した。その一方で、薬の入った瓶を渡す。

「治癒術だけでは時間がかかる。この傷薬を使え。よく効くぞ」

　受け取った冒険者達は口々に礼を述べて、傷口に薬を塗ぬっていった。

「お主らが侮あなどっていたゴブリンに、こっぴどくやられた気分はどうじゃ？」

　クルマから嫌いやみを言われた彼かれらは、揃そろって俯うつむく。

「でも、まさか、あんなゴブリンが居るなんて……」

「ああ。想像出来る訳ないよな」

　それでも、ぶつぶつと呟いていた彼らに、ゼクトが告げた。

「その『想像も出来ない事態』に備える為、魔ま物もの図ず鑑かんはある。それがどんな低ランクの魔物でもあってもだ」

　説得力のある言葉に、冒険者達は再び沈黙する。

「お前達がシオンを良く思わない気持ちは分からないでもない。しかし、奴が居なければ俺おれもお前達も恐らく今日、死んでいただろう。そのことだけは覚えておけ」

　それに――とゼクトは続けた。

「たとえばこの傷薬。ある低ランク魔物の血と薬草を混ぜたものだが、この利用法を発見したのもシオンだ。それまでは高ランクの魔物の骨を利用していたから、どうしても値段が高くならざるを得なかった。が、そのおかげで安価で誰だれにでも買えるようになったというわけだ」

　冒険者達の間に動どう揺ようが広がる。それを見て、ゼクトが微笑ほほえんだ。

「お前達が馬ば鹿かにしていた低ランク魔物も、決して無意味な存在ではない。俺はあいつのこだわりや行動を理解できんが、評価はしている。そういうことだ」

　その時、シオンへと向ける冒険者達の眼まな差ざしが、明らかに変わった。そこには嘲あざけりはなく、ある種の尊敬さえ含ふくまれているように思える。

　クルマが満足そうに腕を組み、レンはどこか誇らしげな表情をした。

「シオンさん、良かったですね。皆みなさん、シオンさんのことを見直したみたいですよ！」

　と、声をかけられたが、シオンは別のことに集中していた。

「このカオス・ゴブリン、ガルムとトロールとキマイラは分かったが、他の種も混じっているのか……？　詳くわしく調べてみたいな」

「いやあの、シオンさん？　あなたのことですよ？」

「そもそも弱小なはずのゴブリンがどうしてこんなに多くの魔物や動物と性交できたのか。仲間と組んでやったんだとすれば、意図的にカオス・ゴブリンを産み出そうとしたとか……？　もしそうなると、他にもいる可能性がある。――よし、レン、クルマ！」

「は、はい、なんですか!?」「どうしたシオン」

　シオンは振り返ると、レン達に言った。

「こいつを連れてとっとと帰るぞ！　で、ギルドでゴブリン関係の依頼を手て当あたり次し第だいに受ける！　確かめたいことが出来た！」

　二人はぽかんとした顔で、こちらを見ている。

「……ん？　どうした、なにかあったか」

　不思議に思って尋ねると、レンとクルマは互たがいに顔を見合わせて、吹き出した。

「本当に、低ランク魔物以外のことはどうでもいいんですね」

「……本人がこうだと、ワシらも対応に困るわい」

　一体なんのことだと、シオンは首を傾かしげつつも、カオス・ゴブリンを振り返る。

「クルマ、拘束具を外すから手伝ってくれ。その後で鋼入りの縄なわでこいつを縛しばる」

「分かった、分かった」

「わたしにもなにかやらせて下さい」

　どこか和なごやかな雰ふん囲い気きで寄ってくるクルマとレン。

　そんな二人をどこか不思議に思いつつ――シオンは、的確な指示を与あたえていった。
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第三章　ドラゴン







　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきだった。誰がなんと言おうと、断崖絶壁だった。

　地上は遥か下方に離はなれて久しく、いつもは仰ぐばかりの雲が、すぐ近くで漂ただよっては纏まとわりついてくる。激しい突とつ風ぷうが時折吹いて体の自由を奪うばおうとするものの、支えとなるものはほとんどない。

　せいぜいがごつごつとした岩と、時折、思い出したように空いている小さな穴のみ。

　神経を極限まで集中させ、慎しん重ちように登らなければ、少し足を踏ふみ外はずしただけで文字通り真っ逆さまだった。

「……あ、あの、シオンさん？　本当に、こんなところに魔物なんているんですか？」

　そんな状じよう況きようだというのに、話しかけてくる者がいる。シオンの横で同じように岩がん壁ぺきにしがみついているレンだった。

「いる。でなきゃ、こんな厄やつ介かいな場所までやって来ない」

「で、でも、こんなところにいたとしても、に、人間は襲おそえませんよね？　く、来る人がいるとも思えませんし！」

「ああ、確かに襲しゆう撃げきするのは地上を歩いている奴やつ等らだ。ただ、魔物の巣が見つかっていないんだよな。だからオレは、人が近付かないような高い場所にいるんじゃないかと当たりをつけたんだ。後、人を食わない種だが、餌が何なのかわかっていない。それが判明したら、餌を囮おとりに使ったり、巣で油断しているところを襲撃して全ぜん滅めつさせることも出来るだろ」

「な、なるほど、な、納なつ得とくできましたけど……」

「なんだ。恐こわいのか？」

「そ、そんなことはありません！　ありませんが……なんといいますか、地面の大切さを実感しているところです！」

　必死に、こみ上げてくる何らかの感情を我が慢まんしている様子のレン。

「泣くなよ。見識に集中できなくなるかもしれん」

「……泣きませんよ。泣きませんけど、この状態で意識を集中できるか少し不安です」

　しっかりしてくれよ、と言おうとしたシオンの耳が音を捉とらえた。鳥の鳴き声を増ぞう幅ふくさせたようなものだ。

「む。不味まずいな、見つかった」

　レンは「ええ!?」と悲鳴を上げ、壁にしがみついた状態で周囲を見回した。

　と、彼女の頭上に幾つもの影かげが差した。飛翔する、人だ。

　いや――正確にはそう見えただけの魔物だった。

　頭部だけが人間の女性を思わせる形をしている。ただし首から下は梟ふくろうのような羽う毛もうだらけの体をしており、両手の代わりに巨きよ大だいな翼が生えていた。

　瞳ひとみのない白目を剥き出しにし、口を開いては不ふ愉ゆ快かいな鳴き声を撒まき散ちらせている。

「見ろ、ハーピーだ！　こいつらが居るってことは、オレの考えが正しかったのかもしれない！」

「それは何よりですが、わたし達、身動きとれないんですよ？　どうします!?」

「そうだな。一つ良い方法がある」

「な、なんですか、興味深いので是ぜ非ひ聞かせて下さい」

「物もの凄すごく頑がん張ばる」

「聞かなければ良かったと、今、後こう悔かいしてますッ！」

　複数いたハーピーの内、一匹が滑かつ空くうした。足に生えた爪でレンの服を掴み、無理やり壁から引ひき剥がして離れる。

「きゃあああああああああああああああああ！」

　空中につり下げられたレンが暴れ出した。

「落ちつけ！　そいつは人を食わん！」

「で、でも、人は襲いますよね!?　もうこうなったら魔ま法ほうを使って……ああ、でも、そうしたらわたしがこのまま落下する!?　どうすれば……！」

　レンが迷っている内に、ハーピーが翼つばさをはためかせた。そのままゆっくりと上がって行く。

「む。すぐ殺さないところを見ると、巣にもっていくのか。これは好都合だ」

「今好都合とか言いませんでした!?」

「気のせいだ。多分、子どもにでも与えて玩具おもちやにするんだろう。良かったな！」

「良くないですッ!!　ちょ……やめて、持って行かないで――ッ！」

　レンが慌あわてている内に、彼女の姿は見る見る小さくなっていった。

　そうこうしていると、シオンの体もハーピーに掴まれる。抵てい抗こうせず力を抜くと、そのまま同じように持ち上げられていった。レンに何かあればすぐに対処しようと密ひそかに剣の柄に手を置いていたが、特にそういうこともなく。

　しばらくして、巣まで運ばれた後――。

　ハーピーの子どもにつつかれながら戦っているレンに協力し、シオンは無事に目的を果たしたのだった。




「うう。酷い目に遭あいました……」

　帰き還かん後、シオンが行き付けにしている酒場に入ると、レンはテーブルに突っ伏ぷした。

「シオンさんについて色んなところに行ってますけど、今回は本当にダメかと」

「それ、戻ってくる度に言ってるからな、お前」

　店員に注文をした後で、シオンは頬ほお杖づえをついた。

「魔物の生態を探さぐろうっていうんだ。楽なことばっかりじゃないに決まってる」

「そ、それはそうですけど。ひとまず、生きて帰ってこられて何よりでした。……ところで、クルマさんはどうしているんでしょうね。ご用事があると仰おつしやって、今回は不参加でしたが」

　疲つかれ切きった顔を上げるレン。

「ああ。多分、魔物食材屋同士の寄り合いだ。お互いに集めた情報を交こう換かんし合うんだとさ」

「へえ。魔物の食材を売買してる人って、そんなにいるんですね……」

「歴史としては古いし、好こう事ず家かってのはどの時代でも居る。需じゆ要ようには事欠かんさ」

　一時期は『魔物を食う』ということに対して、破は壊かいの神への反逆であるという向きも出ていたようだが、今は世の中も随ずい分ぶんと寛かん容ようになった。

　魔物図鑑の更こう新しんにより、魔物の正体が明確になってきたおかげで、昔ほど得体の知れない存在ではなくなったというのも大きいだろう。

　現在では牛や豚ぶたより魔物の肉の方が高い値段がつくということすらあった。

「ともあれ、そろそろ帰ってくる頃ころだとは思うんだが――」

　噂うわさをすれば影というべきか。クルマが酒場の扉とびらを開けて入って来た。

「よう。交こう換かん会かいはどうだった？」

「…………」

「クルマさん？　どうしました？」

　やけに浮うかない顔をしていたので、レンが尋ねると、クルマは我に返ったように答えた。

「あ、ああ。いや、なんでもない。有意義じゃったぞ。とんでもない情報も出たしの」

「とんでもない情報ですか？」

「うむ。なんというか……そのことでシオンに相談があるんじゃが」

　クルマは店員に注文してから椅い子すに手をかけると、よじのぼって腰こしかける。

「改まってどうした」

　シオンは傍かたわらに置いてあった杯はいをとって、中身を飲む。果実を絞しぼって蜂はち蜜みつで甘あま味みを足したもので、爽さわやかな喉のど越ごしが人気の飲料だ。

「実はな。今日の情報交換会で、ドラゴンの話が出たのじゃ」

「ドラゴンですか！　いいですね！」

　レンが目を輝かがやかせた。

「魔物の中でも頂点に座する存在。種によって差があるとしても、脅威も素材もランクは最低でＡ、最高ではＳＳにも至ります。素材は何に加工しても一級品ですし、種族の数が多くて魔物図鑑も未いまだにページが埋うまっていない。冒ぼう険けん者しやにとっても見けん識しき士しにとっても、非常に魅み力りよく的てきな対象です！」

「そーだな」

「……全然、興味を示しませんね、シオンさん。低ランクじゃないからですか」

　その通りだとシオンは頷うなずく。

「それにドラゴンは昔、散々狩かって、色々と情報も更新したしな。後は他の奴がやるだろ」

「……ドラゴンでそんなこと言えるの、世の中広しとは言えシオンさんくらいでしょうね」

　レンは苦笑いして、クルマに顔を向けた。

「ところで……ドラゴンがどうかしたんですか？」

「うむ。なんでも――ドラゴンの肝きもを生で食う方法がみつかったらしいのじゃ」

「なに……!?　いったい、どうやって!?」

　今度はシオンが惹ひかれる番だった。思わず身を乗り出す。

「……あの。どうかしたんですか？」

　興奮しているシオンとは正反対に、レンは落おち着つき払はらって首を傾げるだけだった。

「どうかしたのかって、お前、ドラゴンの肝だぞ、ドラゴンの肝を生で食べられるんだ。なんとも思わないのか!?」

「生で食べられないんですか？　ドラゴンの肝」

「…………」「…………」

　シオンは思わずクルマと顔を見合わせた。次いで、揃って大きなため息をつく。

「な、なんですか!?　わたし、なにか変なこと言いました!?」

　レンが慌てたように立ち上がった。こちらの反応に、自分の方が間ま違ちがっているかもしれないという危き惧ぐを抱いだいたのだろう。

「レン。ドラゴンの肝っていうのは、この世の三大美食に挙げられるくらいの味なんだ」

「そ、そうなんですか。ちなみに後二つは？」

「リヴァイアサンのヒレと、ヨルムンガンドの尾お肉にくだな」

　どちらも【貴重種】ページ該がい当とうの魔物であり、その分、素材の希少価値は高い。

「ちなみにリヴァイアサンのヒレは複数の野菜やオークの肉でとった濃こいスープで徹てつ底てい的てきに煮に込こむことにより、とろけるような味わいに変わるのじゃ。滋じ養よう強きよう壮そう効果が高く、肌はだにも良いから貴族の間で人気じゃな。ヨルムンガンドの尾肉は炭火でじっくりと炙った後、濃い目のタレを作って薄く塗り、更に焼く。この二度焼きによってタレが身に沁しみ込み、なんとも言えん極ごく上じようの味に変わるのじゃ」

「……そ、そうですか。聞いていると、とても美味おいしそうですね」

　レンが腹の辺りを手で押さえた。食欲を刺し激げきされたのかもしれない。

「ただまあ、値段は目玉が飛び出るほど高いがな。土地代含めた大きな屋や敷しきを買うのと同じくらいする」

「一食でですか!?……とんでもないですね」

　だからこそ求める者も多いのだ、とシオンは話した。高くて珍めずらしいものを食べたということが、自らの地位を証明することだと思っている者も少なくない。

「三つの中でもドラゴンの肝は最高位に座すると言われておってな。一度口にすれば、他の料理がひどく色いろ褪あせたものに感じられてしまう者もおるのじゃぞ」

「それはそれで色々問題ある気がしますね。それで、生で口にすると何かあるんですか？」

「単純な話じゃ。毒があるんじゃよ。それも強烈なやつがな」

「一度当たれば、眩暈めまい、吐はき気け、頭痛、手足の痺れ、幻げん覚かく、幻げん聴ちよう、勢ぞろいだ。量を過ぎれば呼吸困難になって苦しみながら死に至る」

　シオンの話にレンは顔を青ざめさせた。

「ただ食べる方法はある。周りを大量の塩で固めた後、深い地面に埋めるんだ。そうして一年経たつと無毒化する」

「へえ。だったら、もうそれでいいじゃないですか。わざわざ生で食べなくても」

「ところが、オレも聞いた話だが、生の味は毒を抜ぬいた後のものとは比べ物にならないほどに美味うまいらしい。それこそ天と地ほどの差があるようだ」

「そうなんですか。というか、食べる人いるんですか。毒があるって分かっているのに」

「美食にとり憑つかれた人間の欲というのはな、限りがないんじゃよ。……わしも食べたし」

　クルマがしみじみと語った。

「いや食べたんですか!?　毒があるのに!?」

「どんなものかどうしても確かめなくて……。大だい丈じよう夫ぶ。七しち転てん八ばつ倒とうして泡あわを吹ふきながら、綺き麗れいな花畑で亡なくなった先祖が微笑んでいるのが見えた程度じゃ」

「それわたしが前に体験したやつですよね!?　大丈夫じゃなくないですか!?」

「生きているから問題はないのじゃ」

　げに魔物食材屋の欲望も恐おそろしい、というように、レンは完全に引いていた。

「まあ、わしの場合はドワーフの体質と、量が少ないということが影えい響きようして無事だったんじゃろう。ともあれ、ドラゴンの肝は死んでも食べたいと思うほどのものということじゃ」

「はあ……なるほど。全く知りませんでした」

「まったく、常識だぞ、これくらい」

「そうじゃよ。レンは勉強不足じゃのう」

　シオンはクルマと視線を交かわし、互いにやれやれと首を横に振ふった。

「いや、あのですね!?　普通は知りませんよ!?　お二人が非常識だというお考えはないんですか!?」

「見識士たるもの、それくらいは知識に入れておくべきじゃないのか？」

「うっ……。そう言われると、返す言葉がありませんが」

　痛いところを衝つかれたとばかりに、レンは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をする。

「まあ、魔物食材に興味が無ければ、知っている方が珍しいくらいの情報じゃがな。それは措おいといて」

「ちょっと!?　わたしとしては措いておけないんですが!?」

「話が進まないだろ。少し大人しくしとけ」

　シオンから言われて、レンは相当不満そうにしていたものの、黙だまり込んだ。

「それで、ドラゴンの肝を生で食う方法ってのは？」

「うむ。正確に言えば、肝を生で食えるドラゴンが見つかったということなのじゃが」

「……つまり、無毒の肝を持つドラゴンが見つかったってことか!?」

「その通りじゃ！　業者から仕入れた調理されていない肝を食べた命知らずが居たらしいのじゃが、全く症状が出なかったらしいのじゃよ」

「そいつが本当だとしたら、魔物食材業界に激げき震しんが走るな……」

　世紀の大発見といってもいいほどだった。

「あの。ところで、シオンさんは魔物食材に関してはランク関係ないんですか？」

「口に入れるものなら美味ければなんでもいい。クルマに付き合って色々食ってる内に、オレもはまってしまったんでな」

「はあ……あくまでも低ランクは魔物図鑑更こう新しんに関かかわるものだけということですか」

　納得したような、していないような、微び妙みような表情をするレン。

「ここから離れたところにある湿しつ地ち帯たいで狩られたドラゴンらしい。まだ子どものようじゃったから、親が近くに居る可能性が高いということじゃ」

「ふむ。生いけ捕どりにして繁はん殖しよくさせたら、儲もうけが大きそうだな」

「さすがシオン、その通りじゃ！」

　クルマは勢いよくテーブルを叩いた。が、

「だからわしは早さつ速そく、現場に向かおうと思ってるのじゃ。しかし、相手はドラゴン。わしは戦せん闘とうがからっきしじゃし、誰か一いつ緒しよに来てもらえると助かるのじゃが……」

　次第に意気込みが衰おとろえていき、顔を伏ふせると、上うわ目め遣づかいになる。

「その。シオンならば頼たよりになるし、まず間違いなくドラゴンを捕とらえられると思うのじゃが。何分、高ランク魔物じゃ。お主の信条に反する以上、断られても仕方ないと思っての。迷ったのじゃが……なんというか、やはり、お主についてきてもらいたいと……」

　そういうことか、とシオンは杯を手に、考え込んだ。クルマはこちらの反応を恐れるように目を泳がせ、注文した飲み物を落ち着きなくちびちび飲んでいる。

　確かに、低ランク魔物でない以上、シオンにとってはどうでもいい存在だ。わざわざ自分が出向く必要も感じられない。

　もしこれがギルドの依い頼らいであれば、即そく座ざに断っていたところだろう。しかし――。

「分かった。一緒に行こう」

「本当か、シオン!?」

　驚おどろいたのはクルマだけではなくレンもだった。

「……意外でしたね。さっきあれだけ興味が無さそうだったのに」

「興味が無いのは今もだ。ただ、頼たのまれた相手がクルマだからな」

　杯の中身を飲み干して、シオンは口くちの端はしを上げる。

「お前には散々こっちの勝手に付き合ってもらってる。その礼をしないとな」

「シオン……そんな……」

　クルマは口にしかけた言葉を飲み込んで、視線を落とした。唇くちびるを噛み締めて小刻みに震ふるえる。感かん極きわまって泣きそうになるのを必死に堪こらえているようだった。

「……すまん。礼を言う」

「そんな大したことじゃない。こっちこそ感謝してるんだ。それに肝を生で食えるドラゴンってのはオレも気になる。……よし。そうと決まればさっさと出発した方がいいな。同業者が狙ねらってるはずだ」

「そ、そうじゃな！　善は急げじゃ！」

　シオンは、テーブルに飲み物の代金を置くと、クルマと共に席を立つ。

「ま、待って下さい。わたしも行きます！」

　が、そのまま店を出ようとしたところで、レンが焦あせったようについてきた。

「ん？　なんで？　今回は情報収集が目的じゃないぞ？」

「だって珍しいドラゴンなんですよね？　図鑑未登録の種かもしれないじゃないですか！　見識士として純じゆん粋すいに興味があります。それに……」

　クルマの方を見てから、レンは微笑んだ。

「わたしはシオンさんの相棒であると同時に、クルマさんの仲間でもあるんです。仲間が困っているのなら、助けるのは当たり前でしょう」

「……本当に良いのか？　なにが起こるか分からんぞ？」

「それはいつものことですよ。もう慣れました」

「なんだよ、皮肉のつもりか？」

　シオンの言葉に、レンがつんと顎あごを反らせた。

「そうか……うむ。二人ともありがとう。それでは、いつもの面々で向かうとしようか。いざ、ドラゴン捕ほ獲かく作戦じゃ！」

　レンは、クルマの手を握って、「頑張りましょう！」と大きく振る。

「ま……たまにはいいか。こういうのも」

　仲なか睦むつまじい二人の様子に、シオンは口元を緩ゆるめるのだった。




　街から馬車で移動すること三日あまり。シオン達は目的地である湿地帯に辿たどり着いた。

　広大な土地はむっとするような湿しつ気けに支配されており、じっとりとした嫌いやな汗あせが体を伝う。立っているだけで不快指数が溜たまって行くようなこの場所に、しかし今は大勢の人間がひしめき合っていた。

「うわ、これ、全員ドラゴン目当てですか？」

　レンが周囲を見回しながら言うのに、シオンは頷いた。

「恐らくはな。魔物食材屋だけじゃなく、冒険者も交じってるようだが」

　あるいはその二つが混合している集団もある。どの道、全すべてが敵であることは間違いなかった。

「早くドラゴンを見つけましょう！　ぼうっとしてると、先を越こされてしまいます！」

「まあ、待て。クルマ、分かるか？」

　気合十分のレンを制止しながら、シオンは訊きいた。

　クルマは虚こ空くうに向かって顔を上げ、しばらく小さな鼻をひくつかせていたが、

「うむ。……こっちじゃ」

　迷うことなく足先を変えて歩き始めた。

「ドラゴンの居る場所が分かったんですか？　どうやって？」

　ついていきながら、不思議そうにしているレンに、シオンは説明する。

「クルマの鼻は特別性でな。一度嗅かいだ魔物の臭においは忘れない」

「ドラゴンの肉は一度取とり扱あつかったことがあるのでな。その時に覚えたのじゃ」

「へえ！　すごいですね。さすがクルマさん」

　レンから尊敬の眼差しを受け、クルマはまんざらでもない顔をした。

　そのまましばらく、シオン達は湿地帯を歩き続ける。

　だが順調だったクルマの足取りは、徐じよ々じよに衰え、ついに止まってしまった。

「……不味いのう。臭いが途と切ぎれた。というより、他のものに紛まぎれて分からん」

　困こん惑わく顔がおで腕うでを組むクルマ。

「そういえば、さっきから臭いですね。……ひょっとしてあれが原因でしょうか」

　レンがしかめっ面つらで近くを指した。そこには、巨大な蚯蚓みみずのような生き物が倒たおれている。目も鼻もなく、円状に開いた口の縁ふちに沿って、鋭するどい牙きばが生えていた。既すでに死んでおり、更には長い時間が経っているようで、大部分の肉が腐くさっている。

「こいつは……ワームか。ドラゴンにやられたみたいだな」

　シオンは魔物の傍にしゃがみこんで、様子を確かめる。何かに食くらいつかれ、身を抉えぐり取とられたような痕あとがあった。歯の形状や大きさからして、相手はドラゴン種に間違いない。

「ワームと言えば、地中に棲すむ魔物ですよね。泥どろみたいに柔やわらかい土を好むそうですが」

　レンが鼻を摘つまんだような声で言う。というよりは、実際に摘まんでいた。凄すさまじい腐ふ臭しゆうが辺り一帯に漂っているので無理もないだろう。

「ああ。湿しつ地ちにも居ることが多い。ドラゴンの縄なわ張ばりに入り込んで、やられたんだろう」

「参ったの。ドラゴンが近くに居ることは確定したが、場所が探れなくなった」

　額に手を当てるクルマに対して、シオンは言った。

「待て。ひょっとすれば解決できるかもしれん」

　移動して、ワームの口の前に立つ。次いで、躊躇ためらわずに口内に手を突っ込んだ。

「なにしてるんですかシオンさん！」

　レンが正気を疑うように言ってくるが、気にせずシオンはそのまま口の中をまさぐった。

「……あった。これだ」

　目当てのものを見つけて、摘まみ上あげると、腕を抜く。

　指先に、緑色をした薄うすい楕だ円えん形けいの物を挟はさんでいた。

「レン、お前の能力で探知できるか。こいつはドラゴンの鱗うろこだ」

「え？……あ、本当ですね。どうしてワームの口に？」

　シオンから鱗を受け取って、レンは不思議そうな顔をする。

「ワームは獲え物ものを食う時、何重にもなった歯で擂すり潰す様にして細かくする。ドラゴンに襲われて抵抗した時、肉までは無理だったようだが、鱗を何枚か剥はがしたんだろう」

「なるほど、そういうことですか。任せて下さい」

　レンは魔物図鑑を呼び出すと、結けつ晶しよう板ばんの上にドラゴンの鱗を置いた。

　レンが「検索実行ルート・デイテイクテイヴ！」と唱えると共に、結晶板の上に図が浮かび上がる。中央に十字が描かかれた円の、左上辺りに光が灯ともった。

「反応ありました。ここから北西、それほど遠くありません」

「おお、助かったぞ、レン！　それでは向かおう！」

　クルマが手を叩たたき、シオン達は再び探たん索さくを開始した。

　やがて一行は、岩いわ肌はだにぽっかりと空いた大きな穴を見つける。洞どう窟くつだった。

「間違いありません。図ず鑑かんが指しています。ここがドラゴンの巣ですね」

　レンの言葉に、シオンは頷き、周囲を観察した。

「他の奴等はまだ来ていないみたいだな。オレ達が一番乗りだ」

　ひとまず安心して、シオン達は洞窟の中へと足を踏み入いれる。

　外の光が薄れ始めるのに、クルマが大きなカンテラを取り出して火を点つけた。

「相当に大きな洞窟ですね。まあ、ドラゴンが住すみ処かにしているのだから当然ですが」

　ぼやりと照らされた明かりの中、レンが頭上を仰あおぎながら言う。

「ところで少し気になっていたんですが……ここは巣なわけですし、ドラゴンが大量に居たらどうします。わたし達は三人しかいませんが、対処できるでしょうか」

「図鑑には光が一つだけだったじゃろ？」

「これはあくまで、対象とする存在がどこに居るのかを知る為ためのものです。ドラゴン全てを探り当あてるわけではありません。もし奥おくに沢たく山さん居ても、こちらは分からないんです」

　クルマの問いにレンが答える。だがその心配は無用だった。

「安心しろ。ドラゴンは単体で生せい殖しよくできる魔物で知られている。子を産むのに伴はん侶りよを必要としないんだ。加えて一匹ぴきでも十分に生きていけるから、基本的に群れることを好まない。つまり、ドラゴンは巣に一匹だけだということだ」

「あ！　そういえば、そうでしたね。でも、子どもなんかがいるんじゃ？」

「ドラゴンが一度に子を産む数は少ない。せいぜいが一匹や二匹。それにすぐ成長し、巣立って居なくなる。つい最近生まれた奴やつは、クルマの話に依よればもう狩られた後だ」

　それに、とシオンはつけ加えた。

「仮に居たとしても、子どもの内なら大した相手じゃない。オレやお前が居れば倒せるさ」

「……そうですか。じゃあ、ひとまずは大丈夫そうですね」

　安あん堵どしたような表情で、レンは先を歩こうとした。

　が――次の瞬しゆん間かん、暗くら闇やみから何かが飛び出してくる。

「きゃあっ!?」

　反射的に飛とび退のいたのが功を奏した。彼かの女じよが先さき程ほどまで居た場所に、紫むらさき色いろの煙けむりのようなものが生じる。クルマがすぐにカンテラを掲かかげ、襲しゆう撃げき者しやの正体を明らかにした。

　端たん的てきに言ってしまえば、巨大なキノコだ。しかし小さな手と足がついており、軸じくの部分に凶きよう悪あくな目と口がついていた。しかも一匹ではなく、後から後からやってくる。

「これは……マタンゴですか!?　居たじゃないですか、ドラゴン以外にも！」

　レンが非難してくるのに、シオンは端的に返した。

「他に魔ま物ものが居ないとは言ってない」

「それはそうですけど！」

「湿気を好む魔物じゃ。ドラゴンとは関係なく棲みついたんじゃろう」

　クルマが地面にカンテラを置いた。いつでもシオンに武器を渡わたせるようにだろう。

「クルマ、一番だ」

　シオンはクルマから長ちよう剣けんを受け取ると、無造作に構えた。

「シオンさん、わたしが魔法で援えん護ごしますから、その間に！」

「必要ない」

　地を蹴けった直後――シオンは剣でマタンゴを横よこ薙なぎに両断していた。返す刀で別方向から攻こう撃げきを仕し掛かけて来た相手を、貫つらぬいて倒す。

　と、別の一匹が、傘かさを振り回まわした。再び煙――いや、粉ふん塵じんが噴ふん射しやされる。

　シオンは素す早ばやく外がい套とうを掴つかんで鼻と口を覆おおった。

「マタンゴの毒粉は鼻び腔くう口こう腔くう摂せつ取しゆだ。そこさえ塞ふさげば問題ない。二人もそうしろ！」

　指示をしてから毒の粉塵へと突っ込み、怯ひるんでいるマタンゴに向けてシオンは刃やいばを振り下おろす。両断された体が左右に分かれて地面に落ちた。

　その調子で、瞬またたく間にその場に居た全てのマタンゴを、シオンは倒してしまう。

「は……早はや業わざですね」

　呆気あつけに取られている様子のレンに、シオンは鼻を鳴らして剣を鞘さやに納めた。

「こいつの図鑑情報は出で揃そろってるからな。もう用はない。先に進むぞ」

「ん。待て、シオン」

　シオンから剣を受け取っていたクルマは、得物を荷物に仕し舞まってから、マタンゴに近付いていく。

「丁度昼時じゃ。腹が減っては戦が出来んというじゃろう。飯にせんか」

「それはいいですけど……まさかマタンゴを食べる、とかではないですよね？」

　警けい戒かいしているレンにクルマはあっさりと言った。

「食うが？」

「当たり前のように言わないで下さいよ!?」

　レンの突っ込みにも、クルマの態度は変わらない。

「遠えん慮りよするな。ワシが調理してやろう」

「いや遠慮とかではなく。本当に遠慮とかではなくてですねクルマさん。ひどく毒々しい色をしているんですが……クルマさん？」

　なんとか止めようとしているレンには構わず、クルマはシオンが仕留めたマタンゴを持ち上げた。

「他の奴等はまだここを突つき止とめてはおるまい。少しくらいの休きゆう憩けいは大丈夫じゃ」

「そういうことを心配しているわけではないんですが……」

「まあ、いいだろ。確かに腹が減った」

　シオンは地面に座すわり込んだ。レンはまだ引っかかっている様子だったが、うきうきと準備を始めたクルマを見て、諦あきらめたようにこちらの隣となりに腰かける。

「……マタンゴって毒があるのに食べられるんですか？」

　それでもまだ不安なのか、質問したレンに、クルマは包丁を取り出しながら告げた。

「うむ。毒どく袋ぶくろと呼ばれる臓器は胴どう体たいにあってな。こうすれば良いのじゃ」

　切れ足鋭い刃で、クルマがマタンゴの笠かさと胴体を切り分ける。

「笠の部分は歯は応ごたえが良い。焼いてから多少の味付けをするだけで、十分に美味いのじゃ」

　いそいそと鞄かばんから出したのは、束ねられた木の枝と、簡易的な竈かまどだった。細い鉄の棒を組み合わせて作られており、クルマはそれを、纏めた木の枝の上に置く。

「レン、魔法で火を点けてくれ」

　クルマからの要求に応こたえて、レンは魔法を使い、木の枝に火を放った。

　炎えん上じようしたのを見て、クルマは更さらに取り出した網あみを竈にかける。

　その上にマタンゴの笠を置くと、炙あぶり始めた。やがて辺りにこうばしい香かおりが漂い始め、ひっくり返した笠からふつふつと水すい滴てきのようなものが浮かび始める。

「この水分が旨うま味みの成分じゃ。ここにこれをかける」

　クルマは懐ふところから瓶びんを見せる。中には漆しつ黒こくの液体がなみなみと入っていた。

「……魚ぎよ醤しようか。用意がいいな」

　シオンが見み抜ぬくとクルマは無む邪じや気きに笑う。

「そう。魚と塩を漬つけこんで作った調味液じゃよ。こいつがあるとないとでは、マタンゴの網あみ焼やきの仕上がりが全く違ちがってくる」

　クルマが瓶の蓋ふたをとって、魚醤をさっと降りかけた。途と端たんに、なんとも言えない食欲を刺激する匂においが辺りに漂い始める。

「……美味しそうですね。もう食べてもいいんですか？」

「まだじゃ。最後の仕上げが残っておる」

　身を乗り出したレンを止めて、クルマは更に荷物から木箱のようなものを掴みだした。開けると、鮮あざやかな薄うす黄き色いろをした四角形のものが入っている。

「おいおい、バターまで用意しているのか。よく溶とけなかったな」

「保冷効果のある袋に氷と一緒に入れておったからな。これがなければ味気ないじゃろ」

　こいつの食へのこだわりに関しては敵かなわないと、シオンは思わず吹き出だした。

　クルマは素早くナイフでバターを切ると、網全面を占せん拠きよしているマタンゴの笠の数か所に置いていった。高温で熱せられてすぐにとろけ、ゆっくりと笠の上に広がって行く。

　その後、クルマの使う包丁によって、マタンゴの笠は細かに分断された。

「さあ、食べるが良い。今がその時じゃ」

　待ちきれないとばかりにレンは、「いただきます！」とクルマから手て渡わたされたフォークで、マタンゴの笠を突き刺さす。口に運んで、「あちっ！」と言いながらも、懸けん命めいに咀そ嚼しやくした。

「お、美味しい……！」

　途端、陶とう酔すいするような顔で、頬ほおに両手を当てる。

「……確かにこいつはいいな。酒が欲ほしくなる」

　シオンもキノコ類は好きだが、その中でもこれは群を抜いていた。肉厚で、噛み締しめると旨味が口全体に広がっていく。

「マタンゴがこんなに美味しいなんて！……見た目はかなりひどいですけど」

「それを乗のり越えると至上の味が待っておる。美食とは時に人へ試練を与あたえるのじゃ」

　自身もマタンゴの笠を堪たん能のうしながら、クルマは口の端はしを上げた。

「ちなみに――ワシは食うたことはないが、軸の部分は笠より数段美味じゃそうじゃぞ」

「え……!?」

　レンの視線が、放置されている軸へと向く。無意識にだろう、大きく喉のど元もとを動かした。

「食うと死ぬけどな。ほぼ確実に」

「…………ですよね」

　シオンの忠告に、レンは心なしか肩かたを落とす。

「どうじゃ、分かったじゃろう。ドラゴンの肝を生で食したいというワシらの想おもいが」

「うっ……いや、まあ、そうですね。少しだけですが」

　欲望に負けた自分を恥はじるように、レンが頬を朱しゆに染めて、咳せき払ばらいした。

「げに美食というのは罪深いものよ。本来生き延びる為にする行こう為いであるにも拘かかわらず、死に直結すると知っておっても、止められんのじゃから」
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　クルマがしみじみと語っていたその時――事件は起こった。

　突とつ如じよとして洞どう窟くつ内ないに咆ほう哮こうがこだますると、奥の方から何かがやってきたのだ。

　それは暗闇から飛び出すと、大きく跳とび上がり、こちらに向かって拳こぶしを振り落とした。

　咄とつ嗟さに飛び退くシオン達たち。だが、犠ぎ牲せいは免まぬかれなかった。

　置いていた竈が、無む惨ざんに叩き潰されたのだ。

「ああああああああ！　またマタンゴの笠が残ってたのにぃぃ……！」

　レンが絶望的な顔になる。

　シオン達の前に現れたのは、見上げるほどの図ずう体たいを持つ魔物だった。

　全身が石で出来ており、頭がない代わりに、首元に小さな目と口がある。

　所々に、まるで染められたかのような銀の色がついていた。

「ゴーレムか。ドラゴン以外にも色々と棲みついてるな」

　シオンは、残っていたマタンゴの笠を口の中に放ほうり込んだ。

「レン！　こやつは魔ま物もの図ず鑑かんに掲けい載さいされておるか!?」

「はい！　ページは既に完成しています！　ゴーレム、主にダンジョン内に棲み、石を取り込むことで体を形成する！」

　クルマの質問にいつになく素早く答えるレン。見れば既に図鑑を召しよう喚かんしていた。

「ですからシオンさん、心置きなく討とう伐ばつして下さい！　速すみやかに！」

「お……おう、そうだな」

　いつもと違う相棒の調子に面食らっていたシオンだったが、彼女が非常に怒おこっていることに気付く。マタンゴの笠を台無しにされたのがよほど腹立たしかったのだろう。

「シオン、受け取るのじゃ！」

　更にクルマまで、率そつ先せんして武器を投なげ渡してくる。鉄てつ槌ついだった。彼女もまた、憤いきどおりの真っ最中らしい。

「運が悪かったな、お前。大事な食事を邪じや魔まされて、オレも苛いらついてるんだ。悪いが、手加減はしない」

　鉄槌を担かつぎ、シオンは走り出した。

　ゴーレムが唸うなり声ごえを上げて、こちらに向かって拳を振り上げる。

　だが、シオンは足を止めて、鉄槌を盾たてにした。相手の攻撃を防いだことで、衝しよう撃げき音おんが伝わる――それを感じるか否いなかといったところで、一いつ旦たん下がり、思い切り腰を捻ひねる。

　その勢いを生かして、鉄槌をゴーレムの胴体に叩きつけた。石が無惨に砕くだけ、地面に飛び散る。相手がたじろいだ隙すきを逃のがさず、立て続けに打って出た。

　間かん髪はつを容いれず放たれる鉄槌によって、ゴーレムは次々と体を失っていく。

　ついにはふらふらの状態になったところで、跳ちよう躍やくしたシオンが頭ず蓋がいに鉄槌を叩きこむと、相手は倒れ込んだ。微び動どうだにしなくなったことを確かく認にんして、レンに声をかける。

「手伝ってくれ」

「承知しました。ゴーレムは再生力が異常に高いですしね」

　その通り、とシオンは頷いた。ゴーレムはわずかな欠片かけらでも残ってたら、そこから時間をかけて完全復活する。だからなるべく早く、徹底的に粉ふん砕さいする必要があった。

「ワシもやろう」

　クルマは腕まくりしながら、鞄より金づちを二本取り出して、片方をレンに渡した。

　それから三人で、黙もく々もくとゴーレムの岩を粉こな微み塵じんにしていく作業にとりかかる。

「あっ――つ……！」

　その途と中ちゆうでレンが顔をしかめた。金づちをもった手首を、別の手で押おさえている。

「随分と硬かたい岩がありますね……」

　彼女がやられたのは、銀の色をした石だった。シオンはそれを手にもって眺ながめる。

「こいつは鉱石だな。洞窟内にあるものをゴーレムが取り込んだんだろう」

　シオンの鉄槌があれば、破は壊かいは容易だった。しかし――。

「どうしたんじゃ、シオン。鉱石をじっと見つめて」

「ああ、いや。なんでもない」

　つい考えに耽ふけってしまったところで、クルマから声をかけられて我に返る。

　結局、ゴーレムの体を木こっ端ぱ微塵に出来たのは、そこから数分後のことだった。

「ああ、マタンゴの笠が……」

　レンがお菓か子しを取り上げられた子供のように悲しむ。

「また機会があれば作ってやるから、今は諦めるのじゃ」

「ほ、本当ですか？」

「うむ。今回のような調理法だけではない。牛の肉を細かくして炒いためたものを詰つめて揚あげてもよいし、出汁だしで煮込んでから、海老えびを潰して練ったものを挟んでも美味い。利用法は色々じゃ」

「……楽しみにしています」

　自然と浮うかび上がってくる笑えみを、必死で抑おさえつけるようにして、レンは言った。

　魔物食材へのはまりの兆候が出ているなと思ったシオンだったが、今は黙って見守ることにする。

「ま、それなりに腹ごしらえしたところで、そろそろ行くか。ドラゴンがお待ちかねだ」

　二人に声をかけると、シオン達は再びドラゴン探索に戻もどった。

　とは言え、いかにドラゴンの住処であるとはしても、そこまで広い洞窟ではない。

　やがては無事に、最さい奥おうへと辿り着くことになった。

　ひと際広い空間を――それでも全て席せつ巻けんしてしまうほどの、巨きよ体たいがある。

　長く、太い胴体に、びっしりと生えた緑の鱗。背には畳たたまれた蝙蝠こうもりに似た被ひ膜まくのある双そう翼よくと、馬のような鬣たてがみが生え、後ろからは長大な尾が見事なまでにとぐろを巻いている。

　首から上は、強きよう靭じんな顎をもつ頭があった。時折わずかに開かれる口には剣のような、らんぐいの歯が生えている。鋭く尖とがっている目はしかし、今は閉じられていた。

「い、生きているところは、初めて見ました。あれがドラゴン……」

「静かに。ドラゴンは音に敏びん感かんなんだ。気づかれるぞ」

　シオンの注意に、レンは急いで自分の口を手で閉じると、小さく頷うなずいた。

「見た目としてはエメラルド・ドラゴンだな。種としてはさして珍しいわけでもない」

「ええ、そうですね。図鑑にも登録されています」

　囁ささやくような声で答えながら、レンはこっそりと魔物図鑑を呼び出して確認する。

「ま、どの道、高ランク魔物だ。図鑑の更こう新しんは今回、措いておく」

「だと思いました。……ところで、あのドラゴン、眠ねむっているんでしょうか」

「恐らくはな。ドラゴンは一日の大半は寝ねて過ごしてるんだ」

「随ずい分ぶんと自じ堕だ落らくですね」

「逆に言うと強さの表れでもある。寝ている時っていうのは一番無防備な状態だ。それが容易に出来るっていうのは、己おのれが危害を加えられない状じよう況きようにあると知っているか、もしくは加えようとしても出来ないような存在だという自信があるかのどっちかだからな」

「……なるほど。ドラゴンは後者というわけですか」

　正に魔物の王者とも呼べる風格である。

「さて……どうするシオン。このまま捕らえることが出来るならそれが一番じゃが」

　シオンの傍そばに跪ひざまずいて、クルマが相談してきた。

「そいつは難しいだろうな。さっきも言ったがドラゴンの聴ちよう覚かくはどんな魔物よりも優すぐれてる。いくらこっそり近寄ろうとしてもすぐに見つかるだろう」

「では他に何か方法があるんですか？」

「お前のことだ。持ってきてるんだろ、クルマ」

　こちらの問いかけに、クルマは笑みを漏もらす。

「お主には敵わんな。……ほれ」

　鞄に手を突っ込んでクルマが引っ張り出したのは、紙で包まれた丸い球だった。

「なんですか？　それ。前みたいに光を出すものですか」

「いや、違う、見てな」

　シオンはクルマから球を受け取ると、ゆっくり慎しん重ちように立ち上がる。

　次いで、それを天てん井じように向かって放り投げた。

　緩やかな軌き道どうを描く球が、丁度ドラゴンの頭上辺りまで来た時。

「クルマ、九番だ」

　シオンが弓を受け取ると、クルマは火打石で矢先に炎ほのおを灯した。

　弦つるを引ひき絞しぼると、シオンは矢を放つ。落下し始めていた球を、真まっ直すぐ飛んだ矢が貫いた――直後、凄まじく派手な音が連続して鳴なり響ひびく。

「な、なんですかこれは……!?」

　まるで祭りでも始まったかのような騒さわぎに、レンが耳を塞いだ。

「爆ばく弾だんだ。あの球の中に更に小さいやつをいくつも仕込んであった」

「こんな大きな音、ドラゴンが起きてしまいますよ!?」

「寧むしろそれが狙いなんじゃ」

　シオン達が話し合っている間に、ドラゴンが目を覚ました。驚いたように体を起こして、辺りを見回しながら口を開ける。

　刹せつ那な――洞窟中を震わせるような咆哮が、放たれた。

　痺しびれるような衝しよう撃げきにレンは自らの体を抱いだく。

「ほ、ほら、怒ってます。逆効果ですよ！」

「……どうかな」

　シオンの言葉を証明するかのように、ドラゴンはそこで奇き妙みような動きを見せ始めた。

　明後日あさつての方を向くと、そちらに対して唸り出す。

　かと思えば別の方角に対して尻尾しつぽを振るい、威い嚇かくするように地面に叩きつけた。

「……なにをしているんでしょうか」

「聴覚をやられて混乱してるのさ。お前だって寝ね起おきにいきなり耳元で怒ど鳴なられたら、何が起こったか分からなくなるだろ」

「あ、ああ、それで爆弾を……！」

「聴覚が鋭えい敏びんであればそれを利用してやればよい。今の内じゃ、シオン！」

　クルマに肩を叩かれて、シオンは飛び出す。

「クルマ、七番と十番だ！」

　投げ渡された二つの物を、シオンは掴み取った。鎖くさり付きの分銅だ。スライムを捕獲する際に使ったものである。もう一つは、槍やりだった。

「レン、一いつ瞬しゆんでもいい、ドラゴンの目をくらませることは出来るか!?」

　レンが頷いたのを見て、シオンは分銅を振り回し始めた。

　その間にドラゴンは動どう揺ようから立ち直ったようだ。こちらに気付いて巨体を動かし、遥はるか頭上から見下ろしてくる。

　ただ先程の攻撃で隙が生じた為、シオンは既に相手に肉にく薄はくしつつあった。そのまま跳び上がろうとすると――ドラゴンが大きく口を開いた。喉のど奥おくに紅色の塊かたまりが生じる。

「シオン、来るぞ！」

　クルマが警告した瞬間、ドラゴンは大量の火を吐はき出した。

　薄うす暗ぐらい洞窟内が昼間の如く明るくなるほどの熱波が、辺り一帯を嘗なめる。

　シオンは目の前を炎が覆うのを見るが、動どう揺ようすることなく槍を天井に向かって投げた。しかし手から抜ぬけたのは半分だけだ。細い糸で繫つながれた先せん端たん部分が天井に突き刺さり、次いで組み込まれた仕掛けにより、こちらの体を引っ張り上げる。

　間かん一いつ髪ぱつというところで、シオンは紅ぐ蓮れんの嵐あらしから逃れることが出来た。すかさず叫さけぶ。

「レン、光だ！」

「破壊の神ディルグよ。汝なんじが力借り受ける。走れ黄金。轟とどろけ咆哮。地に落ちて今、ここに顕けん現げんせよ、雷らい撃げきッ！」

　レンの手によって生じた雷かみなりが、ドラゴンの眼前で弾はじけた。強い輝かがやきが網もう膜まくを焼き、相手はわずかな間だけ目を閉じる。

　その隙を逃さず、シオンは分銅を投げた。柄つか部分の出っ張りを押すと、網が展開され、ドラゴンの口を包み込む。だがそれだけは終わらず、シオンは槍から手を放すと相手の頭に降り立ち、分銅についていた長い鎖を使って口を完全に縛しばり付つけた。

「火は封ふうじたぞ、クルマ！」

「用意は出来ておる！」

　真下でクルマが走り、ドラゴンの足元に滑すべり込んだ。彼女の手には野生の動物を捕らえる際に使う、歯のついた輪っか状の罠わなを巨きよ大だい化かしたものがあった。

「対ドラゴン用の特別性じゃ。一度挟はさまれれば逃れられんぞ！」

　クルマは次々と罠をドラゴンの足首付近に仕掛けていくが、口を塞がれていたことに気をとられている相手は気付かず、あっさりと引っかかった。

　甲かん高だかい音が鳴って歯が跳はね上がり、固い鱗を破って食いつく。

　絶ぜつ叫きようが迸ほとばしり、ドラゴンはどうにか罠から逃れようとしたが、クルマの言う通り極きわめて頑がん丈じようで壊こわれる気配すらなかった。

「捕ほ獲かく完かん了りようですか!?」

「とりあえずはな。最後にこいつを使う」

　シオンはドラゴンから飛び降りると、レンに瓶を見せる。

「眠ねむり薬ぐすりだ。強力な代しろ物もので通常の魔物相手なら数秒程度でぐっすりだ。ドラゴンなら十分ってところだろうな」

「初めて見ましたよ、そんな物」

「今回の為にオレが薬草や実を調合して作った。特にドラゴンに効き易やすいようにな。一つしかないから、動きを拘こう束そくするまでは不用意に使う訳にもいかなかったが」

　言って、シオンは瓶をドラゴンに向かって放り投げた。額の辺りで砕け散ちり、中身が暴れる相手の目や口の隙すき間まに流れ込んでいく。

「後は待つだけだ。お疲つかれさん」

「いや、助かったぞ、シオン！　さすがの手て際ぎわじゃったな」

　クルマが喜色満面といった様子で近寄って来た。

「眠った後にドラゴンを運ぶのは、ワシが単独で街に戻って人を手配する。シオン達はそれまで休んでおれば良い」

「そうですね。ドラゴンの傍でくつろぐのは難しそうですが……」

　と、レンが苦く笑しようしながら、言いかけたところで。

　――その声を遮さえぎるように、再び大声量が洞窟内に轟いた。

　シオンを含ふくめた全員が振ふり返かえり、目を見開く。そして、

「なんじゃと……!?」

　クルマが、皆みんなの気持ちを代弁するように告げた。

　当然だ。そこには、存在するはずがないもの。

　もう一匹の――エメラルド・ドラゴンが居た。

「ど、どういうことですか!?　ドラゴンは巣に一匹なんですよね!?」

　焦った様子で訊いてきたレンに、シオンは頭を掻かく。

「不味まずいな……。多分、無毒の肝きもの噂うわさを聞いて冒ぼう険けん者しやが急増したせいで、近辺のドラゴンが大量に狩かられ始めたんだ。さすがに王者達も、危機感を覚えて普ふ段だんにない行動をとるようになったんだろ」

「つ、つまりは、協力して巣に棲み、襲撃者を撃げき退たいすることにしたということですか!?」

「ま、そんなところだ」

　縄張りを共有してでも、死を回かい避ひしようとしたのだろう。強敵で知られるドラゴンも、人間の欲には敵わなかったということか。ともあれ、

「不味いぞ、シオン、道具や罠は既に使い果たしておる！」

「捕つかまえたドラゴンが眠るまで逃にげてから、道具を回収しては!?」

「ダメじゃ。もし何かの拍ひよう子しで目覚めたらそれこそ取り返しのつかない事態になる！」

　狼ろう狽ばいする二人に対して、シオンは軽くため息をつくだけだった。

「クルマ、四番をくれ」

「四番じゃと？　そんなものでなにを」

「詳くわしく説明している間に、全員焼き殺されるぞ」

　こちらの言葉が尤もつともだと思ったのか、クルマは鞄から取り出したものを投げて寄よ越こす。

　受け取ったシオンは得物を鞘から抜いた。剣だ。ただし刃は短く、小型の魔物や人間相手であるならいざ知らず、ドラゴンにとっては玩具おもちやに等しい。

「クルマ、こいつは生いけ捕どりじゃなくてもいいんだろ？」

　目の前で殺意を剥むき出だしにするドラゴンを見つめながら、シオンは冷静に言った。

「そ、それは構わんが……」

「了解。――だったら簡単だ」

　短たん剣けんを手に、シオンは飛び出す。

「シオンさん、一人では……！」

　レンが呼び止めてくるが、耳を貸さずそのまま突っ込んだ。

　ドラゴンはこちらの姿を見て目を細めた。表情は分からないが、どことなく馬ば鹿かにされている気配はある。相手からすれば人間など鼠ねずみに等しい存在なのだから、そうなってもおかしくはないだろう。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった態度で上体を反らすと、ドラゴンが火か炎えんを吐き出した。

　先ほどのように怒っておらず、冷静さを保っている為か、範はん囲いは狭せまい。それで充じゆう分ぶんだと思っているかもしれない。が――その甘あまさが、勝敗を分けた。

「窮きゆう鼠そ猫ねこを噛かむって言葉あるだろ」

　シオンは真横へと転がって火を避よけると、更にドラゴンへと接近した。相手は尻尾を振るってくるが、それも地面に滑り込むようにしてかわす。頭のすぐ上を、当たれば即そく死しの攻撃が通り過ぎていくのを見ながら、体勢を立て直した。

　ドラゴンがこちらを踏ふみ潰つぶそうとして、巨きよ木ぼくのような前まえ脚あしを持ち上げたが。

「知らないなら覚えておくんだな。――鼠を嘗めると、噛みつかれるぞ」

　跳躍し、シオンはドラゴンの脚に跳び乗った。そのまま胴体を素早く登って行く。

「すごい……あんな状態でよく落ちませんね……」

　驚おどろいているのは後ろのレンだけではない。ドラゴンもだった。

　シオンはドラゴンの滑なめらかな肌はだを指先でなぞりながら駆かけ上がり――喉のどの辺りで止まる。

「……ここだ！」

　腕を引くと、剣の切っ先を突き入れた。度どし難がたい硬さを感じたが――それは一瞬。

　刃はドラゴンの鱗と鱗の間に入り込み、内部に深く刺さり込んだ。

　一瞬の静せい寂じやく。

　そして――絶叫。相手が体を悶もだえさせ、渾こん身しんの力でこちらを振り払はらってきた。

　シオンはあえて逆らうことなくそれを受け入れ、空中に放り出されると、レン達の前に着地する。

「シオンさん、お怪我けがはありませんか!?」

　真っ先に走り寄って来たレンに対して、シオンは「問題ない」と微笑ほほえみかけた。

「しかしシオン、あのドラゴンに小さな剣を一本刺したところで通じるとは思えんが……」

「そうでもないさ。見ろ」

　不安げな面おも持もちをしていたクルマだったが、シオンの言葉にドラゴンへと視線を移す。

　そこで彼女は瞠どう目もくした。

「……これは」

　ドラゴンが、苦しげな火炎混じりの息を吐きながら、よろめいていた。

　しかも、そのまま、ゆっくりと倒たおれ込んでいく。

　地じ響ひびきを立てながら、沈しずんだ相手は、二度と立ち上がることはなかった。

　クルマは目の前で展開された光景の真実を確かめるべく、走り出すと、ドラゴンの傍でしゃがみこんだ。しばらく様子を確かめていたが、間もなく信じられないように呟つぶやく。

「……死んでおる」

「そんな。さっきのシオンさんの一いち撃げきだけで!?　どうやったんですか!?」

　シオンは短剣を鞘に仕舞いながらレンに答えた。

「逆げき鱗りんって知ってるか。完かん璧ぺきに見えるドラゴンに共通して存在する、唯ゆい一いつの弱点だ」

「そ、それは聞いたことがありますが」

　レンは召喚した魔物図鑑で、エメラルド・ドラゴンのページを呼び出す。

「……攻こう略りやく法ほうに該がい当とう項こう目もく。『ドラゴンにとっては急所に等しく、深く傷つけられれば致ち命めい傷しように至る』……ですね」

「うむ。鱗のすぐ下に臓器があるんじゃ。あれだけの巨体じゃからな。血液を全身に行いき渡らせるのに心臓一つでは足りんから、その補助として備わった二つ目の臓器である、という説もある。故ゆえにこそドラゴンは逆鱗に触ふれられるだけでも怒いかり狂くるうというが……」

　クルマは深く感心したようにこちらを見てきた。

「ただ、ドラゴンの逆鱗を仕留めれば確かに討伐は簡単であるものの、あれはそう易やす々やすと見み極きわめられるものでもない。文字通り鱗が逆になった部位じゃが、違いはほとんど分からぬ。それをあれほどの一瞬で探さぐり当てるとは」

「見たわけじゃない。触れたんだよ」

　自らの指を立ててシオンは告げる。

「逆鱗の場所はほんのわずかだが皮ひ膚ふが柔やわらかくなっている。それを感じ取ったんだ」

「だとしても常人には出来る芸当ではないぞ」

「……ま、慣れみたいなものだな」

　シオンがクルマに言葉を返していると、レンが「あれ？」と素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「このドラゴン、別種じゃないですね。図ず鑑かんが反応しません」

　睡すい眠みん薬やくが効いて眠っているドラゴンに対して、見識を使っていたようだ。

「ああ。やっぱりか。多分だが、そいつはただのエメラルド・ドラゴンだ」

「では、どうして肝が無毒に……？」

「それに対するオレの考察を述べる前に、クルマ。二匹目が現れたのは予想外だったが、不幸中の幸いってやつじゃないのか」

「どういう意味です？」

　首を傾かしげたレンにシオンは、捕ほ獲かくしたエメラルド・ドラゴンを指差した。

「こいつは生け捕りに出来たんだから、もう一匹の方は必要ないだろ」

　にやりと笑って、

「――この場で肝を生で食ってみないか？」

「おお！　そうじゃな。良い考えじゃ……と思ったが、こやつの肝も無毒なのか？」

「そっちは心配ない。さっきゴーレムを倒した時にもしかしてと思ったんだが、案の定だ」

　シオンは歩き出して、眠っているドラゴンの傍へ手を伸のばした。

　地面に落ちていたものを掴み取とって、クルマに放る。受け止めた彼女は、その正体を確かめて声を上げた。

「これは……さっきのゴーレムの体についていた鉱石じゃな」

「ドラゴンが何を餌えさにしているか知ってるか？」

「確か、鉱石ですよね。銅とか鉄とか」

　レンが見識士としての知識を披ひ露ろうする。

「そうだ。ドラゴンが洞どう窟くつを好んで棲すむのはその為ためだと言われている。で――その鉱石、クルマ、見たことあるか？」

「ん……。そういえば、ないのう。銀を含んでいるのかと思っておったが、よく見ると色や輝きが似ているだけで別物じゃし」

「詳しいことは調べてみないとはっきりしないが、恐おそらくそいつは未発見の鉱石だ」

「……言われてみればそうかもしれんの。しかしそれがどうかしたか？」

　クルマは魔物食材屋であって鍛冶かじ屋やではない。鉱石が珍めずらしいものであったとして、それほど興味を惹ひかれている様子はなかった。しかし、

「この洞窟に棲んでるドラゴンは、その鉱石を食ったから、肝が無毒になったんだよ」

　シオンがそう言った途端、クルマは目を丸くした。いや彼かの女じよだけでなく、レンも同じ反応をしていた。二人とも、そんなことがあるのかという表情だ。

「生物がもつ毒ってのは大体において、二つの意味を持つ。一つは蛇へびや蜘蛛くものように獲え物ものを獲とる為の武器。もう一つは、食われないようにする為の防衛手段だ。魚の場合はヒレや棘とげにあることが多いな」

「……ん？　でも肝に毒があるということは、武器ではありませんよね。かと言って臓器なんだから防衛手段でもない」

「そう。ここでもう一つ、例外として毒が備わる条件がある。――食った餌による影えい響きようだ」

「ということは、ドラゴンの肝が毒化するのは鉱石の成分によるものだというのか？」

　クルマがまさか、と眉まゆを顰ひそめた。

「オレの見解ではな。東の方で良く食べられる河豚ふぐって魚も肝に毒があるんだが、そいつも食ったものの成分が蓄ちく積せきした結果だって言われている。ドラゴンも同じ理り屈くつだろうよ」

「……ちょっと待て。ではあれか。このドラゴンが特別な種ではなく、この洞窟にある鉱石を食わしていれば、どんなやつでも肝を無毒化できるということか!?」

「まあ、早い話がそういうことだ。多分だがこの鉱石には、ドラゴンの肝を無毒化する成分がある。だからオレが倒したドラゴンでも肝を食うのは問題ない。一いつ緒しよの洞窟に居たってことは、同じ鉱石を餌にしていたということだからな」

「なんということじゃ……！　では事はドラゴン一匹ぴきの話ではない！」

　クルマは手をわなわなと震ふるわせながら、洞窟中に響くほどの声を張り上げた。

「この鉱石さえあれば、無毒の肝を手に入れ放題ではないか――ッ！」

　子どものように歓かん喜きし、跳んではしゃぐクルマ。

「まあ、他のドラゴンを扱あつかう場合でも生け捕りにして鉱石を食わせ続けなきゃいけないから、大変なことは大変だけどな」

「それでも種にとって肝の味の格というものはあるのじゃ。サファイア・ドラゴンやオニキス・ドラゴンでやってみよ！　大おお儲もうけ間ま違ちがいなしじゃ！」

「良かったですね、クルマさん！」

「うむ！　そうと決まれば、伝つ手てを頼たよって色々計画を練らんとな！……と、いうところで」

　クルマはレンに答えながら、降ろした荷物から大きな袋を取り出す。

「血沸わき肉躍おどる商売の前祝いに、このドラゴンをさばいてみせよう！」

　ドラゴンの死体を前にして、クルマはまず、袋の中から巨きよ大だいな道具を掴つかみ取った。見た目はシオンが使っている鉄槌のようだが、叩たたき潰す為に使う表面にギザギザの歯が彫ほられている。

「クルマさん、なんですか、それ？」

「ドラゴンの鱗うろこを剥はぐ為のものじゃよ。まずこれをせんと刃は物ものが通らんからな。さて――いざ、参る！」

　クルマは目を輝かせながら、行動を開始した。

　鱗取りをドラゴンの体につけ、縦じゆう横おう無む尽じんに振り回まわし始める。その度に表面が滑り、凄すさまじい勢いで鱗が剥がれた。あれほど強固に肌にくっついていたものが、みるみる取れていき――宙へと大量に舞まうと、緑色の雪を思わせるように降り注ぎ始める。

「そしてぇ、鱗がとれたら、次は捌さばきじゃ！」

　鱗取りを放りだすと、次にクルマが手にしたのは愛用の包丁だ。ドラゴンの腹に突つき刺すと、大だい胆たんに切きり裂さいていく。

「手際がいいですね……一流の料理人みたいです」

「それだけじゃない。ドワーフ族の腕わん力りよくあってこその技わざだな」

　何せ相手がドラゴンだ。普ふ通つうの人間であれば、あんな魚をさばくように容易たやすくは出来ないだろう。

「よし、開くぞ！」

　クルマが切り口に手をかけて上げると、ドラゴンの中身が垣かい間ま見みえた。大量の血が流れ、骨や臓器が湯気を立てる。

「うっ……これはちょっと見たくないかもです」

　視線を逸らすレンに、シオンは肩を竦すくめた。

「豚ぶただって牛だってドラゴンだって生き物だ。オレ達はそいつを解体して加工した上で食ってるんだぞ」

「分かってますが……いえ、そうですね。しっかりと確認します」

　気合を入れるようにして、レンはドラゴンの解体作業を見つめ出す。そこまでさせるつもりは無かったが、本人がやる気になっているのだからと、シオンは微び苦く笑しようするだけに止とどめておいた。

「よし。今度はこれじゃ」

　次にクルマが使おうとしたのは、ハサミだった。

「ドラゴンの肝は簡単には引き剥がせんからな。これで繋つなぎ止とめている部分を切って、と」

　躊躇ためらいなく上半身を突っ込んで、ドラゴンの体の内部をまさぐるクルマ。幼い子どものように見える彼女がそうしている様は、かなりの不気味さがあった。

「――よし、とれた！」

　本人的にはまるで気にする様子はなく、血まみれになりながら肝を引っ張りだす。彼女の体よりも大きく、陶とう器きのように真っ白な代物だった。

「後は酒をかけて、と」

「ああ、もう、クルマさん、その前に血を拭ふかないと」

　レンが歩み寄ると、取り出した布でクルマの顔や肌を拭ぬぐっていく。傍から見ているとやんちゃな妹の面めん倒どうを見る姉のようだ。

「すまんな、レン。礼を言うぞ」

　クルマは大きな革かわ袋ぶくろの中に入った酒を肝に降りかけて、血を流していく。

　それが終わると、包丁で肝の一部を切り取った。

「これにて完かん了りようじゃ！　食ってみるか、レン！」

「……そ、そうですね。これ、本当に毒ないんですよね？」

　クルマから肝を受け取ったレンは、不安そうに手の中にある柔らかな物体を見つめる。

「鉱石が肝を無毒化させる効果を持っている、という仮定が当たっていればの話だが」

「…………」

「どうする。やめておくか？　オレが食って無事だった後にしてもいいが」

「……いえ！　シオンさんの考えを信じます。謹つつしんで頂きます！」

　首を横に振ったレンは、思い切ったように、肝にかじりついた。

「うっ……！」

　直後、顔をしかめて、力が抜けたようにふらつく。

「レン!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　クルマが様子を確かめようとしたその時、

「お……お……」

「お？」

「美味おいしい――ッ！」

　レンはひと際きわ大きな声を上げた。

「美味しいですっ！　口の中でとろけてすぐになくなってしまうんですけど、それでも味の余よ韻いんがずっとあって！　こってりしてるのにしつこくなくて、肉の油とも魚の油とも違ちがう、もっと爽さわやかな、でも、濃のう厚こうさはちゃんとあって……この味をどう伝えればいいのか！」

　いつになく夢中になっている様子に、シオンはクルマと顔を見合わせて笑った。

「じゃあ、オレ達たちも食うか。毒があったら一いち蓮れん托たく生しようだな」

「うむ、我ら生まれた時は違えども、死ぬときは一緒じゃ」

　何やらクルマが格かつ好こういいことを言ったところで、シオンは肝にかぶりついた。

「……くっ……こいつは……確かに極ごく上じようだ……」

　レンが迷ったのも分かる。他に喩たとえようのない味だ。

「ああ……ええのう。やっぱりドラゴンの肝は最高じゃ……」

　クルマも目を閉じてひたすらに堪たん能のうしている。――幸い、シオンの推察通り無毒化は出来ていたようで、それからしばらく経たっても全員に何の症しよう状じようも出なかった。

「はあ……ドラゴンの肝がこんなに美味しいなんて。魔ま物もの食材も馬鹿に出来ませんね」

「そうじゃろう!?　いやぁ、レンにわかってもらえて何よりじゃ！」

「はい。クルマさんが好きになるのも分かります！」

　和わ気き藹あい々あいと話しているレンとクルマの様子を眺めていたシオンは、ふと視線を移した。横たわるドラゴンの死体が、そこにはある。

（久方ぶりに高ランクを相手にしたな。……昔は良く狩っていたものだが）

　遡さかのぼること数年前。まだ自分が、他の冒険者と同じように活動していた時のことだ。

　周囲からは最強だの無む双そうだの持てはやされ、自身もそのことを誇ほこりに思っていた。

（そうだ。あいつに出会うまでは――）

　そこまで思った瞬しゆん間かん、脳のう裏りを過よぎるものがあり、シオンは急いで神経を集中させた。

　生々しく蘇よみがえろうとする『あの時』の記き憶おく。それを、振り払うために。

「シオンさん、どうしたんですか？　少し顔色がお悪いようですが」

　ふと気づくと、レンが心配そうにこちらの顔を覗のぞき込んでいた。

「ああ。いや、なんでもない」

　誤ご魔ま化かして息をつく。そこにクルマが声をかけてきた。

「……シオン。今回の礼じゃ。街に帰ったら、特別なドラゴン料理を馳ち走そうするぞ」

　その、こちらを気き遣づかうような明るい口調に、

「ああ、楽しみにしてるよ」

　シオンは答えて、笑った。
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第四章　破壊の化身







　――それは、いつもと変わらぬ一日になるはずだった。

「目もく撃げき情報だと、この辺りですよね」

　地図を手にしていたレンが立ち止まる。

　シオン達は、街の近くにある山へと来ていた。ギルドで聞いたトレントと呼ばれる低ランク魔物を見つけ、魔物図ず鑑かんのページを更新する為だ。

「ああ。擬ぎ態たい化する魔物だから注意深く見ろよ」

「擬態って……他の何かに化けることですか。魚や虫などがよくする」

　シオンが頷くと、レンは「承知しました」と答え、目を細めて周囲を慎重に眺め始めた。

　その後、しばらく全員が無言のまま、辺りをひたすらに観察するという、奇妙な現象が続く。

「……そういえば、なんですが。最近、ギルドで妙みような話を聞きました」

　すると、トレントを見つけるまでの暇ひま潰つぶしとでも言うように、レンが話を始めた。

「免めん許きよをとって間もない冒険者が、次々と殺されているとか」

「なんじゃそれは。単に最近の新人が腑ふ抜ぬけているというだけの話ではないのか？」

　酷こくな言い方をしたクルマにレンは苦笑しつつ、

「いえ、そうとばかりは言えないようです。なんでも、死体を発見した他の冒険者の話によると、非常に惨むごたらしい有様だったとか。中には、その、骨の欠片かけら程度しか残っていない人も居たそうです。周囲も地面が大きく陥かん没ぼつしていたり、木が何本も倒れていたりと酷ひどく、まるで何か大きなものが暴れ回っていたみたいだったとか……」

「ふむ。どう考えても低ランク魔物の仕し業わざではないの」

「ええ。ただ、彼かれ等らが討とう伐ばつしようとしていたのは、いずれも低ランクばかりのようなんですよね。依い頼らいを達成する途と中ちゆうで、高ランクに出くわしたという可能性もありますが……」

「だとしても連続するのは考えにくいの。まさか新人ばかりを狙ねらう魔物が居るわけでなし。のう、シオン？」

「…………」

「シオン？　どうした？」

　こちらの反応が無いのに、レンが訝いぶかしげな顔を向けてくる。

「ん？　ああ。いや。そんな習性を持つ魔物はオレも知らないな」

　素っ気なく答えながらも、シオンは胸がざわつくような感覚に襲おそわれていた。

（被ひ害がい状じよう況きようや餌の喰くい方から見て、もしかして……いや、まさかな）

　否定と肯こう定ていが、己の中で大きく渦うず巻まいていく。

（あれから数年。姿はおろかわずかな情報も入ってこない。多分、違うだろう）

　半ば強ごう引いんに自分を納なつ得とくさせ、シオンは立ち止まった。

「あの、シオンさん、大だい丈じよう夫ぶですか？　何か様子が変ですが」

「心配しなくてもいい。それよりあれを見ろ」

　レンに返しながら、前方を指差す。

　彼女は視線を移し――間もなく、目を見開いた。どうやら気付いたらしい。

　一見すると、木が林立するだけの光景に思えたが、不自然な物が一本だけある。

　努めて周りの物に似せようとしているが、よく見れば、色や形が他と別物であると分かった。

　クルマが無言で、武器を渡わたしてくる。先端が鉤かぎ爪づめのようになっている長い棒だ。

「……レン。機会を逃のがすな。図鑑に空いている項こう目もくは【習性】と【攻略法】――まずは後者を完成させる」

「ええ、分かっています」

　レンが図鑑を召しよう喚かんしたのに合わせ、シオンは棒を握にぎって一歩踏み出だした。

　そのままじりじりと、見定めた木に向かって近付いていく。

　が、そこで異様な事態が起こった。

　シオンが狙う木の幹に――『目』が現れたのだ。

　きょろきょろと見回す眼球は、不意に、こちらと視線を合わせた。

「不味い。見つかったぞ、シオン！」

　背後でクルマの声がした時にはもう、シオンは走り出していた。

　手にもった棒を勢いよく振るう。即そく座ざに先端部分の鉤爪が外れ、細い縄なわに繋がったそれが伸びて、相手に食くらいつこうとした。

　だが、鉤爪は徐じよ々じよに下降すると、地面に食い込む。相手の姿は既すでに消えていた。

　シオンは視線を右へとやって舌打ちする。木が、高速で移動していた。

　まるで根が多足のようにして蠢うごめき、凄まじい速さで遠ざかっている。こちらの様子を確かめるように振り返った木の幹には、目の他に裂けるような口が出来ていた。

「この……待て！」

　シオンは鉤爪を引っ張り上げて棒に収納すると、奇妙な木――正確にはそれに擬態していたトレントを追う。

「魔物図鑑の情報通りですね！　トレントは襲しゆう撃げき前に見つかると全力で逃げ出すと！」

　こちらの後を追いかけながら、レンが言ってきた。

「ああ。あいつの主な攻こう撃げき方法は奇き襲しゆうだからな。先に正体がバレたり、失敗すると、戦いもせずに逃とう亡ぼうする」

　だからこそ『攻略法』が不完全なままなのだ。不意を衝つかれた冒険者はそのままやられるか、対処できても、向こうが不利だと分かった途と端たんに尻尾を巻くのでその項目を確かめる暇ひまがない。どうにか追いついても、また逃げられない内に無む理り矢や理り倒たおすのが精々で、火に弱いなどの基本的な情報しか揃そろっていなかった。

　その上素材もあまり価値がない為、冒険者から放置されている魔物である。

「それにしても、速いの……！　このままでは逃がしてしまうぞ！」

「そうはいくか。今日こそページを埋うめさせてもらう！」

　トレントの小さくなっていく背を、それでも諦あきらめずに追っていく内に、シオン達はある場所に入り込んだ。広さはかなりあるものの、先が切り立った崖がけになっている。つまりは行き止まりだ。

　シオン達にとっては好都合だった。トレントとの逃亡劇に、やっと幕を引くことが出来るのだから。

「くく……大人しくしてろよ。安心しろ。殺しはしない。情報を聞き出す為にじっくりと、嬲なぶるように痛めつけてやる」

「シオンさん、少しも安心できない上に、言動だけ聞けばただの悪漢です」

「物語などでは主人公にすぐやられる役回りじゃな……」

　レンとクルマが余計なことを言っていたが、シオンは気にせずに鉤爪付きの棒を担かついだ。

「こいつは動きを止める為の武器だが、木の皮を一枚ずつ剥がしていくのにも便利なんだ。少しずつ、だが確実に、追おい詰つめてやる……」

「だからシオンさん、言い方が小悪党みたいですって……」

　突っ込んでいたレンは、しかし、途中で怪け訝げんな声を出した。

「……あれ。なにか、トレントの様子がおかしくありませんか？」

　シオンも眉を顰める。確かにそうだ。

　トレントがこちらに向き直ると、突とつ然ぜん頭を振り始めたのだ。ざわざわと葉は擦ずれの音が鳴り始める。かと思うと――その枝に一つ、また一つと何かが咲さき始めた。

　花だ。花弁が鮮せん血けつを思わせるような色をしており、美しさよりも先に不気味さの方が際きわ立だっている。

「なんだ。トレントにこんな攻撃方法があったか？」

「い、いえ、ページには載のっていないようですが」

　魔物図鑑を呼び出して確かく認にんしていたレンが、戸と惑まどうように言った。

（どういうことだ。こちらを攻撃しようとしているわけではない……？）

　意図が掴めない。シオンは不ふ審しんに思いながらも、レンに指示する。

「ひとまずは見識しておけ。何か項目が埋まるかもしれない」

　レンが頷うなずき、両手を広げて意識を集中しようとした直後だった。

「ん。なにか妙な臭においがせんか？」

　クルマが鼻をひくつかせる。言われてシオンも嗅かいでみると、確かに今までなかったような臭いが周囲に漂ただよっている。

　いわく表現し難にくい、甘ったるさのようなものが含まれているように思えた。

　ただ微かすかなものでしかないので、嗅きゆう覚かくの優すぐれたクルマから教えてもらわなければ気付かなかっただろう。

「こいつは――トレントが放っているものか？……まずい。レン、一いつ旦たん見識は中止して、鼻と口を塞ふさげ。どんな影響があるか分からないぞ」

「は、はい、分かりました！」

　レンは慌あわてたように魔物図鑑を消すと、こちらの言われた通りにした。クルマも倣ならい、シオンは外がい套とうを引き寄せて顔を覆おおう。

　が、その時。周囲の景色が一変していることに、シオンは気付いた。

　霧きりだ。

　真っ白な濃のう霧むがいつの間にかトレントだけでなく、辺り一帯を覆い隠かくしてしまっている。

「なんだこれは。こんなもの、さっきまで……」

「これもトレントがやったことでしょうか……!?」

　レンは動どう揺ようしていたものの、幸い、霧は少しずつ薄うすれていった。――しかし。

　全すべてが晴はれ渡り、元の世界へと戻もどった時。

　シオン達は、一つ変異が生じていることに気付いた。周りが、薄い闇やみに包まれている。

　急に夜が訪おとずれたわけではない。その証しよう拠こに、一定範はん囲いから外は明るく照らされていた。

　つまりは目の前に突とつ如じよとして巨大な壁かべでも立たち塞がったかのように、影かげが落ちているのだ。

「なんじゃ、一体何が……」

　怪訝な顔で天を仰あおいだクルマが――その場で、硬こう直ちよくした。

「……シ、シオン、あれを……」

　クルマに言われて、シオンが彼女の視線を追うと。

　そこに、ありえない物を見た。

　いつの間にか――途と方ほうもなく巨大な生物が、悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいたのだ。

「な、なんですか、この魔物は……！」

　レンが愕がく然ぜんとするのも無理はない。彼女が今まで出会って来た種とは規模が違っていた。

　山の如ごとき体長は、全体を把は握あくすることすら困難だ。

　肌の色は漆しつ黒こく。体格の割には細いが、それでも十分な太さのある四し肢しは、しっかりと地面を踏みしめていた。薄く広い耳が生え、目は体からは考えられぬほどに小さい。代わりにというべきか、鼻が異常に大きく長い。地面と接着しそうなほどだった。

　加えてその左右には、攻こう城じよう兵器かと見み紛まがうほどの迫はく力りよくをもつ牙きばが生えている。

「ば、馬鹿な……」

　クルマは小刻みに震えながら、らしからぬ、怯おびえたような声を出した。

「こいつは――ベヒーモスじゃ!!」

　名を呼ばれたことに、触しよく発はつされたかの如く。

　魔物は頭をもたげ――重い咆ほう哮こうを発した。

　ただそれだけであらゆる物が吹ふき飛とんでいきそうなほどの力を持ち、シオンは鼓こ膜まくが張はり裂けることを危き惧ぐし、急いで耳を塞ぐ。

　ベヒーモスの体には、何故なぜかトレントが乗っており、隠れるようにしがみついていた。

「べ、ベヒーモスって！　あ、あ、あの、ベヒーモスですか!?」

　レンは魔物図鑑を召喚すると、焦あせり気味に結けつ晶しよう板ばんへと指を滑すべらせた。間もなく情報が浮うかび上あがる。

「ランクⅩ……それもギルドから災害級指定されている魔物じゃないですか!?」

　災害級とは字の通り、災害のような被ひ害がいをもたらす魔物のことである。

　人の身で天災へ戦いを挑いどむのが愚おろか極きわまりないことであるように――ギルドから『個人での戦せん闘とうを禁じる』と定められた特別な種だった。素材や情報を集めるどころではない。対応するには国家規模の動きが必要である為、冒険者が出くわせばすぐに逃げだせと、そう言われているのだ。

「貴重種であることに輪をかけて、災害級指定は滅めつ多たに出くわすことがないはずです！　どうしてこんなところにいるんですか!?　い、いえ、それより、どうしてここまで接近されているのに、気付かなかったんです……!?」

「知らぬ！　いや、そんなことを話している場合ではないぞ!?　まともに相手をしていい魔物ではない！　シオン、トレントのことは諦めてここは逃げ出すべきじゃ！」

　シオンはクルマの声にすぐ答えず、ベヒーモスを仰ぐと、鋭するどく睨にらみつけた。

　相手は微び動どうだにせず、こちらをじっと見下ろしている。何を考えているのか、その目を見るだけでは判断できなかった。……そして。

「クルマ。三番だ」

「……え？」

　やがてシオンが発した言葉に、クルマは目を見開いた。

「聞こえなかったのか!?　三番の武器を寄よ越こせ！」

　何を言っているのか分からない。

　そんな顔をしていたクルマは、次いで、珍しく声を荒あららげた。

「ば、馬鹿を云いうな！　正気か!?　あんなものに挑むつもりか!?　逃にげるんじゃ！」

「そっちこそ馬鹿言うな！　もういい！」

　シオンは勝手にクルマの鞄かばんに手を突っ込むと、ハルバードを抜ぬき出す。

「逃げるだと……？　とんでもない。やっと見つけたんだよ、こいつを！」

「シオンさん!?　やめて下さい！　災害級ですよ!?　バハムートやテュポーン並の魔物なんです！」

　必死の形相で腕うでを掴んでくるレン。しかしそれを強引に振ふり払うと、シオンは笑えみを浮かべた。相手のことも状じよう況きようも、もはや関係なくなっている。

「長い間ずっと――ずっと、オレはこの機会を待っていた！　やっと見つけたんだよ！」

　ハルバードを握り締しめると、シオンは喉のど奥おくから絞しぼり出すように叫さけんだ。

「――ベヒ――モス――ッ！」

　勢いよく地を蹴けると、我が武む者しや羅らに突っ込んでいく。

「待て、シオン！　一人で敵かなうはずがない！」「シオンさんッ！」

　背後から止める二人の声も、雑音としか捉とらえることが出来なかった。

　シオンの全身を、ある想おもいだけが支配している。

　こいつを殺す。情報など、どうでもいい。ただ命を奪うばうことが出来ればそれでいい。

　跳ちよう躍やくし、ハルバードをベヒーモスの体に叩きつけた。しかし、鈍にぶい音を立てて弾はじかれる。最大の膂りよ力りよくで放ったにも拘かかわらず、わずかな傷すらつけられない。

「あああああああああああああああっ！」

　それでもシオンは怒ど涛とうの勢いで攻撃を続けた。ひたすらに刃やいばを振るって、何度も斬きりつける。何度も何度も繰くり返かえし、息をつく間もなく。

「シオンさん！　そんなやり方をしてもダメです！　あなたらしくないですよ！」

　レンが必死に呼びかけてくるが、シオンは一いつ切さい答えなかった。

　何も考えず、何も思わず、ただひたすらに武器を振るう。今、己おのれを動かしているのはただ一つ。憎ぞう悪おという、どす黒い焔ほのおにも似た感情だけだった。

　そこで、ベヒーモスがついに動いた。少し下がると、小こ煩うるさい羽虫を払はらい除のけるようにして、頭を振るう。長い鼻が鞭むちのようにしなって、こちらを打うち据すえようとした。

　が、シオンはハルバードを振り下おろして、鼻に当てた。得物を軸じくにして跳とぶと、鼻の上に乗って、駆かけ上がる。一気に眉み間けんまで到とう着ちやくしたところで、目を見開いた。

　そこには、薄うつすらとだが傷きず痕あとがある。何かが爆ばく発はつしたような痕だった。

「……やっぱりあの時の奴やつか……」

　脳裏を過ぎる様々な記憶。シオンは口の中から自然と笑いが漏もれてくるのを感じた。

「そうだよな……どう考えたって、そうだよなぁッ！」

　ハルバードを握り締めて、大きく掲かかげる。

「喰らえええええええええええええっ！」

　傷痕に向けて、刃を叩きつけようとした。

　――直後、シオンは自身の動きが止まるのを感じる。

　視線を移すと、手首に何かが巻き付いていた。伸びた木の枝だ。

　ベヒーモスの体に居るトレントの仕業だった。

「お前――！」

　余計なことをするなと、強引に枝を引き千切ろうとした刹せつ那な。

　真横から強きよう烈れつな打だ撃げきを受けて、シオンは自由を奪われた。己の体が宙に放ほうられて、落下していくのを感じる。ベヒーモスが鼻を使ってこちらを叩いたのだと理解して間もなく。

　眼前に、巨大な顔が迫せまっていた。

　突とつ進しんを喰らう。技術も思考も何も無い、単純極まりない攻撃。ただ、それで充じゆう分ぶんだった。

　弱者は知ち恵えを絞り、工く夫ふうを凝こらし、敵を退けようとする。

　だが強者はそんなことをする必要がない。

　生きている、ただそれだけが。

　存在そのものが――絶対的な力なのだ。

　シオンの視界から、急速にベヒーモスが遠ざかって行く。相手が逃げたのではない。こちらが、猛もう烈れつな勢いで後方に吹き飛ばされているのだ。

　直後、シオンの全身を衝しよう撃げきが襲った。

　間もなく――体が砕くだけ散ちるかのような痛覚が襲ってきて、絶ぜつ叫きようする。

　やがて、急速に力が失われていった。

「シオンさん、シオンさん！」

「いかん、攻撃をまともに受けたぞ……！　シオン！　シオン！」

　薄れていく視界の中、泣きそうな顔のレンと、こちらにしがみつきながら懸けん命めいに呼びかけてくるクルマの顔が見える。

　だがそれもすぐに暗くら闇やみに閉ざされようとしていた。

　全てが失われていく。気力も感情も生きようとする意志すらも。

　シオンは、力無く笑った。己を情けなく思うように。

（……同じかよ。あの時と）

　その直後――。

　自分の意識が、急速に落ちていくのを感じた。




　窓に当たった水すい滴てきは、やがて数を増し、果ては土ど砂しや降ぶりの雨となった。

　だが、外で激しい音が鳴っているのとは対照的に――。

　宿の一室には、重苦しい沈ちん黙もくが下りていた。

　レンはクルマと共に、一つのベッドを見守っている。

　そこでは、シオンが体中に包帯を巻かれた状態で眠ねむっていた。

　レン達は気絶したシオンを背負って、どうにかベヒーモスから逃げ出した後、拠きよ点てんにしている街の宿屋へと彼かれを運び入れた。

　呼び出した治ち癒ゆ術じゆつの専門家に診みてもらったところ、全身打だ撲ぼくの上、複数箇か所しよの骨が折れており、その一部が内臓に突き刺ささっている状態であるとの診しん断だんが下される。

　すぐに治ち療りようが行われて、どうにか一命を取り止めることは出来たが、危あやうく手て遅おくれになるところだったそうだ。

　その後、絶対安静を言いい渡してから治癒術士が去って、幾いくらかの時間が過ぎる。

　が、未まだシオンは目を覚ましていなかった。

「……。一体、どうしたんでしょう、シオンさん」

　静せい寂じやくの中に居ると不安ばかりが増していきそうになって、レンは口を開いた。

「いつもと全く様子が違っていました。低ランク魔物を相手にしている時だって、変と言えば変でしたけど」

「まあ、そうじゃな。人が変わったようになる」

　クルマもこちらと同じ気持ちだったのか、会話に付き合い始める。

「でも、それはなんといいますか、すごく楽しそうで。言い方はおかしいかもしれませんが、新しい玩具おもちやをもらった子どもみたいに見えることもありました」

「ふむ。分からないでもない表現じゃ」

「でも……ベヒーモスを相手にしていた時のシオンさんは、全くそんなところがなくて。情報を引き出そうなんて素そ振ぶりも見せずに、ただとり憑つかれていたように戦っていたというか。……少し恐こわかったです」

　シオンの行動に戸惑わされたことは何度もあった。対応に苦く慮りよしたこともある。

　だが、彼に対して恐きよう怖ふ心しんを抱いだいたのはあれが初めてだった。

「そうじゃな。ワシも、あやつのあんな姿を見たのは初めてじゃ」

「シオンさんにとって、ベヒーモスって何なんですか。なにか因いん縁ねんがあるんですか？」

「それは……」

　口にしかけて、クルマは言い淀よどむ。何かを知っているような態度に、レンは続きを促うながそうとした。しかし、扉とびらのノックがそれを遮さえぎる。

「……どなたですか？」

　レンが応こたえると、少しだけ扉が開いた。顔を覗かせたのは、ティコだ。

「おお、お主か。どうかしたのか」

「……え、ええ。その、シオン君が、怪我けがをしたと聞いて」

　遠えん慮りよがちに入ってくると、ティコは手にもった布ぬの袋ぶくろを持ち上げる。

「傷に効く魔物の素材を色々、もってきたの」

「シオンさんのこと、そんなに噂うわさになってるんですか」

「ひゃああああああああああっ!?」

　レンが声をかけると、ティコは飛び跳はね、壁に張り付いた。

　が、二人から唇くちびるに指を当て「静かに」と言われると、反省したように俯うつむく。

「……ごめんなさい」

「そろそろ慣れて下さいよ、わたしに……」

　いつまで続くんだこのやりとりは、とレンは呆あきれた。

「いきなり話しかけられたから。ま、前よりはマシだと思う」

「……それはどうも」

　喜んでいいのかどうか。微び妙みような想いを抱きつつ、レンは空いた椅い子すを勧すすめる。

　頭を下げて、そこに腰こしかけると、ティコは話し始めた。

「シオン君は嫌きらっている人や避さけている人も多いけど、評価している人もいるから。そういう人達が、怪我をしたシオン君が担ぎ込まれているのを見てね。あの【探究士】がボロボロになっていたって、噂していたのを、わたしも知り合いの冒ぼう険けん者しやから聞いたの」

「そういうことじゃったか。まあ、安心せえ。重傷ではあるが、死ぬような怪我ではない」

　クルマの言葉に、ティコが胸を撫なで下ろしたように、長い息をつく。

「……良かった。付き合いのある冒険者の中では、シオン君が、一番仲が良いから……。もしものことがあったらどうしようって、気持ちが落ち込んで、一時期は床ゆかにへばりついたまま動けなくなってた……」

「せめて起き上がっていて下さいよ……」

　どういう精神状態なんだとレンが思っていると、シオンのことを見つめていたティコは、視線をクルマの方へと向けた。

「あの、クルマちゃん。シオン君、どうしたの？　ここまでやられるなんて、彼らしくないから」

「うむ。それなのじゃが」

　クルマは事の経緯いきさつを話し始めた。彼かの女じよが全てを語り終えると、ティコの顔が強こわ張ばる。

「……それって、クルマちゃん」

「そうじゃな。ワシもお主と同じことを思っておった。こやつの過去と関わることじゃ」

「過去、ですか……？」

　一人、置いてけぼりを喰らったような気分になっているレンに、クルマは苦く笑しようした。

「すまんの。別に隠しているわけではないのじゃが、シオンが自ら話すまではワシの口から言うことではないと思っての」

「そういうことでしたか。であれば、シオンさんが話してくれるまで待っています」

「……良いのか？」

「ええ。シオンさんがわたしに教えたいと思った時に聞くのが、一番いいと思います」

　微笑ほほえんだレンに、クルマも「……そうか」と顔を綻ほころばせる。

　いつの間にか雨は上がっており、室内には再び静寂が訪れる。

　レンを含ふくめた、場に居る三人は、シオンの横顔へと視線を送り続けていた。

「……う……」

　と――そこで呻うめくような声を上げて、シオンが薄らと目を開けた。

「シオンさん!?」「シオン、目覚めたか！」「シオン君……」

　ひとまず窮きゆう地ちは脱だつしたようだと、レン達は揃って安あん堵どする。

「……ここは」

　顔をしかめて、視線だけで周囲を見回すシオンに、レンは告げる。

「その。シオンさんが気を失ったので、ベヒーモスから逃げて来たんです」

「……そういうことか。くそ！」

　シオンは急いで体を起こし、ベッドから降りた。が――一歩進んだところで呻きと共に苦痛を堪こらえるような表情をし、そのまま床に膝ひざをつく。

「シオンさん、無理をしてはいけません！」

「そうじゃ！　ひどい怪我なのじゃぞ!?」

　レンがクルマと一いつ緒しよに体を支えると、シオンは無言になった。

　そのままわずかな時が経ち――彼はやがて、微かに笑いを漏らす。

「……情けない。ちっとはマシになったと思ったが、この様ざまか」

　レンは、今まで見たことがないくらいに絶望的な表情を作るシオンに、眉まゆを顰ひそめた。

「シオンさん……？」

　尋たずねたこちらに対してシオンは沈黙した。が――やがて、ゆっくりと顔を上げる。

「……実はな。ベヒーモスとは以前一度、やり合ったことがあるんだ。その時もボロ負けだった。少しは成長したつもりだったんだが……怒いかりと憎にくしみに冷静さを失うとは、どうしようもないな」

　自じ嘲ちよう気味に言うと、シオンは再び俯き、嘆なげくように息をついた。

　しかし、レンからすれば単独でベヒーモスに挑もうとすること自体が無む茶ちやなのだ。いくら人並外れた腕うで前まえの持ち主であったとしても、そもそも相手の次元が違い過ぎるのだから。

　故ゆえにこその『災害級指定』なのである。

「こんなザマをさらした以上、オレは、奴とは関かかわらない方がいいのかもしれない」

　それでも、シオンは本気で落ち込んでいた。よほど彼にとって因縁のある相手だったのだろう。たとえ無む謀ぼうであったとしても戦い、勝たなければならないほどに。

「……あの。シオンさんにとってベヒーモスは、ただの魔物ではないんですよね？」

「ああ。低ランク魔物ではないが、ずっと倒たおしてやろうと探してた」

「詳くわしい事情はわたしには分かりません。でも……そうだとすれば、まだ諦めるのは早いですよ。怪我は酷いですが、時間をかければ治るそうです。その後、今までのように対策を立てた上で、皆みんなで協力して討伐すればいいんです。ついでに図ず鑑かん登録すれば一挙両得じゃないですか！」

　シオンを元気づけようと、わざと明るく振る舞まうレン。

　だが、彼は少しだけこちらを見て、またすぐに視線を落とした。

　更さらには――こちらが予想だにしない返答を寄越してくる。

「……無理だろうな」

　普ふ段だんのシオンが口にするはずもない、諦てい観かんに満ちた言葉だった。

「傷の痛みのせいで冷静になって、分かった。ベヒーモスは魔物図鑑にろくな情報が載っていない。ただでさえ強敵なのに、そんなことじゃ歯が立つわけもないだろ。それにもう一度会おうにも、時間も経っているから、同じ場所に居るはずもない。どこに居るか見当もつかないんだよ」

「そ、それでも！　情報が無いなら、集めればいいじゃないですか！」

「どうやって？」

「どうやってって……それは……えっと」

　急に訊きかれても、思い当たる節がない。魔物の詳しよう細さいに関しては、図鑑に登録されているものが全てだ。

「……オレを気遣ってくれてるのは分かる。ありがとうよ。だが、無む駄だだ。なにせ、相手は災害級なんだからな」

　シオンはレンとクルマに支えられながらベッドに戻り、転がった。

　その後、全てを投げ出してしまったかのような顔で天てん井じようを見つめる。

「怪我が治ったら、別の低ランク魔物を探しに行こう。どうせベヒーモスは貴重種でオレには関係のない奴だしな」

　気軽な調子で笑いかけてくるシオン。

「ど、どうしたんですか。確かにそうですが、ベヒーモスはシオンさんが我を忘れるくらい、執しゆう着ちやくしている魔物なんですよね。それに……誰だれもが目を逸そらし、避けて通っているという意味では、低ランクと変わらないじゃないですか。このままだと、図鑑のベヒーモスのページは更こう新しんされないままです。被害だって出続けることになりますよ」

「それは、そうだが……」

　レンの言葉に、シオンは目を伏ふせる。そうして、掠かすれた声で呟つぶやいた。

「……またあいつと出会って、冷静さを保てる自信がないんだ。今度、暴走したら被害が出るのはオレだけじゃないかもしれない。そうでなくても、勝てる保証なんてどこにもないんだ。だったら……やめた方がマシだ」

　視線を上げると、シオンはこちらを真まっ直すぐと見つめ、尋ねてくる。

「お前達たちだって――今のオレみたいになるのは、嫌いやだろ？」

「……それ、は」

　レンは、すぐに答えることが出来なかった。

　確かにそうだ。シオンが歩もうとしているのは、普ふ通つうなら、避けて通るべき道なのだろう。レンだって、本音を言えば恐い。逃げたいかと問われれば、そうに決まっていると答えるだろう。

　でも――でも、それでも。

（そんなのって……）

　レンは顔を伏せ、膝の上に置いた手を、握り締めた。

「レン……？　どうした」

　顔を覗のぞき込んでくるシオンに。レンはやがて、小さく言う。

「……どうしたんですか、シオンさん」

　己の中に生まれた激しい感情が、少しずつ手に伝わっていった。

　拳こぶしを作る力が強く、何よりも強くなっていく。

「そんなの……シオンさんらしくないじゃないですか」

「……レン？」

　クルマが心配そうにこちらを向いた。

　シオンもまた、面食らっている様子を見せている。

「どんな魔ま物ものだって、自分が調べると決めたらとことんまでやり尽つくす。誰に馬ば鹿かにされようとも、危険な相手だろうと、気にしない。シオンさんは、いつもそうだったじゃないですか」

　顔を上げ、レンは、シオンを鋭く睨みつけた。

「無茶ばかりして、やることは滅め茶ちや苦く茶ちやで、自分勝手で、世間に評価もされていなくて。でも、その行動はいつだって正しかった。だから……たとえ世界中の人間が認めなくたって、わたしはシオンさんのやっていることには確かな価値があると、そう思うようになったんです。素す晴ばらしいことだと、そう感じるようになったんです。それなのに、放り出してしまうんですか？　一度や二度の失敗でめげて、現実逃とう避ひをしてしまうんですか？」

「……いや、お前、でも……」

「ベヒーモスを、シオンさんは倒したいと思っているんでしょう？　だったら……だったら、そうすればいいじゃないですか！　無駄かどうかなんて、やってみなきゃ分からないでしょう!?　やれるところまでやり尽くして、食い下がってみましょうよ！」

　当とう惑わくしている様子のシオンには構わず、レンは喋しやべり続ける。止まらなくなっていたのだ。

　興味のある魔物とあれば我を忘れてとびつき、夢中になっているシオンが。どんな危機的状況においても打開策を編み出し、事態を切り開いてきた彼が。

　今のように全てを放り出し、自分のやろうとすることを断念してしまおうとしているのが――レンは、堪たまらなく嫌だった。

　そう。気付いてしまったのだ。

　いつの間にか自分が、シオンの行動に惹ひかれていたことに。

　彼の生き方に焦こがれ、共鳴するようになっていたことに。

　だから――。

「シオンさんが諦めてしまうところなんて、わたし、見たくないんですッ!!」

　全力で叫ぶと、レンは視線を床へと向けた。こみ上げてくる感情を必死で堪え、下した唇くちびるを噛かみ締める。

「……レン」「レンちゃん……」

　レンとティコが双そう方ほうから、肩かたに手を置いてきた。ともすれば視界を滲にじませようとする涙なみだを、レンは懸命に腕で擦こすり取とる。

「……レン……」

　シオンは呆気あつけに取られたような顔で微かに呟き、間を空けた。

　須しゆ臾ゆの間、沈黙の時が流れる。

　だが――しばらくすると、静かな部屋に、小さな音が響ひびいた。

　それは、笑いだ。しかし、先さき程ほどのように悲ひ愴そう感かんを思わせるものではなく。

　くつくつと、小さく……だが、楽しそうに。

　シオンは、笑みを漏らしていた。

「な、なにがおかしいんですか！　わたし、真しん剣けんなんですよ!?」

　怒おこってレンが言うと、シオンは「悪い」と手を上げる。

「お前が真剣なのは分かってる。だからこそ、可笑おかしかったんだ。だって、そうだろ」

　言って、シオンは再度、口元を緩ゆるめた。

「まさかお前が、オレに無茶をしろとせがんでくるとはな」

「……あ……」

　言われてみればそうだ。自分は今までずっとシオンの行動に振り回まわされ、散々な目に遭あって来た。にも拘わらず、先程、そんな彼に必死で発破をかけていたのだ。

「確かに。レンも随ずい分ぶんと変わったのう。最初はあれほどシオンを嫌けん悪おしておったのに」

「……ふふ。すっかりと仲良くなったのね」

　クルマとティコも互たがいに、にやにやとしている。

「い、いえ。そんな。た、ただわたしは、シオンさんにはいつものシオンさんでいて欲ほしいと、その……思っただけで」

　急に恥はずかしくなってきて、レンは自分の顔を両手で挟はさみ込んだ。全身の体温が上がって行くのを感じる。恐おそらく今の自分の顔は、真っ赤になってしまっていることだろう。

「……。でも、そうだな。いくら災害級だからって、魔物は魔物だ。生き物である以上、つけこむ隙すきはある」

　ただ、その言葉にレンはシオンへと目を向けた。

　彼の顔には、先程まで失っていた気力が、戻ってきているように思える。

「我を失って、暴走したせいで、これじゃ昔と同じだなんて自じ虐ぎやくしていたが……そんな風に悟さとって、先を恐れたところで、何も変わらん。お前の言う通り、いつものオレじゃなかったな」
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「シオンさん、じゃあ……」

「ああ。――諦めるのはまだ早い。言った以上は何処どこまでも付き合ってもらうぞ、レン」

　そう告げたシオンは、完全に元の彼そのもので。

　レンは、自分の気持ちが昂たかぶっていくのを感じた。

「は、はい！　もちろんです。わたし――シオンさんの、相棒ですから！」

　強く胸を叩たたくと、クルマやティコが前に出る。

「もちろん、ワシも協力するぞ。何をすればいい？」

「……なんでも言って。シオン君」

　シオンは頷き、少し考えた後で言った。

「まずは情報だ。なんでもいい。どんな細かなものでもいいから、ベヒーモスに関係する事こと柄がらを集めてくれ」

　二人が異口同音に了りよう承しようを告げると、続けてシオンは口を開く。

「レンはオレと一緒に別の方面から探さぐる。レン、以前少し聞いたことがあるんだが、ギルドに魔ま物もの図ず鑑かんに載らないような雑多な情報が収められた書類があるらしいな？」

「え？……あ！　ああ！」

　蘇よみがえる記き憶おくに、レンは何度も顎あごを引いた。

「はい、あります！　見けん識しき士しを同行させていない討とう伐ばつ冒ぼう険けん者しやなどから集められたものを纏まとめたものが！　ただ支部ごとになるので、この辺り一帯に限るのと、あくまでも断だん片ぺん的てきであるとか噂うわさ程度のものでしかありませんが……」

「ベヒーモスはまだそれほど遠くにいっていないはずだ。何か参考になるかもしれない。案内してくれるか」

「承知しました！　でも、それを知っているなら、先程はどうしてそのことを口にされなかったんですか？」

「……当とう該がい情報が見つかる可能性は低いからな。どうせダメだろうと踏ふんでたんだよ。ただ、レンの言う通りだ。やってみなきゃ分からん。……だろ？」

　口こう端たんを上げるシオンに、レンはこみ上げる嬉うれしさのまま、笑え顔がおで答えた。

「――はい、その通りです！」

「よし。そうと決まれば行動開始だ。早さつ速そく……ぐっ」

　起き上がろうとしたシオンが、顔をしかめて、肩の辺りを押おさえる。

「まずは体を回復させることじゃ。無茶はしても無理をするな、シオン」

「……ええ。ベヒーモスは普段どこに居るか分かっていないけど、数年に一度だけ餌えさを求めて人前に姿を見せると言われていて、そのまま、しばらくは地上に留とどまるわ。焦ることは無いのよ」

　クルマとティコから交こう互ごに説得されて、シオンは渋しぶ々しぶと了りよう解かいするのだった。




　数日後。治療術の甲か斐いあってどうにか動けるようになったシオンは、レンと共にギルド支部へと訪れていた。

　レンはシオンを案内しながら受付カウンターを通って奥おくの扉を潜くぐり、廊ろう下かを進むと、ある部屋の前で立ち止まる。

「ここが資料室です。ただ少し問題がありまして」

　レンは言いながら部屋の扉を開けた。広い室内に足を踏み入いれると、窓から差し込む明かりに薄い埃ほこりが舞い、かび臭くさい臭においが鼻び腔こうを刺し激げきする。

「目的の棚たなはこちらなんですが……」

　びっしりと並んだ棚の間を縫ぬうようにして、レンが進んでいった。シオンがついていくと、最さい奥おうとも呼べる場所で彼女は立ち止まる。

「見て下さい。この辺にある棚たな全すべてが、わたし達の求めるものです」

　眉まゆ尻じりを下げながら、レンが困ったように言った。

　なるほど、とシオンは苦笑する。

　他と離はなされた区域に、天井まで届くかのような棚が十個以上あり、びっしりと資料本が詰つめ込まれていた。一体、何百、いや、何千あるか見当もつかない。

「この中から、目的のものを見つけ出さなきゃいけないわけか」

「はい。何しろ細かな情報ばかりですので、ギルドでも把握しきれていなくて……。更にはベヒーモスが姿を消すことを考えると、猶ゆう予よはあまりないと思います」

　これはろくに眠れなそうだ。気が遠くなるようになりつつ、その一方で、シオンは別の気持ちが芽生えつつあるのを感じていた。

「どうしたんですか、シオンさん。なんだか楽しそうな顔をされていますけど」

「あ？　ああ。いや。ここにあるのは図鑑に載のっていない魔物の情報ばかりだろ。こんなに大量にあるのかと思って、ついな」

「……あなたって人は」

　呆れながらも、レンはどこかほっとしたような表情を見せていた。

「以前のシオンさんが復活したようで、何よりです。では早速、始めましょうか」

「ああ。しかし、途方もなく時間のかかる作業だぞ。本当に付き合うつもりか？　レン」

「今いま更さらなんですか。言ったでしょう。わたしはシオンさんの相棒ですよ」

　服の袖そでをまくって、棚から一冊を取り出しながら、レンは微笑んだ。

「あなたが諦あきらめない限り、わたしはどこまでもついていきます。クルマさん達も頑がん張ばっていることですし、わたし達もやりましょう」

「……そうか」

　その頼たよりがいのある姿に、シオンも自然と口元が緩んだ。

　その後、二人は黙もく々もくと資料本を読む作業に没ぼつ頭とうし始めた。

「なるほど。本当に噂程度だな。参考に出来る物があればいいが……」

　一枚ずつめくりながら、シオンは集中してページを読み込んでいく。

「ん。巨きよ大だい化かした二足歩行のトカゲらしき魔物……これはひょっとして、リザードマンのことか？　そういえば習性の項こう目もくに抜けがあったな。ドラゴンの変種ということも考えられるが……もしリザードマンであれば、特定条件下において変化するという可能性も」

「シオンさん、ベヒーモスのことを調べて下さい。ベヒーモスのことを」

　つい熱中してしまっていたシオンは、レンからの注意に我に返った。

「すまん。興味深い記述があったもので、つい」

「まったくもう。そんなんじゃ、幾ら時間があっても足りませんよ」

　レンはため息をついて、二冊目の資料本を手に取った。

　それから、数十分が経たち、数時間が経つ。窓の外に見える空は、快晴の青から夕暮れの紅へと変わり、ついには星々の煌きらめく夜となった。

　レンは一いつ旦たん席を外すと、受付からカンテラを借りて来て、火を点つける。

　仄ほのかな明かりの中で、シオン達は更に資料本を熟読し続けた。

　やがて、何十冊目かを読み終えた時。シオンが顔を上げると、レンが棚に背を預けて、本のページを開いたまま、うつらうつらしていた。かくん、とひときわ大きく頭が傾かたむき、目を覚ますのだが、またすぐに眠りの世界へと誘いざなわれていく。

「おい、レン」

　声をかけると、彼女は慌あわてたように目を開けた。

「は、はい!?　魔物はどこへいきました!?　まだ見識が終わっていないのに！」

「どこにも行ってない」

　どうやら夢の中でも仕事していたらしい。つくづく真ま面じ目めな奴だと思いつつ、

「無理するな。多分、もう深夜だからな。オレはまだ続けるが、お前は休んでいい」

「……いえ！　わたしもまだやります。全然見つかっていないんですから！」

　ふんす、と鼻息荒くやる気を見せているレンに、シオンは頭を掻かいた。

「そうか……お前がそう言うなら、それでいいが。ただ、少し休きゆう憩けいした方がいいな」

「でも、時間が勿もつ体たいないですし！　一刻も早く情報を見つけないと！」

「朦もう朧ろうとしながら読んでいても文章が頭に入ってこないだろう。オレも一旦やめるから、お前もそうしろ」

「……そうですね。分かりました」

　シオンが資料本を閉じると、レンはようやくこちらの要求を受け入れる。

　彼女は資料室を出ると、しばらくして、珈琲コーヒーの入ったカップをもって戻もどって来た。

　礼を述べてから、差し出されたカップを受け取って、シオンは一口飲んだ。苦味が脳を刺激し、濁にごりかけた意識を覚かく醒せいさせてくれる気がする。

「クルマさん達の方は、なにか進展ありましたかね」

　レンが珈琲を冷ましながら言う。

「さあな。あの二人のことだ。何か掴つかんでくれるとは思うが」

「……そうですね」

　そこで会話は途と切ぎれて、沈黙が漂ただよった。

　シオンが覗き見みたレンの顔は、少し曇くもっている。彼女も幾ばくかの不安を抱かかえているのだろう。ここまでやって、無意味に終わったらどうしようと。

　ただ、それは考えても仕方のないことだ。

　シオンは、気を紛まぎらわせる為ために別の話題を持ち出すことにした。

「そういえば、まだお前にはしてなかったよな。オレとベヒーモスの因いん縁ねん話ばなし」

「え？　あ、そうですね」

「休憩とはいえ、ただぼうっとしているのも暇ひまだろ。話してやるよ」

「……いいんですか？」

「大したことじゃない。それに、お前にはきちんと知っておいて欲しいんだ」

　そう告げると、レンはじっとこちらのことを見つめた後で、ゆっくり頷うなずいた。居住まいを正して、真剣な顔を作る。

「分かりました。……心して拝はい聴ちようします」

「だからそんな身構えるものでもないって」

　肩を竦すくめながら、さてどこから話したものかと、シオンは考えを巡めぐらせた。

「……そうだな。お前も話には聞いてるだろうが、オレは数年前まで他の冒険者と変わらず、高ランクの魔物を追い求めてた。幸い、こっち方面の才能は幾らかあったようでな。色んな奴と渡わたり合あったが、どうにか生き残ることが出来ていた」

「生き残るどころか、ほとんど敵無しだったとのことですが」

「そいつは大げさだが。ま、少なくとも人よりはよくやれていたんだろう」

　周囲からは、間ま違ちがいなく将来、誰よりも優すぐれた冒険者になると言われていた。驕おごったつもりはなかったが、己おのれに自信があったことも確かだ。このまま自分は情報冒険者としての頂点を極きわめてみせるのだと、固く決意すらしていた。

「が、ある人物に出で逢あって、オレは変わった。スウェイ＝ライハート……冒険者だ。聞いたことないか？」

　シオンの問いかけに、レンは考え込んだ。が、やがて申し訳なさそうに言ってくる。

「すみません、寡か聞ぶんにして……」

「いや、無理もない。それほど有名な奴じゃなかったからな。変わり者で知られていたが」

　シオンは昔の記憶を掘ほり起おこしつつ、続けた。

「情報を主とする冒険者でな。それなりに年季が入っていたが、低ランク魔物ばかりを追い求めていたせいで、周囲からは馬鹿にされ、避けられていた」

「……ん。それって、シオンさんと同じじゃないですか？」

「そうだ。ただ、オレも当時はスウェイのことを他の奴やつ等らと同じように軽かろんじていた」

　現在とはまるで別人のようだったと、自分でも思う。

「だが……オレがメデューサと呼ばれるＳランク級の魔物情報を求めて行った先でのことだ。同行していた見識士に向けられた敵の攻こう撃げきを庇かばい、手て酷ひどい傷を負った。見識士を逃にがす為、勝てるかどうかも分からない状じよう況きようで、それでも立ち上がろうとした時――助けてくれたのが、スウェイだったんだ」

　あの時のことを思い出す度たび、当時味わった鮮せん烈れつな衝撃が蘇ってくる。それほど、ありえない光景だった。

「オレの目の前で、スウェイはたった一人でいとも容易たやすく、メデューサを倒してしまったんだ。低ランク魔物ばかりを相手にしていると、そう侮あなどっていたスウェイの人じん智ちを超こえた戦い方に……オレは正直、見み惚とれた」

　彼が今まで出会ったどの冒険者よりも、圧あつ倒とう的てきなまでの強さを持っていたからだ。

「礼を述べるオレに、スウェイは言った。他の魔物を追って通りすがっただけなので、気にしないでいいと。その時、あいつが追っていたのはなんだったと思う？」

　見当がつかないのか、首を傾かしげるレンに、クルマはにやりと笑った。

「スライムだよ。グリーン・スライムと呼ばれる毒を持つ種だ。魔物図鑑の【習性】項目が抜ぬけていたので、その情報を集めにきたらしい」

「メデューサを倒すことができるような人が、スライムを追っていたんですか？……本当に今のシオンさんそのものですね」

「ああ。オレは気になって尋ねた。そんなに強いのに、どうしてわざわざ低ランク魔物の情報を追っているのか、と。するとスウェイはこう答えた。『誰もが目を向けないところにこそ、大切な物が眠っていることはある。情報を集める価値がないと言われる魔物でも、突つき詰めていけば思ってもみない事実に行き着くことがあった。だからそうしているんだ』……ってな」

「……本当にその通りですね。シオンさんについていて、よく分かりました」

　レンが感じ入ったように呟く。

「オレはその後、スウェイの助けで街に連れ帰られ、治療を受けながら詳しい話を聞いた。その結果――スウェイのやっていることには、大きな意味があると思うようになったんだ。同時に、金や地位や名めい誉よじゃない、見知らぬ誰かの為に命を賭かけるスウェイに特別な感情を抱き始めている自分に気付いた。それは、尊敬のようなものだったんだと思う」

　シオンはそれから、スウェイとのことを語り続けた。

　彼のやっていることに興味を抱き、同行するようになったこと。

　その過程で低ランク魔物の奥おく深ぶかさについて深く知るようになったこと。

　次し第だいに、スウェイと同じように、自身もまた放置されている低ランク魔物の情報を埋うめる為に活動するようになったこと――。

「オレにとっては、正に、師し匠しようのような存在だ」

「……もしかして、シオンさんが以前　仰おつしやっていた、お世話になった方というのが？」

「そう、スウェイだ。今のオレの信条は、ほぼあいつの影えい響きようを受けているといっていい」

「本当にすごい方だったんですね……。今、スウェイさんは、どうしているんですか？　もし宜よろしければお会いしたいんですが」

「……そうしたいのは山々だがな。出来ないんだよ」

　シオンは天井を仰あおぎ、目を細めた。そして、かつてあったことを――回かい顧こする度に胸を苛さいなむ出来事を、それでも言葉にしてレンへ伝える。

「スウェイは、死んだ。魔物に殺されたんだ」

「……え……」

　レンが絶句する。シオンは視線を彼女の方へと戻すと、更に続けた。

「ある低ランク魔物の情報を集めに行った時のことだ。悲鳴が聞こえて駆かけつけると、そこに奴やつが居た」

「それは、ひょっとして……」

　シオンは頷いた。忌いまわしい名を、あえて強い口調で紡つむぐ。

「ああ。……ベヒーモスさ」

　あの時に起こったことは、脳のう裏りに焼き付いて消え去ることはなかった。それまであった己の自信が完かん膚ぷ無きまでに打うち砕くだかれ、更には、大切な物が容よう赦しやなく奪うばわれてしまったのだから。

「オレはどうにか逃げきれて、助かった。だが、犠ぎ牲せいは免まぬかれなかった。ベヒーモスに襲おそわれていた他の冒険者も、一緒に居た見識士と――スウェイですら。奴の餌え食じきとなったんだ」

　レンは視線を下に向け、目を閉じる。シオンの味わった辛つらさが、伝わったかのように。

「初めに見識士がやられた後、スウェイはオレに逃げろと告げて、自分が盾たてとなった。戦わせてくれと必死に願うオレに対して、あいつは笑って言った。――お前がここで死んだら、誰がオレの想おもいを繋つないでくれるんだってな」

　そうして、スウェイはシオンの制止に構わず、単身でベヒーモスに挑いどんでいった。

「オレは後ろで大事な人間が殺され、喰くわれていく無む惨ざんな音を聞きながら、それでも走り続けた。あいつが最さい期ごに残した言葉を噛み締しめながらな。で……現在に至るまで、オレはスウェイの志を継ついで、低ランク魔物の情報を集め続けている」

「そんな……。……そんな、ことが」

　レンはか細い声で言って、俯うつむいた。

　しばらく、黙だまり込んでいたかと思うと――。

　やがて彼女の目から、一筋の滴しずくが、零こぼれ落おちる。

　その後も、レンは次々と涙を流し、こみ上げてくる想いを堪えることが出来ないというように震ふるえながら、嗚お咽えつを上げ始めた。

「……おいおい。なにも泣かなくてもいいだろ」

「だ、だって。ぜ、全然、分からなかったです。シオンさん、いつも、誰に何を言われても平然としていたから。そんなことが、あ、あったなんて……」

　伏せていた顔を上げ、潤うるんだ目で、レンは自分の胸に手を当てた。

「わ、わたし、最初、シオンさんに役立たずだって……酷ひどいことを……」

「無理もない。気にするな。それに、昔のことを伝えなかったのはオレだ。まあ、あまり思い出したくないことだったからな」

「で、でも、シオンさんにとって、スウェイさんの心も否定されたように感じたんじゃ！」

「いや。それに、今のレンがそんなことを考えてはいないと、オレは知ってる」

　シオンは立ち上がると、レンの前まで移動して、しゃがみこんだ。

　手を伸のばして――彼女の頭を撫でながら、微笑む。

「そうじゃなきゃ、オレがお前のことを、相棒と呼ぶはずがないだろ？」

「……シオンさん」

　涙が、またレンの頬ほおを伝った。だが、彼女はそれでも笑って、深く頷く。

「はい……ありがとう、ございます……！」

「こっちこそだ。さ……長くなったが休憩は終わりだ。作業を続けるぞ」

　シオンが呼びかけると、レンはもう一度顎あごを引いて、珈琲を飲み干した。

　涙を拭ぬぐって、毅き然ぜんとした態度で拳を握にぎる。

「低ランクでこそありませんが、ベヒーモスを倒し、魔物図鑑のページを更新することは、情報冒ぼう険けん者しやであったスウェイさんの弔とむらいになるはずです。絶対にやり遂とげますよ、シオンさん！」

「……ああ。そうだな。奮ふん闘とうするとするか」

　シオンは再び腰こしを上げると、資料本を手に取って読み始めた。

　それから――しばらくが経って、二日目の夜半。眠ねむそうに目を擦こすりながら資料本のページをめくっていたレンが、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「……あれ。シオンさん、ここ見て下さい！」

　レンはこちらに歩み寄ってくると、開いた資料本を見せてくる。シオンがページを覗き込むと、そこには正にベヒーモスの目もく撃げき談だんが載っていた。

　ただ、経験の浅い冒険者によるもので、遭そう遇ぐうしてすぐに逃げ出だしたらしく、残念ながら居場所を探る役には立ちそうにない。

「これがどうかしたか」

「重要なのは、目撃談の前です。この方、トレントを討とう伐ばつしに行っているんですよ」

「なに？」

　レンの指差した部分を読んでみると、確かにそうだ。

「これって単なる偶ぐう然ぜんでしょうか？」

「……そうだな」

　迷うところだ。確証へと至るにはまだ足りない。が、そこで、

「シオン、待たせたの！　ティコと合わせて集めた情報を持って来たぞ！」

　扉とびらが開いて、クルマが姿を見せた。

「おお、有あり難がたい。早速教えてくれ！」

　シオンはクルマから話を聞き、しばらくすると、胡坐あぐらを組んで唸うなった。

「……なるほどな。レン、ギルドにペンと紙があったら持ってきてくれ」

　はい、と頷いて資料室を出たレンは、間もなく戻ってくる。彼かの女じよより渡された紙と羽ペン、インク壺つぼを受け取ると、シオンはそれを床ゆかに置いた。

「よし……開始するか」

　言って、羽ペンを手に取ってインク壺につけると――シオンは紙に文字を書きつけ始める。高速で次々と細かな単語や文章を記述していくこちらの姿に、レンは戸と惑まどった様子で尋ねてきた。

「な、なにしているんですか？　シオンさん」

「今まで得た情報を記して整理しておるのじゃ。難敵を相手にしたシオンがよくやる。極限的な集中化にある故、なるべく話しかけん方が良い」

　クルマがレンに伝えると、彼女は頷いて、静かになった。

　その後、シオンは延々と、様々な情報を書き続ける。必要だと思うことも必要かどうか分からないことも、とにかく全すべてを記し続けた。そうすることで不思議と頭の中が整理されてくるのだ。

　そして、数十分後――大きな紙がびっしりと文字で埋まったところで、シオンは手を止めた。

「……。そうか。そういうことか。――分かったぞ！」

　浮うかび上あがった答えに、思わず歓かん喜きの声を上げる。

「まず、レン。トレントの件だが、恐らく偶然じゃない」

「トレント？　なんのことじゃ？」

　不思議そうにするクルマへ簡単に説明した後で、シオンは告げた。

「レン、魔物図鑑のトレントが載ったページには、習性項目に抜けがあったな」

「え、ええ、確かそうですが」

「そいつは多分、ベヒーモスに関係していることだ。あいつらはな――多分、お互いに組んでいるんだよ」

「低ランク魔物と貴重種が、ですか!?　そんなこと、聞いたことありませんよ!?」

「……いや、確かに本来ならありえないことじゃが、可能性が全くないとは言えん」

　クルマが驚おどろきつつも、納なつ得とくしたように呟いた。

「『相利共生』と言って、動物の中にも互いの利害が一いつ致ちした時、弱者と強者が共に存在することがあるのじゃ」

「そうだ。加えてクルマから聞いた中にもベヒーモスと遭遇する前に、トレントと出くわしたという奴の話があった。霧きりに包まれて気付けばベヒーモスが居たという情報もな。これはオレ達が体験したのと同じ現象だ。これだけあれば、たまたまだとは考えにくい」

「で、でも、待って下さい。トレントはともかく、ベヒーモスがどうして低ランク魔物と組む必要があるんですか。そんなことをする必要もなく強いでしょう？」

「その強さこそが欠点なんだよ。あいつは、あまりにも脅きよう威い過ぎるんだ」

　何しろ、国家規模の対策が必要な魔物である。個人で立ち向かおうなどと考える者はほとんどいなかった。

「ベヒーモスとは戦うな――ギルドからの達しがあるまでもなく、冒険者の間では鉄則だ。それにあれだけの巨きよ体たいだ。遠目で存在を知っただけで逃げ出したって話が、資料本の中にも幾いくつかあった」

「それは、そうですが……」

「だとすれば、ベヒーモスは人を餌としている魔物であるにも拘かかわらず、いつまで経っても食事が出来ないことになる。このままでは飢うえ死じにだ。何か対策をとる必要がある」

「……まさか、それでトレントと!?」

　レンもこちらと同じ考えに行き着いたようだ。彼女を見て、シオンは頷く。

「オレ達に追おい詰められた時、トレントが咲さかせた花。あれの花粉には多分、幻げん覚かく作用が含ふくまれていたんだ」

「では、あの時には実際、霧が発生していたわけではなく、そう思わされていただけだということかの？」

「恐らくはな。そうしてトレントが相手を前後不覚に陥おちいらせている間に、隠かくれていたベヒーモスがすぐ傍そばまで近付き、獲え物ものを喰らう。そういう手て筈はずになっていたんだよ」

　思えばあれはシオン達がトレントを追い詰めたというよりは、ベヒーモスが近くに居る場所まで、逆に誘い込まれていたのかもしれない。

「なんて狡こう猾かつな……ですが、まさか低ランク魔物と貴重種が協力し合うなんて」

「今までにない事例だからオレもすぐに気付けなかった。トレントがベヒーモスの体の上に乗っていた時点で、おかしいとは思っていたんだが」

　あの時はシオンも冷静さを失っていたので、考える余よ裕ゆうもなかった。

　ともあれ、最近になって新人冒険者が次々と殺されているのは、そうした理由からだろう。元々目的としていたのか、もしくは偶然であったのかは分からないが、どちらにせよ彼かれ等らはトレントを見つけた。

　熟練の冒険者ならば放置するが、免めん許きよを取ったばかりで少しでも功績を欲ほつしている彼等はトレントを追い、その先で、憐あわれにもベヒーモスの餌食になったのだ。

「トレントの習性項目が埋まらないはずだ。そもそも、ベヒーモスに遭遇すること自体が稀まれなんだ。見識を使う機会もない」

　昔から一部のベヒーモスがそうであったのか、ある時点で自分の弱点とも言える部分に気付いた故ゆえにそういった行動を取るようになったのかは不明だ。ただ、

「ひょっとすれば他の低ランク魔物と組んでいるベヒーモスもいるかもしれない。――こいつは面おも白しろい話だぞ」

　間違いなく今まで誰だれも発見していない情報だ。解明された低ランク魔物の新たな面に、シオンはぞくぞくとするものを感じた。

「ではシオンさん、わたし達たちがベヒーモスに遭遇した周辺でトレントの目もく撃げき情報があり、近くに新人冒険者の被ひ害がいが出ていれば」

「ああ。そこに隠れている可能性が高い」

「それならば、ワシとティコがかき集めた話の中にあったぞ。念ねんの為、ベヒーモスの出現した地域の情報も訊きいていたからな」

「さすがだクルマ！　ベヒーモスの攻こう略りやく法ほうも編み出したことだし、これでいけるはずだ！」

「本当ですか、シオンさん！」

　目を輝かがやかせるレンに、シオンは頷いた。立ち上がると、二人を見回し、笑えみを浮かべる。

　そして、

「二人とも、協力に感謝する。それじゃあ、今から目的地に行くぞ――ッ！」

　逸はやる気持ちのままに、資料室を飛とび出そうとした。

「いやいやいや！　もう夜中ですし、さすがに寝ねましょうよ、シオンさん！」

　が――疲ひ労ろう困こん憊ぱいしたレンに、必死で羽は交がい締じめにされるのだった。




　次の日。クルマ達が集めた情報に従って、シオン達はある場所へと向かった。

　そこは街から徒歩で一日ほどかかる場所にある山中だった。以前ベヒーモスから遭遇したところからは、少し離れている。

「しかし、気になったんですが、ベヒーモスってどうして人の多いところには現れないんでしょう？　餌が欲しいなら、街を襲った方が早いと思いますが」

　山道を歩きながら、レンが誰にともなく疑問を投げかける。

「過去には街が襲われたこともある。ただ、ベヒーモスは一日の移動速度そのものはあまり速くないから、麓ふもとに降りるまで時間がかかってるんだろう」

　シオンが答えるとレンは思案気に俯うつむき、

「ふむ。時間が経過し過ぎれば不味まずいことになるかもしれないということですか……ちなみにベヒーモスが発見されるのはいつも山なんですか？」

「大たい抵ていはそうだな。だから奴の巣は山頂近くにあるんじゃないかと言われているが、今のところ見つかってはいない。謎なぞの多い魔ま物ものだよ」

「確か、魔物図鑑に登録されているベヒーモスの情報は、能力のみ。習性もそうじゃが、攻略法も完全に空白のはずじゃな」

　クルマが言いながら、荷物を背負い直した。

「ああ。何せ聞いた話では、奴と戦った国の首都ですら、成功したのは撃げき退たいだけという話だからな。それもかなり強ごう引いんな手で押し返かえしたようなものだったらしいぞ。あいつに弱点なんて存在しないという話まである」

「さ、先行き不安なお話ですね……」

　レンは引きつった笑みを作った。

「とは言え、安心しろ。作戦は立てた。まあ、何とかなるだろ」

「……物もの凄すごく気軽な調子なのに、何故なぜかシオンさんだと信用してしまうんですよね」

　レンは複雑な顔で頬を掻いた。

「と……待て、二人とも。話はやめじゃ。居たぞ」

　クルマが指差した先には、木に化けたトレントが居た。

　こちらに発見されるや否いなや――ぎょろりとした目を剥むいて、地面から抜け出でる。

　かと思うと、素す早ばやく移動を始めた。

「逃げますよ、シオンさん！」

　シオンはクルマから渡された鉤かぎ爪づめつきの棒を握り締めた。トレントに向かって振ふるう。

　だが射出された先せん端たん部分は、相手の少し前に突き刺ささった。立ち止まったトレントは戸惑うような素そ振ぶりを見せた後、方向転てん換かんする。

「よし、このまま追うぞ！」

　シオンが駆け出しながら指示すると、レン達も後ろについて走り出した。それからもシオンは時折、得物を使ってはトレントの動きを止め、向かうべき道を変えさせる。

　やがてトレントが辿たどり着ついたのは、広場のようになった空間だった。左右が切り立った崖がけに囲まれた、行き止まりになっている。

　シオン達は立ち止まり、互いに顔を見合わせた。そして――。

「うむ。……ここまでは作戦通りじゃな」

　クルマがにやりと笑った。

「ああ。トレントの動きを操あやつって、こっちにとって都合のよい場所に追い込む」

「こちらを誘ゆう導どうしたつもりでしょうが、逆なんですよ！」

　レンはトレントに指先を突きつけ、凛り々りしい顔をしたが、相手は当然ながら意味が分からず沈ちん黙もくしていた。

　間もなく、トレントはこちらに向き直ると、動きを見せる。その枝に少しずつ、赤い花が咲き始めた。

「ハッ――やっぱりベヒーモスと組んでいたか。いいぞ。望むところだ。あいつを呼べ！」

　わずかに漂う甘あまい匂い。それに伴ともなって、周囲を霧が覆おおい始める。

「あの時とは違ちがう。今度こそ見み逃のがさん。レン、見識だ！」

「承知しました。見識――実行！」

　レンが既すでに召しよう還かんしていた魔物図鑑を手にして叫さけんだ。

　瞬またたく閃せん光こう。同時に結けつ晶しよう板ばんが宙に浮かぶと、高らかな音が鳴なり響ひびき、紋もん章しようが現れる。

「トレントの【習性】、埋まりました！　ページ、完全制せい覇はです！」

　追加された文章には『トレントの中にはベヒーモスと共生関係を築くモノもいる。その場合は幻覚効果のある花を咲かせることで霧を見せ、視覚と聴ちよう覚かくを一時的に麻ま痺ひさせた上でベヒーモスを接近させる為、注意を払はらう必要あり』と書かれていた。

「よし！　こっちの思った通りだ！　さて、そろそろ来るぞ！」

　シオンの言う通り、やがて手て応ごたえのない真っ白な壁かべは、次第に薄うすれていき。

　やがて遥はるか頭上に――こちらが求めていた魔物は現れた。

　天を突くような巨きよ躯くを持つベヒーモスが、感情の宿らぬ目で、こちらを睥へい睨げいしている。一度見たのにも拘わらず、改めて目にすると、やはり圧あつ倒とうされてしまった。

　刹せつ那な、シオンの脳裏にスウェイのことが過よぎったが――。

「やりましょう、シオンさん！」

　レンの声に、歯を食くい縛しばってそれを振り払った。

　直後にベヒーモスが天を仰ぎ――咆ほう哮こうを上げる。

　だが体が震えあがるような異音にも、シオンは微び動どうだにしなかった。

「さて……雪せつ辱じよく戦せんだ。お前の全てを、引き出させてもらう！」

　覚かく悟ごと共に宣言すると、行動を開始する。

「クルマ、十四番をくれ！」

　こちらの冷静な指示に、クルマが安あん堵どしたような顔で降ろした鞄かばんに手を突っ込んだ。

　奇き妙みような話だ。状況はほとんど何も変わっていない。相手は災害級のベヒーモス。今までのように低ランクだから相手にされていないのではなく、到とう底てい人が敵かなう相手ではないから、誰もが目を逸そらしているのだ。

　それなのに、どうしてクルマは、そんな表情が出来るのか。

　一応、これから行う作戦の内容は話しているが、そんなこととは関係なく。

　まるでシオンが泰たい然ぜんとしていれば、どんな魔物でも敵ではないと思っているようだった。

（随ずい分ぶんと信しん頼らいされてるな、オレは）

　かつて自分もスウェイに対して同じような顔をしていたのだろうか。応こたえてやらなければならない、そんな使命感だけが湧わく。

「どうした、シオン。受け取れ」

　不思議そうにしているクルマに悪いと謝あやまってから、武器を受け取った。

　持ち手は短く、繋がった鎖くさりは長い。その先についているのは棘とげ付きの鉄球だ。クルマに託たくしている武器の中では最も破は壊かい力りよくが高い為、ベヒーモス相手には丁度いいだろう。

「まずはオレの考えを確かめる。それが正しいと分かったらお前達に動いてもらうから、それまで待機しておいて欲ほしい」

　二人が頷いたのを見て、シオンはベヒーモスと対たい峙じした。

　全てを確かく認にんすることすら難しい全長で、相手はただ静かに佇たたずんでいる。

　――やれるものならやってみろ。ちっぽけな人間に何ができる。

　そんな、挑ちよう発はつをしているような。

　シオンは呼吸を整え――鎖を握ると、駆け出した。頭上で振り回まわし、鉄球を投とう擲てきする。狙ねらったのは胴どう体たい。虚こ空くうを貫つらぬき、大気を打ち砕きながら真まっ直すぐと向かった鉄てつ塊かいは、しかし容易く弾はじかれた。まるで鋼、いや、それ以上に固い物にぶつけたような感かん触しよく。

　ベヒーモスは痛みすら感じていないように平然としていた。

　続いて腹。次に鼻。爪つま先さき。尻しり辺り。次々と鉄球を繰くり出しては的確に当てて行く。

　しかしそのいずれも全く通じていなかった。依い然ぜんとして相手は微動だにしていない。

「だったら――こっちはどうだ！」
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　シオンは膝ひざに狙いを定めて、再度、得物を放った。

　直後。初めてベヒーモスに動きが出る。前まえ脚あしを上げると、鉄球を踏ふみ潰つぶそうとしたのだ。

　シオンは鎖を引いて軌き道どうを変えると、攻撃を避よけて、更さらに手を振った。

　空中を自在に動く鉄球が上じよう昇しようし、ベヒーモスの頭上近くで踊おどる。

　力を込めて、足を踏ん張ばり、そのまま振り落とそうとした。

　が――轟ごう音おんと共に、シオンは自分の体が真横に吹ふき飛とぶのを感じる。ベヒーモスの鼻が鞭むちのように虚空を薙ないで、己に向かってくる鉄球を弾き飛ばしたのだ。鎖で繫つながっていたシオンも猛もう速そく度どで吹き飛ばされた。近くにある岩いわ肌はだが眼前に迫せまる。

「いかん、シオン！」

　クルマの焦しよう燥そうにかられた声。シオンは強引に空中で体勢を変えた。ぶつかる寸前で岩肌に足をつけて蹴けり、空中を舞まう。着地したところで、二人が駆け寄よって来た。

「シオンさん、怪我けがは!?」

「なんともない」

　レンに短く答えて、鎖鉄球を構える。ベヒーモスは小さな目を細めて、低く唸った。

　――その程度か？　所しよ詮せん人間は脆ぜい弱じやくな生き物だ。

　物言わずともそう語っている気がした。

「凄すさまじい皮ひ膚ふの硬かたさですね……どうでしたか？」

「ああ。予想通りだ」

　レンに答えながら――シオンは笑みを浮かべる。

「念のために他の場所も狙ったが、思っていた場所に、弱点を抱えていたようだ」

　これまでは可能性としてありえるという程度のものだったが、今の攻こう防ぼうでそれが確信に変わった。

「頭と膝だ。やはりそこだけがこいつにとって、狙われちゃ困る箇か所しよなんだ」

「でも、傍はた目めにはそう思えませんでしたが……」

「胴体や鼻や爪先に幾ら攻撃を加えても奴は余裕ぶって防ぼう御ぎよすることすらしなかった。それなのに頭と膝の時は別だ。はっきりと、避けようとした。クルマ達や資料本から集めた情報にも、同じようなことが起こったというのがあってな。個々ではたまたまだと片付けられるようなものだったから、見識さえされていなかったようだが」

　シオンは呼吸を整えながら、

「膝ってのは巨きよ大だい生物に共通する弱みだ。巨体を支えるのにどうしても骨の強度が足りなくなる。ベヒーモスとて例外じゃなかったというわけさ」

「……なるほど。シオンさんの考え通りだったというわけですね。ではやはり、膝を狙って体勢を崩くずし、身動きをとれなくするのが、攻略法ですか」

「ああ。ただ、生半可な手じゃ通じない。そこでここへ来る前に話した作戦を実行する」

　レンは「承知しました」と決意を込めた目で答える。

「じゃがシオン、そこまでは聞いていたが、幾ら隙すきを作ったとしても、我らの攻撃ではあやつを倒たおすところまではいかんじゃろう。図ず鑑かんの項こう目もくを埋めた時点で逃げるのかの？」

「それもいいが――あいつには積年の恨うらみもある。一発かましてやりたいところだな」

「……なにか考えがあるのかの？」

　首を傾げたクルマに、シオンは口元を歪ゆがめた。

「ああ。あいつは今、恐おそらく、頭も通常以上に脆もろくなっている。それこそ、オレの持っている武器でも通じるくらいにな」

「どういうことじゃ？」

「数日前、ベヒーモスにやられた時――額の辺りに傷きず痕あとがあるのを見た。恐らくそのせいであそこだけ弱くなっている。だから膝よりも過か剰じように反応したのさ。多分……スウェイが昔、奴に一いつ矢し報むくいた名残なごりだ」

　最後まで抗あらがった彼かれの行いは、無む駄だではなかったということだ。

「それなのにオレは過去に囚とらわれて、見逃していた。まったく……我ながら嫌いやになるな」

　だが、もう惑まどわされない。見つめるのは、ただ目の前の相手だけだ。

　シオンが覚悟を決めた瞬しゆん間かん、再び天を裂さくような咆哮が轟とどろいた。

　ベヒーモスが長い鼻を振るい、地じ響ひびきを立てながら迫ってくる。

「なんじゃ、いきなり!?」

「さあな。ひょっとしたら自分の弱点を悟さとられたことに気付いたのかもしれん」

　これでそう簡単に攻撃することは出来なくなっただろう。

「クルマ、十五番をくれ」

　シオンはクルマから渡された物を懐ふところへ入れた。レンが眉まゆを顰ひそめる。

「シオンさん、それは……」

「爆ばく弾だんだ。それも特別性のな。ぶつければ鋼だって粉々になる危険な代しろ物ものだ。こいつをあいつの頭にぶつける」

「……なるほど。ですが、相手もただではやらせてくれないでしょうね」

「分かってる。だからレン、お前に頼たのむぞ」

　既にベヒーモスは肉にく迫はくしつつあった。詳くわしく説明している暇はない。だが、

「分かりました。全力でシオンさんを手助けします！」

　躊躇ためらうことなく答えたレンに、シオンは口の端はしを上げて、前を向いた。

　そのまま鎖鉄球を手に突っ込み、ベヒーモスとの真っ向勝負を開始する。

　シオンは怒ど涛とうの勢いで迫りくるベヒーモス、その膝に向かって鎖鉄球を投げつけた。先ほどと同じく相手は上体を高く持ち上げて避け、更にはこちらに両足を叩たたきつけてくる。

　急ぎ後方に下がったが、眼前で地面が粉々に砕け散ちり、大量の土くれを噴ふき上げた。頭上から流星のように次々と巨大な土つち塊くれが降ってくる。

　が、シオンはわずかな動どう揺ようも挟はさまず跳ちよう躍やくした。こちらにぶつかろうとする土塊を避けながら、それを土台にして巧たくみな動きで上がって行く。

「レン、炎ほのおの魔ま法ほうを放て！　連続でだ！」

　最後の土塊を蹴って跳び上がりながら、シオンは指示を出す。

「はい！　破は壊かいの神ディルグよ。汝なんじが力借り受ける。盛れ紅。叫べ爆ばく音おん。地に燃えて今、ここに顕けん現げんせよ！　炎えん熱ねつ！」

　複数の巨大な火球が、ベヒーモスに牙きばを剥いた。

　相手は、それらを鬱うつ陶とうしそうに片かたっ端ぱしから鼻で消し飛ばしていく。並の魔物であれば焼き尽つくされてもおかしくない熱量を小さな火の粉を払うように排はい除じよしていく様には、恐おそろしいものがあった。

　しかし、さしものベヒーモスもレンの攻撃を無視することは出来ない。視界を塞がれては不利になることを理解しているのだろう。

　だからこそ、こちらへの注意がおろそかになる。シオンは最後の土塊を蹴って跳び上がると、ベヒーモスの頭上へと到とう達たつした。

　すると、背中に乗っていたトレントが、即そく座ざにこちらへ向けて枝を伸ばしてくる。

「まずは、お前を排除する！」

　シオンは得物の軌道を強引に変え、向かってくる枝を砕いた。次いで、鎖を蛇へびのようにのたくらせながら、鉄球でトレントの体を破壊する。

　――刹那、炎球を全て弾いたベヒーモスの頭が、持ち上がった。

　相手はこちらの姿を視界にとらえると、鼻先を向けてくる。

　間もなく、ベヒーモスが、鼻穴から凄まじい息をぶつけてきた。

　突とつ風ぷうなどという生易しいものではない。ほとんど竜たつ巻まき並だ。巻き込まれたシオンの体は翻ほん弄ろうされ、遠く吹き飛ばされる。――が。

「クルマ、十番！」

　シオンは叫び、投擲される槍やりを受け止めた。矛ほこ先さきをある場所へと向け、出っ張り部分を押おす。柄つかの半分が射出され、紐ひもで繫がったそれが近くにあった崖の上へと突き刺さる。もう一度同じ箇所に触ふれ、空中で強制的に目的地まで移動した。

　ベヒーモスがゆったりとした動きで振り返る。こちらを見上げる姿に、シオンは嘲ちよう弄ろうの意を込めて笑った。

「お前のおかげで目的の場所に立てたよ。上から見み下くだされる気分はどうだ!?」

　答えは、強きよう烈れつなまでの咆哮。怒いかりに満ちた目で、相手は大地を粉ふん砕さいしながら走り出す。

「シオン、正念場じゃ。気を付けるのじゃぞ！」

　クルマの言葉にシオンは彼女に向けて、親指を立てた。

　やがて、ベヒーモスは崖がけ下したまで到達する。そのまま、岩肌に足をかけると、こちらに向かって猛速度で登り始めた。頑がん強きような岩がん壁ぺきが足で踏みつけられる度に容易く砕け散っていく。

　が、それでもシオンは微動だにしなかった。

「来い……来い……そうだ、来い！」

　呼びかけに応えるように、ベヒーモスは遂ついに崖を登り切る。前足を大きく振り上げると、こちらを押し潰そうとしてきた。

　視界を支配する圧あつ倒とう的てきな存在を、それでも恐れずに、シオンは迎むかえる。

　そして――。

「……今だ！」

　疾しつ走そうすると、滑すべり込んだ。既すんでのところでベヒーモスの足あし下もとを潜くぐり、そのまま立ち上がって駆け抜ぬけると、崖から飛び降りる。

「クルマ、頼んだ！」

　落下するシオンを、クルマは跳び上がって受け止めてくれた。彼女が着地するのと同時、「感謝する！」と礼を述べてすぐさま向き直る。

　崖の上に立ったベヒーモスは、こちらを見て体を沈しずめた。跳び上がるつもりだ。

　あまり時間はない。シオンはすぐ行動を開始することにした。

「レン、あいつの足元をオレの武器とお前の魔法で狙うぞ！」

「ええ、準備は出来ています！」

　シオンはクルマから鉄てつ槌ついを受け取った。

「行くぞ――ッ！」

　腰を大きく捻ひねり、シオンは鉄槌を力の限り投擲した。

「――雷らい撃げきッ！」

　同時に魔法を唱えたレンの掌てのひらから、雷かみなりが　迸ほとばしる。

　二人の攻こう撃げきは、見事にベヒーモスの足下の崖を直ちよく撃げきし、即座に崩ほう壊かいさせた。

　跳躍に集中していた相手は隙を衝つかれ、体勢を整えることが出来ずに、そのまま落下する。派手な音を立てて、巨体が足から地面に沈んで、倒れ込んだ。

　わずかな沈黙の後、すぐにベヒーモスは立ち上がろうとする――。

　と思いきや、そのまま前のめりに屈かがみこんだ。自分の意志ではないのは明らかだ。その証しよう拠こに、どうにか起きようとしながら、苦しそうに暴れていた。そこに先さき程ほどまで存在していた余裕はない。

「シオンさん……！」

　レンの達成感に溢あふれた声に、シオンは笑みを浮かべる。

「ああ。作戦成功だ！」

　ベヒーモスの足を折るのは、通常の武器では難しい。

　だからわざと高い崖に立って相手を誘さそい、登らせた上で強制的に落下させることで、それを可能としたのである。

　今まで起こった展開の全ては、この瞬間へと至る為ために、シオンが仕し掛かけたものだった。

「レン、見識しろ！」

「はい！　図鑑開錠ブツクオープン、見識開始キヤプチヤー・ロード――実行ッ！」

　レンの声がはっきりと響き渡わたり。眩まばゆい閃光が世界を支配した。

　やがて図鑑が浮かび上がり、結晶板に紋もん様ようが浮かび上がる。

　鳴り響く――高らかな音。

「……やりました！　ベヒーモスの【攻略法】――完成です！」

　レンは両手を上げた。

「良くやった！」

　シオンはベヒーモスに向けて、全速力で走り出した。

　脳裏を様々な出来事が過ぎる。初めてスウェイと出で逢あった時のこと。彼が楽しそうに話す姿。周囲から避けられながらも、己おのれの信じることを貫いていたその後ろ姿。

（スウェイ、今度は逃にげない。見ていてくれ！）

　シオンは手に持った爆弾を、渾こん身しんの力を込めて、投げ放った。

「クルマ――九番だ！」

「やれ、シオンッ！」

　飛来する弓を掴つかみ取とり、火打石で矢先に炎を灯ともす。

　同時に全ての望みを乗せて真っ直ぐ飛ぶ爆弾が、ベヒーモスの額にぶつかり――。

「これで、終わりだ――ッ！」

　シオンは力強く、火矢を放った。爆弾に矢や尻じりが突き刺さり、内部に閉じ込められた大量の火薬まで到達する。ほんのわずかな、呼吸一つ分の静せい寂じやく。

　その後――鼓こ膜まくを聾ろうするほどの爆ばく裂れつ音おんが、世界を支配した。

　紅ぐ蓮れんの炎が空を焦こがし、ベヒーモスの頭部を破壊する。

　やがて、ベヒーモスは、無様に横よこ倒だおしになった。ただそれだけで、地じ震しんでも起こったかのような揺ゆれが襲おそう。

「……や、やった……？」

　信じ難がたいように、しばらく呆ぼう然ぜんとしていたレンだったが――。

「……やりましたッ！　やり遂げましたよ、シオンさんッ！」

　やがて、堪たまらなくなったようにその場で跳んだ。

「本当にベヒーモスを倒せるとは……信じられん！」

　クルマが呆気あつけに取られた様子で、こちらを見てくる。

「こ、こやつは死んだのか？」

「いや、気を失ってるだけだろう。ただ、しばらく動き出すことはないはずだ。今の内に街から人を呼んでこよう。大勢いれば何らかの対処は出来る」

「……そうじゃな。我らはどうする？」

「決まってる。相手が気絶しているんだ、これ以上の情報は望めない。人を呼んだら、そのまま酒場に直行だ。腹も減った」

「いいんですか？　ベヒーモスを倒したんですよ。事情を話せば、シオンさんのことだって皆みんな、見直すかも……」

「そんなもの、どうだっていい。目的は果たせたしな。……それにだ！」

　シオンは興奮して、

「何より、トレントのページが完成したんだぞ!?　成果は充じゆう分ぶん過ぎるほどだろ!?」

　すると、レンとクルマは互たがいに顔を見合わせた。

「……。ま、それもそうじゃな。お主にとってはどうでも良いことか」

「本当に、あなたって人は……」

　二人は苦く笑しようしながらも、歩き始めたシオンについてくる。

　言葉とは裏腹に、彼かの女じよ達たちの声からはこちらへの親愛のようなものを感じられた。が、

「しかし、トレント以外にベヒーモスと共生関係にある低ランク魔物が居るかもしれないんだよな。こうなったらそっちの方を調べる為に、別のベヒーモスの所在を探さぐってみてもいいかもしれない――」

「いや、なしです、なし！　魔ま物もの図ず鑑かんの為でも、今回みたいなのはしばらく御ご免めんです！」

「あれだけのことがあって、まだそんな発想に行き着くのか、お主は!?」

　シオンが呟つぶやくと、二人から交こう互ごに激しく責められることなった。

「……なんだ、なんか変なこと言ったか？　オレ」

　意味が分からずに尋たずねたシオンに対して、二人は大きなため息をつく。

「……シオンさんの相棒をするのは大変ですね、クルマさん」

「ああ、まったくじゃ」

　疲つかれ切きったような態度の相棒達に、シオンはただ、目を瞬かせるだけだった。
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エピローグ　過去からの繋がり







「シオン、人にとって一番恐こわいのはな、知らないってことなんだ」

　ある時――スウェイはそう言った。

「暗くら闇やみに怯おびえるのは、そこに何があるか分からないからだ。自分以外の物を拒きよ絶ぜつするのは、何をされるか分からないからだ。闇やみを照らし、正体を明かせば、存外大したもんじゃないって分かることもある」

　出逢った頃ころと変わらない、人好きする笑え顔がおを作り、

「魔物だってそうさ。知れば知るほど、正体不明の不気味な存在じゃない、オレ達と同じように考え、行動し、生きようとしている奴やつ等らだってのが分かってくる。だったら後は簡単だ。対策を練り、的確な対処をし、時に退け、時に関わらないように過ごす。たったそれだけで、生き延びる率は上がる」

　だからさ、と、杯はいを傾かたむけながら。

「大げさに言えば、魔物図鑑ってのは人の未来を保証する物なんだ。おれ達は明日を創ってんのさ――シオン。そこに他人から評価されるも、されないもないんだよ」

　ただの日常。当たり前のように過ぎて行き、永遠が保証されているような日々の一幕。

　だが、スウェイの口から同じ言葉を聞くことはもうない。彼の過去は遠く過ぎ去り、今はなく、未来さえも築くことは出来ない。

　ただ、それでも――残り続けるものは、あった。

「ベヒーモスを図鑑に登録したぞ、スウェイ。相手は捕ほ縛ばくされて調査されるそうだし、残る【習性】の項目も判明するだろう。……これであんたの仇かたきはとれたかな」

　シオンは、小さな石せき碑ひの前で胡坐あぐらを掻かき、話し続けていた。

　その下には、唯ゆい一いつ残された、スウェイの小さな骨が埋められている。

「あの時、あんたを救えなかった後こう悔かいは消えないが……それでも、幾らかケリはついた気がする。おかげで、今まで以上に前に進める気がするよ。……まあ、オレがいつスウェイみたいになれるか、見当もつかないが」

　それでも命ある以上、人は、歩き続けなければならない。

　誰かに守られた今日を、己が守ろうとする明日を、生き抜く為に。

「まあ、ぼちぼちやるさ。適当に見ててくれ」

　シオンは立ち上がって、小さく笑った。

「知らなくちゃいけないことは多い。魔物図鑑のページが埋うまるのは、まだ先だからな」

　少しずつ、だが確実に、進んでいこう。

　スウェイは失ったが、自分には頼たよりになる仲間もいる。

「じゃあな。――相棒」

　シオンは墓に背を向けると、歩き始めた。間もなく見えてくる、レンと、クルマの姿。

「あ、シオンさん。その……ご用事は、もう済んだんですか？」

　遠えん慮りよがちに尋ねてくるレンに、シオンは頷うなずいた。

「ああ、十分だ。そろそろ行こう」

「うむ。今日の獲物はなんじゃ？」

　シオンはにやりと笑って、クルマに答える。

「聞いて驚おどろけよ――スライムだ」

「いや、またか!?」

「もうスライムは良くないですか!?」

　うんざりしたような顔で項うな垂だれる二人。

「良いわけあるか！　いいか、前にも説明したがスライムは奥おくが深いんだ。まだまだページの項目が埋まっていない奴やつは大勢いてだな、例えば！」

「ああ、もう、分かった、分かった。どこまでもお主についていくぞ」

「ええ、諦あきらめました。こうなったら、とことんまで付き合います！」

　早口になったシオンを遮さえぎるようにして、二人は返してくる。

「……そういえばレン。お前、そろそろオレのところに来て一カ月じゃないか？」

　そこでふと思い出し、シオンは尋ねた。

「え？　あ、ああ、そういえばそうですね。それがどうかしましたか？」

「いや、最初、オレの見けん識しき士しになるのが不満そうだった時に、一カ月我が慢まんして交代すればいいって言ったから。相棒をやめたいならやめてもいいぞ」

「あ、ああ!?……そ、そういえばそんなことも……それは……その」

「なんじゃ、そういう約束じゃったのか。お主がそうしたいというのなら、仕方がない、受け入れるぞ」

　クルマがにやにやしながら言うのに、レンは頬ほおを朱しゆに染めた。

「え、えっと……それは、ですね。この一カ月、シオンさんの傍に居て、その、色々と勉強になったといいますか。物凄く大変でしたけど、その分、普ふ通つうの冒ぼう険けん者しやと一いつ緒しよに居ては経験出来ないようなことばかりだったといいますか。シオンさんも噂うわさとは違う方だと分かったといいますか」

「……なにが言いたいんだお前」

「で、ですから！　そ、率そつ直ちよくに言いまして、ですね！」

　レンは服の裾すそをぎゅっと握にぎり、おずおずと、こちらを見上げてくる。

「もう少し、シオンさんの見識士をしたいな、と。……ダメですか？」

　その反応に、シオンは目を瞬かせた。首を傾かしげ――口にする。

「いや、お前がそう思っているなら、こっちは大だい歓かん迎げいだが」

「ほ、本当ですか!?　こう、最初の方は色々と生意気な口を利きいてしまいましたから、ひょっとすれば不ふ愉ゆ快かいに思われたかもしれないと思っていまして。シオンさんがお嫌ならご遠慮なく仰おつしやって頂ければ」

「いや。実は続けたいと言ってくれないかと、期待していたところもあってな」

　シオンは軽くレンの肩かたを叩いた。

「お前は頼りになる見識士だよ。これからも宜よろしくな、相棒」

　笑いかけると、レンが一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくする。

　が、間もなく耳まで真っ赤になると、大きく声を上げた。

「は、はい！　こちらこそよろしくお願いします！」

「……シオン！　ワシも！　ワシもお主の相棒じゃろ!?」

　なぜかそこで、クルマが対たい抗こうするようにシオンの前に回り込んでくる。

「もちろんだ。わざわざ確認しなくたって、そうだろ」

「そ……そうじゃな！　そうじゃよな！　なにせワシとお主は付き合いが長いんじゃし！　いやー、そうじゃよなー！　まったくその通りじゃ！」

　大事なことを噛かみ締しめるように何度も頷くと、クルマはレンの方を向いた。腕うでを組み、顎あごを反らすと、どこか自じ慢まんげにする。

「……なんですか？　クルマさん」

「い、いや、なんでもない。これからもよろしくの、レン。シオンの相棒の後こう輩はいとして！」

「は、はあ。そうですね。なにか、微び妙みように物言いが引っかかるんですが」

「気のせいじゃ、気のせい。さあて、スライムの情報集め、気合が入って来たぞー！」

　クルマは両手を振り上あげると、意い気き揚よう々ようと先を歩き始めた。

「どうしたんでしょうね、クルマさん」

「さあな。分からん」

　肩を竦すくめつつ、シオンはレンの方を向いた。

「さあて、今日も楽しい魔物情報集めだ。見識を頼むぞ、レン」

「任せて下さい。全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて、シオンさんの力になります！」

　胸を叩いて、笑顔を見せるレンに、シオンも口元を緩ゆるめた。

　その時、風が薙いで、こちらの背に吹き付つける。

　まるで、誰だれかが背を押してくれたかのように。

　シオンはスウェイの墓を一瞬だけ振り向むき――また前を向いた。

　挨あい拶さつ代わりに、片手を上げる。

　そうして、誰かの明日を創つくる為に。

　今日もシオンは魔物図鑑を更こう新しんしようと、動き出すのだった。


Fin
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　テレビゲームをプレイしていると「やりこみ」という要素を見ることがあります。

　別にやらなくても本編はクリアできるけど、やったら何かしらの報酬や称号がもらえるよ、というものですね。ミニゲームで好成績を出すことだったり、サブ的なイベントを制覇することだったりと、内容は様々ですが。

　大体の場合、かなりの時間と手間がかかります。加えて、ゲームクリアには関係ないわけですから、難易度だって高いことが多い。

　ぼくはゲーム好きではありますが、腕は下手の部類に入るので（この間、久し振りにアクションゲームをプレイしたら、最初に出てくる雑魚にやられて床に突っ伏しました）中々にやりこみをコンプリート出来ることは少ないんです。

　だからこそ、こつこつと頑張ってそれらを成し遂げる人をすごいと思うし、尊敬もしていまして――。

　そんな想いを形にしたのが、今回の「最強と呼ばれた冒険者、低ランク魔物を極める。」という物語でした。

　というわけで、お久しぶりです。空埜一樹です。

　２０１９年初の作品となり、新元号の発表もされたということで、何やらおめでたい事尽くしの中で発売することが出来て幸いです。

　さて、本作は魔物を主軸に置いたお話です。

　ＲＰＧなどのゲームジャンルにおいては、主人公達に倒される敵としてのポジションを与えられたり、はたまた仲間になって一緒に冒険をしたり、使役されて同族を攻撃したりと、中々にバリエーションに富んだ扱いを受けている彼らではありますが。

　少し掘り下げて、もし現実に魔物が居たら、中には普通とは違う、珍しい生態をもっているやつもいるんじゃないか？　という思いつきからエピソードを作っていきました。

　その為、改めてお馴染みの魔物達を詳しく調べていったのですが、知っているようで知らなかったことも出てきたりと、興味深いことばかりでした。

　たとえば雑魚的イメージの強いスライムですが、遡れば中々の強敵であったとか。

　透明な体をしていて、ダンジョンの部屋いっぱいに広がり、知らずに足を踏み入れた冒険者を片っ端から呑みこんでいく恐ろしい種も居たとのこと。

　尚、本作では群体で活動しているという設定にしましたが、実際に深海の方では小さな生き物が寄り集まって一つの命のように活動するものがいるそうです。




　またドラゴンも、昔は一般的に知られている姿（トカゲに似ていて、羽が生えている）ではなく、ワニや蛇に近い姿で表現されることも多かったとか。

　関係ありませんが、フグの卵巣を糠漬けすることで毒を抜いた郷土料理があり、塩気は強いですが日本酒の肴には最高です。最高過ぎて記憶が飛びます。飛びました。

　ベヒーモスは原典においてはカバか角のないサイのような姿をしていて、後年では悪魔として見られるようになり、そちらでは二足歩行の象として描かれています。本作では両方を混ぜた感じで描写しました。

　相利共生は動物界でも幾つか見られますが、片利共生というものもあり、これは一方には利益が生じるがもう一方はそうでもない、という関係を築いていることを指すそうです。……という感じで、他にも色々とあるのですが、書いているとページ数が足りなくなりそうなのでこの辺りで。謝辞に移りたいと思います。

　編集Ｓ様。色んな意味でややこしいお話にお付き合い頂き、本当にありがとうございます！　アドバイス、大変、参考になりました。

　イラスト担当のＫＡＣＨＩＮ様。魅力的なキャラに表紙、挿絵ばかりか、詳細な魔物デザインまで手掛けて頂き、本当にありがとうございました！　どれも最高でしたが、ベヒーモスが特にお気に入りです。

　様々な場面でメッセージを下さる方々、いつもありがとうございます。皆様の声がなければ、ここまでやってこれなかったと思います。

　そして、本作を読んで頂いた全ての読者様へ。

　最大限の、感謝を。

　それではまたお会いしましょう。


　四月　空埜一樹　ＢＧＭ『ＳＩＳＴＥＲ』

ブログ　『空ノページ』　http://sorano009.hatenablog.com/
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